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社会福祉法人ボワ・すみれ福祉会 

 

 

理念 

 

「誰にも優しい地域社会をつくります」 
 

 

経営姿勢 

・職員を大切にする会社を目指します 

法人は、元気に笑顔で仕事ができるように、職員を大切にします。 

 

・質の高い利用者支援を提供します 

法人が目指す支援は、ご利用者が望む支援を質の高さを常に意識して提供していき

ます。 

 

・新たな事業に挑戦し多様な支援を提供します 

法人はニーズに応じて新しい事業や多様な支援を提供していきます。 

 

・法人は職員と共に成長します 

法人＝職員の考えに基づき、職員の成長なくして法人の成長はない、人材育成の取

り組みを行っていきます。 

 

 

行動指針 

 

・私たちは、常に熱い心と冷静な姿勢で仕事に取り組みます 

仕事に対して熱意を持ち、冷静沈着な姿勢で仕事に取り組み成果を出していきます。 

 

・私たちは、より高度な倫理観を持ち社会的責任を自覚し誠実な行動をします 

支援者として常にご利用者の人権と自己決定を尊重し、社会的責任、役割を理解し、

社会福祉法人の職員としてふさわしい行動をします。 

 

・私たちは、法人職員として夢と希望をもって行動します 

自分たちの職場を大切に、全職員自らが夢と希望を持ちご利用者支援の仕事をします。 

 



氏名

1 理事長 田部井眞

2 理事 鈴木一典

3 理事 守屋　和夫

4 理事 山田　都

5 理事 熊谷　春一

6 理事 畠山史郎

7 理事 角井まな

1 監事 大久保悦子

2 監事 市川健一

1 評議員 金子好雄

2 評議員 平本善一

3 評議員 石原正義

4 評議員 柴適

5 評議員 木下美夏

6 評議員 志村邦義

7 評議員 岩切孝光

8 評議員
稲田公明

2024年4月8日～

評議員
小野田義之

～2023年12月14日

社会福祉法人　ボワ・すみれ福祉会
理事・監事・評議員名簿

２０２３年６月１５日～２０２５年６月
定時評議員会終結時、任期２年

２０２１年６月１３日～２０２５年６月
定時評議委員会終結時、任期４年
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２０２３年度 理事会・評議員会の開催状況 

 

開催日 議案・報告事項等 

第１回理事会 

2023 年５月 30 日（火） 

（１）専決事項 

（２）決議事項 

  第１号議案 規程類の改定承認の件 

  （役員報酬規程、給与・退職金規程、育児介護休業規

程、配属事業所特別手当に関する規定、有期契約職員

給与退職金規定） 

  第２号議案 ２０２２年度事業報告及び決算報告承認の 

件（監事監査報告含む） 

  第３号議案 評議員会召集の件 

第４号議案 役員賠償責任保険契約承認の件 

第５号議案 定款変更承認の件 

（３）報告事項 

  ① 報告事項 

    ・後援会総会の報告（4/18 開催） 

    ・新生活介護事業進捗報告 

    ・市内公園の指定管理導入について 

  ② 理事長の職務執行状況報告 

  ③ 医療的ケアなどに関する報告 

  ④ 職員の採用と退職の報告 

  ⑤ 運営状況報告及び活動報告 

  ⑥ 今後の予定 

  ⑦ その他 

第１回評議員会 

2023 年 6 月 15 日（木） 

（１）決議事項 

  第 1 号議案 ２０２２年度事業報告及び決算報告承認の 

件（監事監査報告含む） 

  第２号議案 次期役員選任の件 

  第３号議案 役員報酬規程改定承認の件 

  第４号議案 定款変更承認の件 

（２）報告事項 

① 報告事項 

・規程類改定について 

    ・後援会総会の報告（4/18 開催） 

    ・新生活介護事業進捗報告 

    ・市内公園の指定管理導入について 

  ③ 理事長の職務執行状況報告 

  ④ 医療的ケアなどに関する報告 

  ⑤ 職員の採用と退職の報告 

  ⑥ 運営状況報告及び活動報告 

  ⑦ 今後の予定 
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  ⑧ その他 

第２回理事会 

2023 年 6 月 15 日（木） 
（１）理事長の選任 

第３回理事会 

2023 年 9 月 5 日（火） 

（１）専決事項 

（２）決議事項 

  第１号議案 ９月補正予算の件 

第２号議案 規程類の改定承認の件 

（就業規則、有期契約職員給与退職金規定、医療的ケア

指針及び要綱の改定について） 

  第３号議案 評議員会召集の件 

（３）報告事項 

  ① 報告事項 

    ・理事長重任及び資産総額の変更登記完了 

    ・新生活介護事業中止報告 

  ② 理事長の職務執行状況報告 

  ③ 医療的ケアなどに関する報告 

  ④ 職員の採用と退職の報告 

  ⑤ 運営状況報告及び活動報告 

  ⑥ 今後の予定 

  ⑦ その他 

第 2 回評議員会 

2023 年 9 月 14 日（木） 

（１）専決事項 

（２）決議事項 

  第１号議案 ９月補正予算の件 

（３）報告事項 

  ① 報告事項 

・規程類の改定承認の件 

（就業規則、有期契約職員給与退職金規定、給与退職金 

規定改定、医療的ケア指針及び要綱の改定について） 

・理事長重任及び資産総額の変更登記完了 

  ・新生活介護事業中止報告 

  ② 理事長の職務執行状況報告 

  ③ 医療的ケアなどに関する報告 

  ④ 職員の採用と退職の報告 

  ⑤ 運営状況報告及び活動報告 

  ⑥ 今後の予定 

  ⑦ その他 
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第 4 回理事会 

2023 年 12 月 5 日（火） 

 

（１）専決報告  

（２）決議事項 

  第１号議案 12 月補正予算承認の件 

  第 2 号議案 規程類の改定承認の件 

（職員等の出張旅費規程、海外研修規定、経理規定、有 

期契約職員給与・退職金規定、花の家医療的ケア要 

領） 

  第３号議案 定款変更の件 

第４号議案 管理職の人事異動承認の件 

第５号議案 評議員会召集の件 

（３）報告事項 

①報告事項 

    ・法人本部・花の家町田市実地指導について 

    ・責任者等の解任に関する取扱いについて 

  ② 理事長の職務執行状況報告 

  ③ 医療的ケアなどに関する報告 

  ④ 職員の採用と退職の報告 

  ⑤ 運営状況報告及び活動報告 

  ⑥ 今後の予定 

第 3 回評議員会 

2023 年 12 月 14 日（木） 

（１）専決事項  

（２）決議事項  

第1号議案 １２月補正予算承認の件  

第2号議案 定款変更の件  

（３）報告事項  

① 報告事項  

・管理職の人事異動について  

・法人本部・花の家町田市実地指導について  

・責任者等の解任に関する取扱いについて  

・規定類の改定について（職員等の出張旅費規程、 

海外研修規定、経理規定、有期契約職員給与・退 

職金規定、花の家医療的ケア要領、ボワ・アルモ 

ニー運営規定の改定について）  

② 理事長の職務執行状況報告  

③ 医療的ケアなどに関する報告  

④ 職員の採用と退職の報告  

⑤ 運営状況報告及び活動報告  

⑥ 今後の予定 
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第 5 回理事会 

2024 年 3 月 5 日（火） 

（１）専決報告 

（２）決議事項 

第１号議案 ３月補正予算について 

第２号議案 ２０２３年度事業計画及び予算の承認の件 

第３号議案 評議員選任・解任委員会の開催について 

（候補者の選任） 

第４号議案 規程類の改定承認の件(短時間正規職員就業 

規則、有期契約職員就業規則、資格取得支 

援規定、運営規定) 

第５号議案 てんかん発作時の緊急対応としての医薬品 

の取り扱いについて 

第６号議案 定時評議員会召集の件 

（３）報告事項 

①報告事項 

   ・一般雇用主行動計画、キャリアアップ計画書 

  ② 理事長の職務執行状況報告 

  ③ 医療的ケアなどに関する報告 

  ④ 職員の採用と退職の報告 

  ⑤ 運営状況報告及び活動報告 

  ⑥ 今後の予定 

第 4 回評議員会 

2024 年 3 月 14 日（木） 

（１）専決事項 

（２）決議事項 

第１号議案 ３月補正予算について 

第２号議案 ２０２4年度事業計画及び予算の承認の件 

第３号議案 評議員選任・解任委員会の開催について 

（候補者の選任） 

（3）報告事項 

①報告事項 

・規程類の改定承認の件(短時間正規職員就業規則、有 

期契約職員就業規則、資格取得支援規定、運営規定) 

・てんかん発作時の緊急対応としての医薬品の取り扱 

いについて 

   ・一般雇用主行動計画、キャリアアップ計画書 

  ② 理事長の職務執行状況報告 

  ③ 医療的ケアなどに関する報告 

  ④ 職員の採用と退職の報告 

  ⑤ 運営状況報告及び活動報告 

  ⑥ 今後の予定 
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監事監査の実施状況 

実施日 監事名 監査項目 

２０２3 年５月 29 日（月） 
市川 健一 

大久保 悦子 

法人定款第18条の規定に基づ

き、2022 年度事業にかかわる

理事の職務執行状況及び法人

の財務監査 

 

苦情解決第三者委員会 

氏名 開催日 

叶内 昌志 

比留川 昇良 

2023 年 9 月 29 日（木） 

2024 年３月 28 日（水） 

 



１．法人本部経営企画部門

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）－①　複数担当制を４月に

検討、５月から１０月まで試行し

適切な分担を確立します。

年度途中に勤怠管理を主に行って

いた職員の退職に伴い、勤務処

理、給与、請求の担当者を複数担

当制にし、滞りなく業務を行うこ

とができました。

実施しました。

（１）－② データ、文書等の保

管方法を再検討し、検索等の時間

を短縮します。

以前から決められていたフォル

ダーの再確認や職員個々の専用

フォルダーで管理することで検索

等の時間の短縮につながりまし

た。

実施しました。

（１）－③ 本部事務と事業所で

の事務の分担を明確にし、事務処

理の漏れ、遅れなどが発生しない

ようにします。

一部領収書のやり取りやジョブカ

ンでの申請方法など各事業所と調

整連絡をすることがありましたが

概ね分担は明確にできました。

概ね実施しまし

た。

（２）－① 人事システム等使用

しているシステム内に保存してい

るデータはプリント保存しないよ

うにシステムの理解促進に努めプ

リントを減らします。

人事大臣や給与大臣のデーターの

見直しを行い、最新のデーターに

更新し管理することができまし

た。

実施しました。

（２）－② 事業所から提出され

ているペーパーをデータでの提出

に変更していきます。

事務処理の正確性や今までの流れ

の部分で完全にペーパーレス化は

できませんでしたが、給与処理の

際に自己負担などをCSVで取り込

めるようにしました。

概ね実施しまし

た。

（３）－① 勤務処理、有休処理

などわかりやすく取扱い資料等を

作成し間違いのない処理を目指し

ます。

勤務管理申請簿の書き方や有給休

暇の管理方法など取り扱い資料を

作成し、間違いのない処理ができ

るようにしました。

実施しました。

 2023年度 法人本部　事業報告

（１）目標

①　新体制での事務分担において、事務処理の正確性、速度の向上を目指します。

②　ペーパレス化をさらに進めます。

③　職員にとって親切丁寧な本部事務を目指します。



（３）－② 証明書類等本部が行

う事務についても事前に案内し、

遅滞なく処理できるようにしま

す。

安否確認メールや経営会議等で事

前にアナウンスをするようにし、

遅滞なく処理できるようにしまし

た。

実施しました。

・運営協議会

各事業所の保護者会を対象とし

て、理事長等が参加し、経営状況

の報告をし意見交換を行い、法人

経営、事業所運営に反映していき

ます。

新型コロナウイルスが５類になっ

たことに伴い、再開することがで

きました。

実施しました。

・苦情解決第三者委員会

苦情解決の請求があった場合

に、委員会を開催します。また、

９月、３月に法人に寄せられた意

見要望等に関して、外部委員と意

見交換を行います。

２回実施しました。委員から的確

な助言をいただきました。
実施しました。

・法人医務会議
　新たな、医療的ケアに関す指
針、要綱を制定し、それに基づ
く対象事業所における要領、マ
ニュアルの作成を支援し、医ケ
ア児者に対する支援が安全にで
きるように管理します。

各事業所での開催となりました。

医療的ケアの指針、要領の一部改

正を行い、各事業所も指針、要領

の改正を行いました。

実施できませんで

した。

・法人衛生会議
　毎月開催される、経営会議と
同時開催とし労働安全衛生等に
関する内容に関して意見交換等
を行います。腰痛防止や労働環
境点検を実施します。
６月に全職員対象としたストレ
スチェックを実施します。

感染防止のため中止し、各事業所

での開催となりました。

実施できませんで

した。

・法人栄養会議
　法人全体の栄養調理に関する
内容について必要に応じて開催
します。

開催しませんでした。
実施できませんで

した。



・法人感染症等防止委員会（旧法

人安全衛生委員会）

感染症防止対応、食中毒防止対

応等の各事業所の実施状況の管理

及び運用支援を行います。また、

法人として統一した対応について

の整理等を行います。

毎月開催の経営会議にて感染状況

を共有し各事業所の感染対策の徹

底を図りました。

概ね実施しまし

た。

・法人虐待防止委員会

事業所ごとの虐待防止委員会の

運営を支援し、研修等の実施に関

して管理を行います。１０月を虐

待防止強化月間として、集中的に

虐待防止等に取り組みます。

各事業所の虐待防止委員会の議事

録の確認及び１２月に虐待防止

チェックリストを配信し集計を行

い１月の経営会議で確認し各事業

所で虐待防止に努めるように取り

組みました。

概ね実施しまし

た。

・法人身体拘束等適正化委員会

事業所ごとの身体拘束等適正化

委員会の運営を支援し、研修等の

実施に関して管理を行います。

各事業所の運営状況を確認し、適

切に実施できるように確認作業を

行いました。

概ね実施しまし

た。

・法人広報委員会

　年４回の広報誌を発行します。

年４回発行することができまし

た。
実施しました。

・法人防災委員会

BCPの作成管理、事業所ごとに

作成するBCPを法人防災委員会で

作成の支援、シミュレーション訓

練の実施、法人としての統一した

対応等を管理します。

無線電話通話訓練、安否確認

メールの送信及び返信訓練の実

施。夜間参集訓練の実施。

BCPの作成は完了しませんでし

た。シュミレーション訓練も感染

防止のため実施しませんでした。

無線電話訓練は実施。夜間参集訓

練も未実施です。

実施できませんで

した。

・管理者評価

９月上旬に評価用紙を配布し、

評価を行います。評価結果は、理

事会・評議員会に報告します。

実施し、必要に応じて管理者指導

を行いました。
実施しました。

・災害対応マニュアル見直し

７・８月にマニュアル見直し作

業を実施します。修正分は９月に

配布します。

本年度の修正要望はなく、改定し

ませんでした。

実施できませんで

した。



・職員満足度調査の実施

９月に実施します。昨年度実施

結果と比較して改善点を見つけ出

し、次年度の計画に反映させま

す。

９月末に実施し、結果は職員に開

示しました。経営会議では結果に

ついての共有を行いました。

概ね実施しまし

た。

・社内報の発行

法人の情報伝達を目的として、

適宜発行します。

1回発行しました。 実施しました。

・法人研修（外部・内部研修）

① 参加職員の意識向上と、知り

得た情報を共有し法人の発展につ

なげます。

② 法人連等の主催する研修への

参加をします。

感染予防の観点から主にオンライ

ンでの参加になりましたが、感染

防止対策をしたうえで、徐々に対

面での研修に参加するような取り

組みも再開することができまし

た。

概ね実施しまし

た。

・法人表彰式の開催

当法人および各施設において長年

貢献された方などを対象として、

表彰を行います。

感染防止のため開催は、対象事業

で実施となりました。

実施できませんで

した。

・町田市社会福祉法人施設等連絡

会への参加

引き続き参加し、町田市の福祉の

向上のために役割を果たしていき

ます。

昨年度より理事長が代表を務めて

います。また、今年度町田市障が

い者自立支援研究・研修会を設立

しました。

実施しました。



１．生活介護「花の家」
【支援全体】

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ご本人のニーズやご家
庭の想い、年齢や状態等を加
味した上でＡからＧの７グ
ループ編成として環境を整
え、その人らしい成長を支援
します。

・各グループ、部署におい
て、個人毎のアセスメント、
ニーズに基づく計画に沿った
支援を行えています。
しかし、支援方法がマンネリ
化していたり、新たな取り組
みや支援を深めることはでき
ませんでした。

実施できまし
た。

①－２ ＜支援における５つの
柱>①人権擁護・不適切な関り
や虐待の防止②生活支援
（ADLの向上、自立生活に向
けた取組み等）③活動支援
（作業及び療育活動を通した
成長を支援）④健康支援（医
療的な支援、栄養と食生活支
援)⑤コミュニケーション支
援・人間関係形成への取組み
に基づき、多角的な観点か
ら、ご利用者の生活が豊かに
なるよう支援します。

・上述のように、計画に基づ
く支援や活動提供はできてい
たものの、改めて＜支援にお
ける５つの柱＞を意識する機
会はなく、支援や日常業務が
ルーチンワーク（定型業務）
化していたように思います。

実施しましたが
到達しませんで
した。

①－３多くの人との関わりを
通し、集団の中の一人ひとり
の役割や力が発揮されるよう
に支援します。

・例えば、グループの朝礼で
の挨拶（日直）、給食を事務
所まで運ぶ等、係りを決めて
取り組んでもらうことで、ご
本人達のやる気や達成感、成
長に繋げることができまし
た。

実施てきまし
た。

⑤（安全）リスク管理を徹底し、ご利用者が安心して過ごせる環境を整えます。
⑥（地域）開かれた施設運営を通し、地域福祉の発展に貢献します。

 2023年度 ニーズセンター花の家　年間総括

（１）目標 「花の家では、ご利用者やご家族、地域の多様なニーズに対し、以下の視点から高
い専門性を持った支援を提供します」
①（支援）ご利用者一人ひとりの状態像や想いに寄り添った支援を提供します。
②（活動）活動の充実を図り、豊かな経験と彩りある生活を支援します。
③（健康）専門職や関係機関と連携しながら健康生活を支援します。
④（職員）質の高い支援、サービスを提供する為、職員育成（資質向上と専門性の習得）を図り
ます。



①ー４施設内の相談支援事業
や 地 域 の 障 が い 者 支 援 セ ン
ターを中心とした関係機関と
連携を図りながら、家庭を含
め た 総 合 的 な 支 援 を 行 い ま
す。

・相談支援事業所との連携が
一般化されてきており、花の
家が担うこと、範囲を超えて
相談支援や地域支援センター
が担うこと等を分担、共有し
ながら支援に当たる事例が増
えてきている。

実施てきまし
た。

①－５研修等を通じて職員の
人権意識を高め、虐待が疑わ
れる関わりや不適切な関わり
の撲滅に努めます。

・ご利用者への支援方法を
巡ってなかなか改善が図れ
ず、保護者との疎通が適切に
図れなかったことからご利用
者の尿で濡れたＴシャツをﾄﾞﾗ
ｲﾔｰで乾かそうとして皮膚が火
傷様になってしまう虐待事案
が発生してしましました。
その後、保護者への説明会や
アンケート、研修、識者によ
る施設、活動見学会の実施等
を行う等、虐待や不適切支援
の再発防止に努めました。

実施てきません
でした。

②－１＜活動における5つの柱
>①)生産活動（園芸、陶芸、
販売活動等）②療育活動（音
楽、調理、創作、ムーブメン
ト、スヌーズレン、生活等）
③健康への取組（リハビリ、
体操、体づくり、散歩等）④
社会活動・余暇活動（外出、
レクリエーション、社会貢献
活 動 等 ） ⑤ 個 別 活 動 （ プ ー
ル、ヘアカット、パソコン操
作等）に基づき、多角的な観
点から、ご利用者の生活が豊
かになるよう支援します。

・上述のように、計画に基づ
く支援や活動提供はできてい
たものの、改めて＜支援にお
ける５つの柱＞を意識する機
会はなく、支援や日常業務が
ルーチンワーク（定型業務）
化していたように思います。

※記述

実施てきまし
た。

②－２ ニーズがあるご利用者
に対し、入浴支援を行います
（週１回）。

・ご利用者からの要望に基づ
き、週１回実施しました。
入浴リフトの使い方等の研修
会も実施し、安全な支援が提
供できるように努めました。

実施てきまし
た。



②－３ 補足的な支援として、
通所時間外の支援（日中一時
支援）、保護者による通院が
困 難 な 場 合 の 付 添 い 、 入 浴
（週１回）サービスを提供し
ます。

・規程に基づくレスパイト支
援を実施しました。
コロナ感染が流行して以降、
１７時以降の送迎を中止した
為、利用希望は激減し、毎月
３、４回程度の利用に留まっ
ています。
基本的には特定のご利用者が
利用することが多いですが、
時々色々なご利用者も利用し
ていることを考えると事業の
意義はあるものと考えます。

実施てきまし
た。

②ー4 2022年度に取り組ん
だ＜専門性PT＞を発展的に解
消 し 、 新 た に 立 ち 上 げ る ＜
ICT 推 進 委 員 会 ＞ が 中 心 と
なって、支援等におけるICT
の 活 用 に 取 り 組 ん で い き ま
す。

・ICTの専門家(CIAO田中
様）と契約し、月２回巡回指
導と勉強会等を実施しまし
た。
陶芸や園芸作業で利用できる
支援機器を製作してもらった
り、個別支援に関する相談に
乗っていただきました。

③－１ご利用者の状態、体調
等を配慮した活動プロラムを
提供し、生活リズムを整えま
す。

・基本的には毎日同じリズム
で生活を過ごすことで健康状
態の安定を図っています。
体調に配慮が必要な人、場合
には、個別の事情に配慮して
過ごし方を工夫しました。

実施てきまし
た。

③ － ２ 看 護 師 や 嘱 託 医 （ 内
科、小児科、歯科）、訓練士
等の専門職や地域の医療機関
等と連携しながら、健康を支
援します。

・各職種の専門性を活かしな
がら、計画通りの支援を実施
できました。
特にPTの関わり方については
記録の仕方を変更し、より具
体的、継続的な関わりができ
るようにしていただきまし
た。

実施てきまし
た。



③－３ 一人ひとりに合った食
事形態や環境の提供と喫食状
況の把握をし、安心、安全で
楽しく食事ができるよう支援
します。

・年３回実施する歯科医師に
よる摂食評価、指導等の機会
を利用しながら、一人一人に
合った食事形態と介助方法に
て食事を提供している。

実施てきまし
た。

③－４花の家「医療的ケア要
領」に基づき、医療的ケアを
必要とされる方に対し、安心
と安全が保たれた質の高い支
援を提供します。

・昨年度刷新された医療的ケ
ア要領に基づき、各人の手続
きを行っています。
各ご利用者の主治医から、具
体的な指示をいただけること
で看護師や支援者が安心して
安全な支援を提供できていま
す。

実施てきまし
た。

④－１ 研修等を通じて必要な
知識や専門性、高い技術を身
につけ、適切な支援ができる
よう努めます。

・研修委員会が中心となり、
職員研修を計画、実施、受講
の推奨を行っています。
外部研修を受講した職員が内
部で講師として報告研修を行
う等、研修内容を広く職員全
体で共有するように配慮しま
した。

実施てきまし
た。

④－２ 外部研修や学習会等で
得た知識や情報を職員間で共
有し、支援現場で活かしてい
きます。

・研修委員会が中心となり、
職員研修を計画、実施、受講
の推奨を行っています。
外部研修を受講した職員が内
部で講師として報告研修を行
う等、研修内容を広く職員全
体で共有するように配慮しま
した。
※同上

概ね実施てきま
した。

研修を受講した
内容がきちんと
身について、実
践できているか
どうかの確認作
業が今後必要と
考えいます。



④ー３ 法人の身人事制度に基
づく研修制度と育成面談等の
仕組みを活用し、職員にとっ
て「働きやすく、且つ働きが
いのある職場」を目指して取
り組んでいきます。

・新人事制度では管理者から
期待される像や目標に関する
メッセージを伝える機会には
なりましたが、職員自身の働
きやすさや働き甲斐に関する
聞取りが十分できなかったよ
うに思います。
職員間のコミュニケーション
を高めようと企画も考えまし
たが（任意のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ広場や
運動（卓球））、実施には至
りませんでした。

実施てきまし
た。

④ー4職員が安心して働けるよ
う、「心の健康づくり計画」
に基づくメンタルヘルスの取
り組みを進めていきます。

・法人で毎年定期的に行って
いるメンタルヘルスチェック
とアフターフォローの他、メ
ンタルヘルスを担当する主任
が各グループ会議の中でメン
タルヘルスに関する講習を実
施する等の取り組みを行いま
した。

実施てきまし
た。

④ー5 新たに策定された「ハ
ラスメント規程」に基づき、
研修や啓蒙を通じてハラスメ
ントのない職場作りを目指し
ます。

・定期的に行っているグルー
プ会議において、ｅラーニン
グを利用してハラスメント防
止に関する研修を職員全員で
受講しました。

実施てきまし
た。

⑤ー１ 避難訓練、応急救護
訓練、防災教育等の訓練を継
続して実施します。

９月と２月に計画通りの避難
訓練、初期消火訓練、応急救
護訓練を実施しました。

実施てきまし
た。



⑤－２ 防災訓練（内容）の
バリエーションを増やし、い
ろいろな状況に合わせて避難
行動がと取れるように訓練し
ていきます。

・計画とは異なりましたが、
避難訓練の内容や避難経路等
についてﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝを増やすよ
り、ご利用者がしっかり覚え
てもらえるよう同じ経路での
避難訓練を実施しました。
訓練中ふざける者もおらず、
避難の際の決まった行動が身
に付いてきたように思いま
す。

実施てきまし
た。

⑤ー３ 近隣の福祉施設（藕
絲館）や町内会（桜美林台、
もみじ台）と連携した防災訓
練を実施します。

・昨年度に引き続き、２月に
行った避難訓練は近隣の施設
ぐうし館や桜美林台町内会の
役員も参加して合同で行いま
した。

着手できません
でした。

⑤ー４ BCP（事業継続）を
策定し、計画に基づいた訓練
を実施します。

・ＢＣＰについて、感染症及
び自然災害時の２計画を策
定。
訓練の実施には至らなかった
ので、次年度に必ず実施しま
す。

概ね実施できま
した。

⑤ー５ 研修の実施や警察な
どと連携を図りながら、防犯
への意識づけを行います。

・昨年度に警察官による防犯
研修を実施しましたが、今年
度は特に同様の研修は設定し
ませんでした。
防犯に関する行政や警察等か
らの情報提供や注意喚起もな
かったこともあり、施設内で
の周知や啓蒙は行いませんで
した。

着手したが達成
できませんでし
た。

行政や警察等か
らの情報提供や
注意喚起がなく
とも防犯に関す
る意識づけは何
らかの方法で必
ず毎年行うよう
にする。



⑤ー６ 新型コロナウイルス
やインフルエンザ等への感染
予防策として、手洗いうがい
の励行、換気、３密の回避、
マスク着用等を徹底し、安全
で安心して過ごせる施設環境
を整えます。

・ワクチン接種や抗原検査の
実施を含め、計画に基づく感
染症対策を行うことができま
した。
新型コロナウィルスについて
は５月８日に国が感染症分類
を２類から５類（インフルエ
ンザと同様）に変更しました
が、花の家では基本的な予防
策は継続させ感染の予防に努
めました。
以降、コロナの感染状況を鑑
みつつ、少しずつ予防策のﾚﾍﾞ
ﾙを緩和させましたら、施設内
で感染が広がることはありま
せんでした。

実施できまし
た。

⑤ー7 新たに策定された「感
染症と食中毒の発生と蔓延防
止の為の指針」に基づく研修
と啓蒙を通じて、保健衛生の
更なる徹底を図ります。

・例年通り、手洗いチェッ
カーを利用した手洗い実習や
ノロキットを使用しての吐瀉
物等の処理研修を実施しまし
た。

実施できまし
た。

⑥ー１ 小中高等学校、専門
学校、大学等の教育機関と連
携を図りながら、実習やボラ
ンティアの受け入れを行い、
福祉教育や後進育成、進路選
択 、 資 格 取 得 等 を 支 援 し ま
す。

・実習生には毎回抗原検査を
実施する等の感染予防を徹底
した上で、介護福祉士や社会
福祉士、保育士、公認心理師
等の実習受入れを行いまし
た。

実施できまし
た。

⑥ー２ 施設開放や各種講座
の開催等を通じ、地域住民の
福祉向上に協力する。

・昨年度までコロナ感染予防
の為に施設貸出等は休止して
いましたが、今年度から施設
貸出や各種講座の開催を再開
しています。
ただ、施設貸出についてはＨ
Ｐ等を利用して宣伝してはい
なかった為、申し出は１件の
みでした。

実施できまし
た。



⑥ ー ３ 大 規 模 災 害 発 生 時
に、地域の福祉避難所として
の役割を担っていきます。
医療的ケアが必要とする方も
安心して利用できるよう防災
備蓄品等の拡充に努めます。

・町田市二次避難所としての
準備は整えています（一日３
００食×３日分の備蓄食
等）。その他、医療的ケアが
必要な方を想定した電源を使
わない吸引機等の設置も行っ
ています。
今年度の半ばに防災備蓄食を
３日分から７日分に拡充させ
る方向性が示されましたが、
場所や予算等の兼ね合いもあ
り、年度内の拡充はできませ
んでした。

実施できまし
た。

・次年度には備
蓄食を１．５倍
に増量し、次年
度内に７日分に
拡充する為の場
所や内容等につ
いて検討するこ
ととしていま
す。

【Aグループ】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－1 活動や余暇時間等の中
で、役割を持つことができる
関わりを行います。また、一
人ひとりがどのようなことに
興味・関心を抱いているかを
日々の生活から見つけ出し、
自分自身で行おうとする意思
やサインを見つけ、支援に繋
げます。

活動時の号令・準備、日用品
の補充など、各自の役割を考
え、随時設定しました。ま
た、ご本人が興味を示す事柄
を見つけられるよう、随時声
掛けや表情の観察を行いまし
た。全員のはっきりとした意
思を確認することはできませ
んでしたが、常に観察して考
え続けることで、内容により
表情が異なるなど、意思表示
の理解に繋げることができま
した。

概ね実施できま
した。

意思を理解でき
るよう、常に声
掛け、観察を行
います。

①－２ 安定した心休まる生
活環境に配慮します。

連絡帳やご本人の様子から、
ご利用者一人ひとりの情緒面
や体調を理解し、体を休ませ
ながら活動を行ったり、早め
に切り上げるなど、気持ちが
休まる生活環境を整えまし
た。

実施できまし
た。

（１）　目標「日々、変化のある生活を作り出す工夫を大切に支援します。」
①　ご本人らしさが表現できるように配慮した関わりを意識した支援を提供します。
②　社会資源を活用することで、日中活動が「楽しい・うれしい・ドキドキする・満足・ほっと
する体験を大切にします。
③　生活リズムを整え健康維持に努めるとともに、個別性のある質の高いケアを提供します。



②－１ 感染症対策に配慮し
ながら、ボランティアや実習
生等の幅広い人たちと触れ合
う機会を設けます。

実習前の抗原検査を徹底しつ
つ、学生の実習生等を受け入
れました。職員とは違った声
掛けをするなど、実習生がグ
ループに入ることで普段と違
う雰囲気を味わうことができ
ました。

実施できまし
た。

②ー２ タブレットやスイッ
チ等の機器を導入し、新しい
活動に取り組みます。

新しい活動の実施はできませ
んでしたが、今年度からIICT
委員会を発足し、既存の活動
の中でスイッチやセンサーを
駆使したICT機器を導入した
ました。始めたばかりという
こともあり、ご利用者の積極
性を引き出すまでには至りま
せんでしたが、ご利用者と共
に今後の活動方法を考える良
い機会となりました。

実施しました
が、結果が不十
分でした。

ICT機器を活用
し、ご利用者が
取り組みやす
く、分かりやす
い活動を模索し
ます。

③ー１ご家庭と情報共有を行
いながら健康状態を把握し、
心身ともに安定して過ごせる
よう、医療職と連携を図りな
がら健康支援の充実に努めま
す。

ご家庭や看護師、嘱託医や他
事業所等の関係者と情報共有
を行い、ご利用者の体調に合
わせて休む時間や食事時間を
調整しました。

実施できまし
た。

③ー２ケアの基礎の観察力を
しっかり持ち、根拠のある支
援を行います。

新たな職員への引き継ぎ、医
療的ケアの第三号研修、看護
師との連携等を常時実施し、
グループ職員全員が適切な支
援を実施できるようにしまし
た。

実施できまし
た。

【BＣＤグループ】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）　目標「多種多様で豊富な活動と社会との繫がりを大切にし、ご利用者・ご家族の笑顔溢
れる支援を提供します」
①　様々な活動を提供し、ご利用者の笑顔を引き出します。
②　地域交流や集団生活を通し、自主性と社会との繋がりを大切にします。
③　ご家庭のニーズ等を把握し、地域における自立を支援します。



①－１ 楽しみと社会性の双
方が培われるよう、活動と作
業を随時行います。

トランポリンやスヌーズレ
ン、音楽などの『活動』と、
リサイクルや園芸・陶芸など
の『作業』を随時設定し、ご
利用者が選択できるように努
めました。時には他グループ
間で連携し、作業ニーズのあ
るご利用者が仕事に取り組め
るように配慮しました。

実施できまし
た。

①－２ 新たな内容を模索・
実施し、常に高揚感が味わえ
るよう支援します。

活動内容や提供方法などにつ
いて田中アドバイザーに相談
を始めました。よりご利用者
目線で支援が提供できるよう
検討中です。

概ね実施できま
した。

①－3 他グループとの活動共
有を図ります。

安全衛生委員会にて感染症対
策を継続検討をしています
が、5月よりご利用者同士の距
離感や環境整備に十分配慮し
ながら活動共有を再開しまし
た。

概ね実施できま
した。

②－１ ご利用者のできるこ
とを把握し、ご利用者が意識
的に行動に移せるよう支援し
ます。

活動準備や食事の片付け、送
迎の乗車確認など、個々でで
きることを見つけ、それに合
わせた声掛け等を行いまし
た。声掛け等に合わせ、各ご
利用者も積極的に行動する様
子が見られました。

実施できまし
た。

②－2 集団生活の中で周囲の
ことを意識した行動ができる
よう支援します。

ご利用者自身が周囲のことを
考え、配慮できるよう、常に
支援者が間に入り、声を掛け
ました。ご利用者によっては
理解している行動も多く、周
囲を気にしている様子が伺え
ました。

概ね実施できま
した。

②ー３ 安全に配慮した中で
地域交流や外出を行い、周囲
と関わる機会を豊富に作りま
す。

世間に感染症の動向や外出先
の混雑状況等を勘案しなが
ら、外出の機会が増えるよう
企画を積極的に行いました。

実施できまし
た。



②－４ 職員との繋がりを大
切にし、適切な関係のなかで
距 離 が 縮 ま る よ う 支 援 し ま
す。

職員との関係が適切に保たれ
るよう、言葉遣いや身体拘束
などについて、職員全体に随
時研修を行いました。職員に
よっては、時折、適切でない
言葉遣いが見られましたが、
ほとんどの職員が昨年度より
も言動に注意した支援が行え
ました。

概ね実施できま
した。

③ー１ 社会資源の活用によ
り 、 自 立 に 向 け て 支 援 し ま
す。

相談支援かけはしと連携し合
い、個々のご利用者・ご家庭
に合った社会資源の情報を提
供しました。

実施できまし
た。

③ー２ 家庭環境を把握・理
解し、各ご家庭に寄り添った
支援を行います。

各ご家庭の状況を把握し、通
院同行や送迎の調整、レスパ
イトなど、ご家族のご要望に
できる限り応えられるよう支
援しました。

実施できまし
た。

【EＦＧグループ】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 他グループと活動共
有をしながら、個々の興味や
状態に合った活動提供をしま
す。

EFGグループで活動共有を行
いました。
ご利用者の状態や特性に合わ
せて、個々に配慮できる活動
提供をしました。

実施できまし
た。

（１）　目標「一人ひとりの障がい特性に合わせ活動提供し、自分の力を存分に発揮できるよう
支援します」
①　 個々のニーズや得意なことを活動や生活面に取り入れ、持てる力を発揮できるように支援し
ます。
② 　地域との繋がりを大切にした活動を行います。
③　 ご家庭やグループホームと連携しながら健康で安定した生活を支援します。
④ 　レクリエーションを充実させることで心身のリフレッシュの機会を持ち、日々の活動に取り
組む意欲につながるようにします。
⑤　職員の障がいへの知識・理解が共有、向上できるよう目指します。



①－２ 作業を含めた活動や
生活の中で、ご本人が行える
ことの幅を広げながら、一人
一人の力が発揮できるよう支
援します。

ご利用者一人ひとり、「でき
ることは自身でやる」を支援
の基本理念とし、日々の声掛
けや関りを徹底しました。そ
れにより、少しずつではあり
ますが、できることが増えた
ご利用者もいました。

実施できまし
た。

② － １ 施 設 外 で の 活 動
（リース等納品やビラ配り、
出張販売等の作業や買い物な
ど）に取り組むことで、地域
の 方 々 と 触 れ 合 う 機 会 を 設
け、社会参加につなげていき
ます。

リースや納品、買い物など施
設外での活動を行いました。
活動の回数を重ねていくこと
で、社会との繋がりを感じて
いる様子でした。

実施できまし
た。

③ － １ ご 家 庭 ・ グ ル ー プ
ホームや医務と情報を共有し
な が ら 、 体 調 把 握 に 努 め ま
す。

怪我や体調不良時には、ご家
庭・グループホームへの連絡
や医務と情報共有を行いまし
た。

実施できまし
た。

③ー2 日々のバイタルチェッ
ク及び月1回の体重測定を行
い、健康状態の把握に努めま
す。

毎日の検温、バイタルチェッ
クを行いました。また、月一
回の体重測定を行い健康状態
の把握に努めました。

実施できまし
た。

④－１ 心身のリフレッシュ
や日々の意欲に繋がるイベン
トを企画し、実施します。

各グループとも月一回はイベ
ントを行いました。ご利用者
それぞれが楽しみにされ、充
実した日々を過ごされていま
した。

実施できまし
た。

④－２ ご利用者が楽しみな
がら参加できる運動プログラ
ムの充実に努めます。

体操やトランポリンでは、音
楽に合わせて身体を動かし、
ご利用者も笑顔で参加してい
ました。また、体づくりでは
ストレッチを中心に行い、少
しずつ可動域が広がっている
様子がありました。

実施できまし
た。



⑤－1 情報共有のさらなる向
上と研修への積極的参加が出
来るよう努めます。

「強度行動障がい」「摂食」
「ダウン症」「虐待防止」な
どの研修への参加を促し、多
くの職員が受講しました。

実施できまし
た。

２．クッカ広場
【全体】

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①ー１　リサイクル事業で
は、「飽きの来ないショップ
づくり」をモットーに適宜
セールを開催し商品を入れ替
えたり、お客様に楽しんでい
ただける企画を適時開催し、
売上１，２００万円を達成し
ます。

飽きの来ない店づくりを基本
に、4月・6月・8月・12月・
3月にリサイクル全品半額セー
ルを行い商品の入れ替えをし
ました。セールのない月には
スカート、ズボン10円やマフ
ラー、帽子50円企画・300円
割引企画、衣類単独半額セー
ルなどの企画を適宜実施しお
客様から好評を得ることがで
き、売り上げの向上につなげ
ることができました。店舗売
り上げ13,979,960円、その
他の収入56,500円、合計売上
14,036,460円となりまし
た。

実施できまし
た。

（１）目標「ご利用者が充実した社会生活を継続的に送れるよう、個々のライフステージやニー
ズに応じた就労支援・生活支援を行います」
①　事業収入(売上)１，６６０万円を達成し、工賃向上につなげます。
②　ご利用者一人ひとりの状態像に適正に応じた就労・生活支援を行います。
③　心身ともに安全、安心して過ごせる環境を整えます。
④　求められる質の高い支援とサービスの提供を目指し職員育成に努めます。
⑤　地域に必要とされる施設をめざします。



①-2　ガーデン事業では、草
花・観葉のショップ販売を中
心にショップPRを兼ねて出張
販売や外売りに力を入れ、売
り上げ250万円を達成しま
す。

お客様に喜んでいただけるよ
うに店舗での季節の草花や観
葉植物の販売を行いました。
また、「しょうぶ、あじさい
祭り」や「ずしまちいち」
「忠生スポーツ公園オープニ
ングイベント」「ＥＣＯｔｏ
フェスタ」「プール祭り」等
に積極的に参加し、ドライフ
ラワーや植物の販売を行い増
収に努めるとともに花の家
クッカ広場の宣伝活動を行
い、新規顧客の確保に努めま
した。新型コロナウイルスや
インフルエンザの影響で予定
していたイベントが実施され
ないものもありましたが、店
舗売り上げ2,203,748円、そ
の他の収入45,840円、合計売
り上げ2,249,588円となりま
した。

概ね実施できま
した。

売り上げ増収を
目指し、店舗で
の販売方法を検
討していきま
す。

①-3　受注事業では、花壇管
理、除草・観葉リース・施設
清掃などの定期契約作業を継
続し安定した収入を得るとと
もに、分別作業などの下請け
作業では作業効率を上げ納品
回数を増やし、収入180万円
を達成します。

5月に町田市の小学校3校に学
習教材として使用する花苗や
資材の納品、町田市の小山田
児童公園の花壇撤去・植え付
を行いその後も毎月水やりや
清掃の花壇管理を行いまし
た。毎月の観葉リースが3件と
隔月の観葉リース1件を行いま
した。日々ＣＤ仕分け作業を
行いました。ご利用者への作
業の割り振りや、作業場所を
工夫しながら技術の向上を図
り、作業ペースを上げ納品回
数を増やすことができまし
た。4月から花の家除草作業に
着手し、計9回実施しました。
また、10月から花の家清掃作
業に着手し、着手時期が遅く
なりましたが3月には予定の場
所すべてを完了することがで
きました。2月には封入作業も
行い、いつもとは違う作業を
行うことで作業意欲の向上を
図ることができました。年間
収入は1,899,424円となりま
した。

実施できまし
た。



①-4　季節販売品として11月
から3月まで焼き芋販売を実施
し、売上30万円を達成しま
す。

11月から翌年3月に毎年お客
様に好評の紅はるかの焼き芋
を販売しました。温度変化が
大きかったこともあり、日々
の売れ行きにむらが多く見ら
れました。昨年は仕入の時期
が遅くなったこともあり、売
り上げは269,480円となりま
した。

概ね実施できま
した。

②-1　モニタリングやアセス
メント面談を6ケ月毎に行うと
ともに、必要に応じて面談を
行い、ご利用者の状態像変化
や生活環境の変化を把握し、
ご本人のニーズや課題を整理
し支援計画書を作成し支援し
ます。

9月・2月に支援計画の振り返
りをご利用者とともに行い目
標の達成度を確認しました。
また状態像の変化や新たな
ニーズや課題を把握し、職員
間で情報共有し、今後の支援
につなげていくことを話し合
いました。11月～12月にコロ
ナ禍で実施できなかったご家
族面談を行い、ご家族の要望
や意見を確認しました。より
支援の状況をわかりやすくす
るために2月の振り返りや次年
度の個別支援計画の書式を変
更しました。必要に応じて個
別の面談や話し合いを積極的
に行いよりよい支援につなげ
られるよう努力しました。

実施できまし
た。

②-2　職場でのあいさつの習
慣化やコニュニケーションの
図り方、身だしなみへの意識
づけなど、社会性が学べるよ
う支援します。

日々積極的に職員から挨拶や
声掛けを行いました。何気な
い話を日常の中で行うことで
ご利用者とのよりよい関係性
を築き社会性が学べるように
努めました。納品時の挨拶
や、店舗でのお客様への声掛
けがしっかりできるご利用者
が増えました。衣服やマスク
の乱れや汚れなどが見られた
際にはその場で伝え正してい
ただくことで身だしなみに対
する意識の向上が見られまし
た。

実施できまし
た。



③ー１　医務部門と連携し、
体調変化の早期発見・対応に
努めるとともに健康診断、歯
科検診を実施します。また、
精神的安定が図れるように相
談しやすい環境づくりに努め
ます。

医務と連携し7月に健康診断、
11月町田市口腔保健センター
による歯科検診を実施しまし
た。日常的に来所時の顔色や
行動の変化を見逃さないよう
観察しました。不調が見られ
たりや不調の訴えがあった際
には状態を確認し、必要に応
じて医務に連絡を取り対応、
対処しました。精神的に不安
定になるご利用者や面談を希
望するご利用者には随時面談
を行い精神的安定を図りまし
た。クッカ広場での多きなケ
ガや不調はありませんでし
た。

実施できまし
た。

③-2　防災訓練・避難訓練・
応急救護訓練・防犯訓練を実
施し、様々な状況に合わて安
全な対応・行動・誘導が出来
るようにします。

9月に地震を想定した避難訓練
を行いました。2月には近隣福
祉施設との合同防災訓練を行
い避難経路、避難行動を確認
するとともに緊急時に必要な
想定の洗い出しや災害時の対
応を学びました。繰り返し訓
練を行うことで地震発生の声
掛けにすぐに机の下に入る、
頭をカゴで覆うなどの状況に
あわせた身を守る行動を取
り、スムーズに避難すること
ができました。3月には職員対
象で応急救護訓を実施しまし
た。

実施できまし
た。



③-3　ノロウイルス研修をは
じめ様々な感染症や食中毒に
関する知識を深め感染症対策
を徹底し、蔓延防止に努めま
す。

新型コロナウイルス感染症が5
類に変更後も、日々感染症対
策を徹底しました。手洗い、
マスクの着用はもとより、ご
利用者の作業場等の消毒、換
気、朝の検温、分散活動を継
続しました。店舗ではお客様
にマスクの着用、入店前の手
指消毒にご協力いただき、常
時換気を行い、使用後の買い
物カゴの消毒、感染症対策協
力のアナウンスを行いまし
た。また、職員は週2回の抗原
検査を実施し、体調不良の状
態によりご利用者の抗原検査
も行いました。2月に「感染症
対策」の研修を実施し感染症
に対する知識を深めました。
ご利用者、職員数人の方にコ
ロナの家庭内感染がありまし
たが、その後適切な感染症対
策を行うことで拡大すること
はありませんでした。インフ
ルエンザやノロウイルスの感
染者はありませんでした。

実施できまし
た。

④-1　新人事制度に基づく研
修や外部研修を通じて必要な
知識や技術・専門性を身につ
け、質の高い支援をめざしま
す。研修等で得た知識や技
術、情報を全職員間で共有
し、よりよいチーム支援につ
なげます。

毎月、虐待防止及び身体拘束
適正化委員会を行い支援の振
り返りを行うことで不適切支
援をなくし、質の高い支援が
行えるよう努めました。7月に
外部より有識者を招き「障が
い者虐待防止・身体拘束適正
化研修」全職員で実施しまし
た。現場に直結する話を聞く
ことができ改めて虐待や身体
拘束が身近で起こることを実
感しました。研修後には職員
間でディスカッションを行い
研修で得た知識を深め共有
し、3か月後に振り返りを行い
ました。10月・11月には強度
行動障害研修に参加するなど
積極的に知識や技術の向上に
努めました。

実施できまし
た。



④-2　メンタルヘルスへの取
り組みやハラスメントのない
環境づくりに努め職員が安心
して働き、成長できる職場を
目指します。

日々、明るく話しやすい環境
づくりに努めました。7月にハ
ラスメント研修、9月にメンタ
ルヘルス研修を行い。ハラス
メントの起こる過程や自身の
精神を健全に保つための工夫
を学びました。

概ね実施できま
した。

⑤-1　各種教育機関や関係機
関からの実習・見学や地域住
民ボランティアの受け入れを
行います。

一年を通じて社会福祉士、公
認心理士、保育士等の実習を
受けるとともに町田の丘学園
や町田市ない中学生の職場体
験・地域小学校の見学の受け
入れを行いました。店舗商品
の入れ替えの際にはボラン
ティアを希望する地域住民の
方の受け入れを行いました。

実施できまし
た。

⑤ー2ショップを通じて地域住
民との交流を深めるとともに
ショップに関するアンケート
の実施や地域農家の野菜販売
を検討し、開かれた施設運営
を行います。

ご家庭での不用品の受け取り
や、リサイクル、ガーデン商
品の販売を通じてご利用者と
ともに地域の方々と交流する
ことができました。「家庭の
不用品の受け取りはありがた
い。楽しい、気分転換にな
る」等の声をいただき喜んで
いただくことができました。
また、地域のイベントに積極
的に参加しました。ショップ
に関するアンケートを予定し
ていましたが実施するには至
りませんでした。地域農家の
野菜販売についてはベジハブ
での野菜販売に向け話し合い
をしましたが実施には至ら
ず、地域農家の野菜販売につ
いては現状維持となりまし
た。

実施しましたが
結果不十分でし
た。

次年度、ベジハ
ブの野菜販売に
向け検討を継続
します。



⑤-2　地域の福祉避難所とし
ての役割を担い、AEDの施設
外設置など地域貢献に努めま
す。

地域の避難所としての役割を
果たすために2月に近隣福祉施
設と地域の方も参加していた
だき合同防災訓練を行いまし
た。2回目の実施でスムーズに
行動ができました。また、Ａ
ＥＤの施設外設置を継続しま
した。幸い使用者はありませ
んでした。

実施できまし
た。

３．かけはし

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①-1　ご利用者の想いにより
添った、丁寧な相談支援(基本
相談）を行います。

・計画書やサービス利用に繋
がらないような内容の相談に
も丁寧に対応するようにしま
した。

実施出来まし
た。

②-1　ご本人が望むご本人ら
しい生活の実現を目指して、
各種機関・サービスと連携
し、サービス等利用計画の作
成およびサービスのマネジメ
ントを行います。

・かけはし開設以来６年が経
過し、情報も集積してきてお
り、関係機関とのネットワー
クも構築できており、情報網
を利用した支援ができるよう
になりました。

実施出来まし
た。

（１）目標
①　障がい福祉サービスを利用する方のより良い暮らしづくりを目指し、当事者の想いに寄り
添った相談支援を提供します。
②　当事者のニーズに応え、当事者が望む生活を支える為に、各種サービス利用や社会資源の調
整、マネジメントを行い、計画立案と定期的な状況確認（モニタリング）を行います。
③　相談支援で得られた情報を通して地域における課題を明らかにする中で、障がいのある方が
暮らしやすい地域社会の実現を目指していきます。
④　相談支援の質の向上、相談業務の専門性の習得を目指し、研修等を通じて相談員の育成に努
めます。
⑤　事業の継続と発展を目指し、適正な人員配置と収支バランスを意識した運営を行います。



②-2　定期的な状況確認（モ
ニタリング）を行うことで、
ニーズの変化や追加、サービ
ス利用上の課題等に対応して
いきます。

・モニタリング期間に関して
は全員に対し、等しく計画通
りに実施することはできませ
んでした。
ただ、ご本人やご家族の状況
に変化がある方については適
切なタイミングで関与できま
した。

・今年度から相談員が一名増
員されたこともあり、情報共
有とスケジュール管理の為の
会議を設定しましたが、相談
員のスケジュールが合わずな
かなか定期的な開催ができま
せんでした。

実施出来まし
た。

・モニタリング
期間を全員（Ｇ
Ｈや入所施設利
用者以外）が
３ヶ月とするの
ではなく、状況
の変化の少ない
人では、期間を
あらかじめ６ヶ
月とすることも
検討していって
も良いかもしれ
ません。

②-3　計画立案やモニタリン
グに遅れが生じないようスケ
ジュール管理を確実に行って
いきます。

・モニタリング期間に関して
は全員に対し、等しく計画通
りに実施することはできませ
んでした。
ただ、ご本人やご家族の状況
に変化がある方については適
切なタイミングで関与できま
した。

・今年度から相談員が一名増
員されたこともあり、情報共
有とスケジュール管理の為の
会議を設定しましたが、相談
員のスケジュールが合わずな
かなか定期的な開催ができま
せんでした。

※同上

実施出来まし
た。

・モニタリング
期間を全員（Ｇ
Ｈや入所施設利
用者以外）が
３ヶ月とするの
ではなく、状況
の変化の少ない
人では、期間を
あらかじめ７ヶ
月とすることも
検討していって
も良いかもしれ
ません。

※同上

③-1　ご利用者が地域で豊か
に暮らせるために、関係機関
（相談支援事業所、地域障が
い者支援センター、行政、法
人連連絡会等）との連携を図
ります。

・町田市や法人連絡会の相談
支援事業所連絡会、忠生地域
のネットワーク会議等を通じ
て顔の見える関係性が構築さ
れている。
いろいろなご利用者の相談に
対し、様々な地域の多様な関
係機関の協力を得ながら（相
談）支援を提供できている。

実施出来まし
た。



③-2　相談支援を通じて得ら
れた情報や相談支援事業所連
絡会での意見交換を通じて得
られた情報等から地域の課題
を明らかにする中で、関係機
関や行政と連携を図りながら
障がいのある方々が暮らしや
すい社会の実現を目指しま

・上述した連絡会やネット
ワーク会議において、個々の
事例を踏まえた地域の課題を
共有しながら、上部団体等へ
改善に向けた取り組みを提案
する等の活動を行っている。

実施出来まし
た。

③ー3町田市で検討している
「地域生活支援拠点」「緊急
時予防・対応プラン」「個別
避難計画」等の計画立案と実
施に向けて協力していく。

・町田市で取り組みが始まっ
た「地域生活支援拠点」への
参画を予定していましたが、
業務遂行に追われ申請に至り
ませんでした。

実施出来ません
でした。

④-1法人の新人事制度の活用
や研修等を通じて、相談支援
の質の向上、相談業務の専門
性の習得を図ります。

・新人事制度に基づき、階層
で設定されている役割基準に
基づく目標と評価を行いまし
た。
なかなか目標通りの育成はで
きませんでした。
研修については、就労に関す
る研修や事例検討等に参加
し、一定程度学びを深めれら
れました。

概ね実施出来ま
した。

⑤-1　高い質の相談支援を行
う為の人員配置を行いつつ、
収支バランスが適正に保てる
よう、相談件数が月35件を目
指して段階敵に取り組みま
す。

・年度途中に相談員が体調を
崩したこともあり、予定通り
のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの実施ができません
でした。

実施しましたが
到達しませんで
した。



３．医務部門

　（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１　ご利用者の体調を把
握し、異常の早期発見・早期
対応に努めます。
・軽微なけがなどの処置
・バイタルサインチェック
（毎日）
・嘱託医（内科医、小児神経
科医）による医療相談（毎
月）　・健康診断のチェック
（年1回）
・訓練士（PT）による作業訓
練（月２回/不定期）
・町田市歯科医師会による歯
科検診（年1回）
・鶴川記念病院健診部による
健康診断（年1回）
・歯科医師による摂食指導

・軽微なけがの処置や体調不
良時については支援職員やご
家族、グループホームと連携
し対応しました。
・7月13日鶴川記念病院健診
部による健康診断を実施しま
した。（生活介護、就労Bの希
望者）健診結果は嘱託医に確
認・助言をいただき支援職員
と共有していきます。
・11月27日に町田市口腔保健
センターによる歯科健診を実
施し、結果を支援職員と共有
しました。
・毎月2回嘱託医による医療相
談を実施しました。
・訓練士（PT）による作業訓
練等は生活介護の各グループ
を巡回し支援職員や看護師に
対して助言・指導を行なって
います。頂いた助言はグルー
プと共有しました。

実施できまし
た。

引き続き行なっ
ていきます。

①－２　服薬管理を適切に行
います。
・日常的な服薬内容の把握
・3日分の予備薬管理

・予備薬の交換を行いまし
た。　屯用薬の提出忘れは減
りましたが体調不良時の対応
票裏面の記載漏れが多くあり
ました。
・4月、新入職員に対して「薬
の取り扱い」について研修を
行いました。
・市販薬、屯用薬の服用介助
については徐々にルールが定
着しつつあります。
・薬のダブルチェックについ
てのルールを明確にし、安全
な服薬管理が行えるように努
めました。

概ね実施できま
した。

引き続き行なっ
ていきます。
対応票の記載漏
れ対策を行いま
す。

　（１）目標
① 　ご利用者の安心・安全な生活を目指して心身の健康支援を行います。



①－３ ご家族、主治医、嘱
託医、提携病院、他の専門職
（栄養士、PＴ等）、支援職
員、他事業所等との連携を図
り情報の共有をします。

・日々、支援職員、ご家族、
主治医、嘱託医、他事業所等
との連携に努めました。主治
医とメールにてご利用者の体
調について相談し助言をいた
だく機会もありました。訪看
と情報共有を行い連携を取っ
ていきました。
・ワクチンバスによる職域接
種の会場準備や接種者の誘導
等の協力をしました。

実施しました。
引き続き行なっ
ていきます。

①ー４ 軽微なけがなどの処
置は、支援職員が安全に実施
できるように指導していきま
す。（「医行為でない行為」
に基づいて）。

・軽微なけがや虫刺されなど
の処置はその場で支援職員に
指導をし処置をできるように
努めました。処置前に洗浄し
てから医務室へ来ることや、
報告したあとは各グループで
対処を行うことが増えていま
す。

実施できまし
た。

引き続き行なっ
ていきます。
支援職員が行う
処置の対象を就
労施設の客など
外来者への対応
にも広げて指導
し、社会福祉法
人としての公共
性を高めていき
ます。

①ー５ 介護職員等による喀
痰 吸 引 等 の 指 導 要 綱 に 基 づ
き、対象者への実地研修指導
を行います。

・認定特定行為業務従事者に
対して実地研修を行い日々医
療的ケアの指導を行いまし
た。座学修了後時間が経って
しまった職員に対し、改めて
手技の指導も行います。食品
注入が行える支援職員が増え
ました。　　　　　・看護師
二名第三号指導者の研修を修
了しました。
・11月注入手技のフォロー
アップ研修を行いました。

実施できまし
た。

引き続き行なっ
ていきます。

４．栄養部門

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）目標　
①   季節感のあるメニュー、味付けや盛り付けの工夫、利用者の嗜好の反映等に努め、より美味
しく、飽きのこない食事の提供を目指します。
②   ご利用者個人にあわせた食事形態を提供をします。
③   HACCPに沿った調理環境の整備、衛生管理を徹底し、安心・安全な食事を提供します。
④  肥満、生活習慣病予防対策としてご利用者の栄養管理を行います。
⑤   知識や技術の向上を目指します。
⑥　安定した食事を提供する為、発注漏れ等の事故防止に努めます。



①ー１ 旬の食材や行事食を
取り入れ、季節感のある食事
を提供します。

旬の食材の使用(当施設で採れ
たじゃが芋の利用、季節の果
物や野菜の使用)、行事食(入
所式・子供の日・七夕・土用
の丑・海の日・山の日・夏祭
り・十五夜・ハロウィン・ク
リスマス・成人式・節分・バ
レンタインデー・ひな祭り・
ホワイトデー)を取り入れ、季
節感のある食事を提供しまし
た。

実施できまし
た。

①－２ 嗜好調査（5月・11
月）残食調査（8月・2月）を
実施します。

嗜好調査を、1回目　5/22
（月）～5/26（金）・2回目
11/13（月）～11/17（金）
に実施.。
残食調査を、1回目　8/21
（月）～8/25（金）・2回目
2/5（月）～2/9（金）に実施
しました。

実施できまし
た。

①－３ 栄養会議を実施し、
献立や食事内容の改善を行い
ます。（毎月）

支援各事業所(生活介護・クッ
カ)へアンケートを配布し、そ
れを元に栄養会議を行いまし
た。(支援からの意見や喫食状
況・要望を把握した上で、食
事内容の改善を行いました。
質問があった場合は、回答を
正職会議資料に載せ、全体へ
周知できるようにしました。

実施できまし
た。

①－４　リクエスト給食や栄
養部門アンケートを実施し、
ご利用者の嗜好を取り入れた
献立を作成します。

栄養部門アンケートの要望や
リクエスト内容を検討し、献
立に取り入れました。

実施できまし
た。

①－５　保護者向けの給食試
食会を実施し、保護者のニー
ズや意見を把握します。

今年度も、コロナ対策の為、
実施できませんでした。

着手できなかっ
た。

施設の感染症対
策の動向をみな
がら実施予定。

①－６　調理研修の実施やマ
ニュアルを作成し、安定した
食事の提供をします。

調理研修については、コロナ
対策の為、実施できませんで
した。

着手できなかっ
た。

施設の感染動向
をみながら実施
予定。



①-7 グループ訪問を行い、
ご利用者の食事状況の把握に
努めます。(11月～3月感染予
防週間以外の期間と、コロナ
の感染状況による)

10月に新人の三上・笠原が全
てのグループを訪問予定でし
たが、グループ側の多忙（外
出等）と笠原がインフルエン
ザに罹患したため一部のグ
ループ訪問になってしまっ
た。（B・C・D・就Ｂ訪問）

概ね実施できま
した。

コロナ感染状
況・11月～3月
の感染予防週間
以外の期間の状
況による。

②－１ 支援職員と連携を図
り 、 ご 利 用 者 の 摂 食 機 能 に
合った食事形態を、年3回の歯
科医師の回診によるアドバイ
スを含めて検討し、食べやす
い食事を提供します。

摂食については、摂食会議の
結果・歯科医師の巡回診察(年
3回)の結果を考慮している。
今年度1回目6月・2回目10月
に歯科医師の巡回診察を行っ
た。11月より形態変更の要望
が1名あり常食より後期食への
変更をしました。

概ね実施できま
した。

②－２ ご利用者個人に合わ
せたアレルギー対応・制限食
等の提供をします。

新規のアレルギー対応・制限
食対応のご利用者はおりませ
んでした。

実施できまし
た。

②－3 食品注入食導入に向け
て、支援・医務との連携を図
ります。

1名注入食に移行予定はありま
すが、具体的な進展は現在の
所なし。

概ね実施できま
した。

③－１ 配膳間際の盛り付け
や 、 保 温 性 の あ る 食 缶 の 使
用、電子レンジを活用し適温
で の 食 事 の 提 供 を し ま す 。
HACCPに沿った衛生管理を行
います。

適時適温と調理後2時間以内の
喫食を遵守する為に、調理工
程の見直しと配膳間際での盛
付け、冷蔵庫での保管等の適
切な温度管理を行いました。

実施できまし
た。

③－２ 細菌検査を実施しま
す。(毎月）

毎月1回実施しました。
実施できまし
た。

③－３ 冷凍・冷蔵庫、厨房
の室温等の温度管理を行いま
す。

調理機器の温度管理を行いま
した。

実施できまし
た。



③－４ 手洗い後のペーパー
タオルの使用・アルコールで
の消毒、使い捨てマスクの使
用等、衛生管理を徹底して行
います。

計画通り徹底して行いまし
た。

実施できまし
た。

③－５電解水、殺菌庫、食器
消毒保管庫を使用して調理器
具 類 の 消 毒 や 殺 菌 を 行 い ま
す。

計画通り徹底して行いまし
た。

実施できまし
た。

③－６ 日常的な清掃（床、
冷蔵庫、トイレ他）と定期的
な清掃（換気扇、下水）を行
い、厨房内を衛生的に保ちま
す。

日常清掃に加え、随時気にな
る所の清掃を行っている為、
清潔に保つ事が出来ました。

実施できまし
た。

③－７ 調理従事者の衛生教
育を行います。

年度はじめに、改めて衛生マ
ニュアルを全員で確認を行っ
た。

実施できまし
た。

③ー8 HACCPに沿った厨房
の環境整備を行います。

計画通り徹底して行いまし
た。

実施できまし
た。

④－１ 年1回実施のご利用者
の健康診断のデータと、給与
栄養量に基づいた食事を提供
します。

６月提出の栄養管理報告書を
保健所に提出の際、塩分量の
ご指摘いただいた。7月より、
利用者様の様子を観ながら
徐々に減塩を進めています。
体重増加のため、2名のご利用
者様からの依頼で、主食の減
量をしました。

実施しました
が、結果が不十
分。

前年の塩分給与
量より月平均
0.2ｇ～0.4ｇの
減塩を実施しま
した。目標値と
の誤差は0.5ｇ
あり徐々に減塩
を進めてまいり
ます。

⑤－１ 調理実習や試食会の
参加等を行い、技術や知識の
向上を目指します。

今年度もコロナ対策の為、調
理研修、試食会等の参加はで
きませんでした。

着手できなかっ
た。

施設の感染症対
策の動向をみな
がら実施予定。



⑤－２ 法人内の他事業所と
の連携を図り、知識や技術の
向上を目指します。

6月に着任直後の栄養士が、花
の郷の栄養士にお会いして、
栄養業務の不明点を教えてい
ただきました。8月に材料費の
価格高騰に伴いアルモニーや
花の郷と食材等の話し合いを
行った。10月には、ご寄付を
いただいた米を花の郷と分け
合い利用しました。

実施できまし
た。

食材費に関して
は、価格高騰で
昨年度と比較を
する為、今年度
一杯引き続き値
上げをするかを
踏まえて出来る
だけコストを抑
えるように対策
をとる。

５．運営部門

　（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１設備環境や人的環境を
効果的に運用しながら、健全
な財政運営、資金の確保に努
め、将来的に持続可能な施設
運営、法人経営を行います。

・花の家とクッカ広場、エー
ル等複数事業を営む多機能事
業所として、効率的な人員配
置等を行うことができる為、
人件費率も６０％台に抑える
ことができる等、財政面上も
効率の良い運営ができていま
す。

実施出来まし
た。

① － ２ 財 政 状 態 を 勘 案 し つ
つ、適正な職員配置を行い、
予算と現場のバランスが取れ
た運営を行います。

・花の家とクッカ広場、エー
ル等複数事業を営む多機能事
業所として、効率的な人員配
置等を行うことができる為、
人件費率も６０％台に抑える
ことができる等、財政面上も
効率の良い運営ができていま
す（同上）。

実施出来まし
た。

　（１）目標
① 設備環境や人的環境を効果的に運用し、健全な財政運営を行います。
② 法人の人事制度と連動させながら、職員の育成と専門性の向上を図ります。
③ 働きやすい環境と自己責任と自主性、チームワークを大切にした強い組織作りを目指します。
④ 職員の心身の健康管理に努めます。
⑤ 感染予防、防災、防犯等に努め、安全で安心して過ごせる環境を整備します。



②－1法人の新人事制度と連携
し、職位や経験、自己目標に
応じた育成計画を立案し、職
員の成長を図ります。

準備してきた法人の人事制度
がスタートし、新しい制度に
基づき、各階層毎に設定され
た役割基準に照らした個別目
標を設定し、期初・期中・期
末の面接を実施しました。
これまでの面接とは異なり、
管理者から期待する像とそれ
に基づく具体的な目標を設定
して伝えるという方法に変
わったことで、個人毎の目標
や期待像に沿った育成ができ
たと考えます。

概ね実施出来ま
した。

②－2 新人事制度と連動する
計 画 に 基 づ い た 研 修 を 実 施
し、支援の質と専門性の向上
を図ります。

・研修自体は一定程度計画通
りに実施できたものの、新人
事制度と研修を上手く連動さ
せることができませんでし
た。

実施出来ません
でした。。

新人事制度自体
が法人の中での
試行錯誤が続い
ており、研修制
度との連動につ
いても更なる検
討が必要になっ
ています。

②－3 ご利用者の人権擁護・
虐待防止の観点から、研修委
員会と連携しながら「不適切
な支援」事例を通し「適切、
適 正 な 支 援 」 方 法 を 考 え ま
す。

・「不適切支援」に関して、
定期的に行っているグループ
会議の中で振り返り、検討す
る機会を設けています。

実施出来まし
た。

③－1 職位と業務内容、権限
を明確にすることで、一人ひ
とりの職員が自分の役割と職
責を理解し自主的かつ積極的
な働きができ、他者への思い
やりとチームワークを大切に
した職員関係の構築を目指し
ます。

・新人事制度はまだ試行段階
ではあるが、少しずつ職位へ
の意識づけもできてきている
様子。
それぞれの職位にあるもの
が、相応しい行動を取ること
で、良いチームワークが形成
されていると言える。

概ね実施出来ま
した。



④－1 産業医の指導を仰ぎつ
つ、職員の健康管理や健康診
断後のアフターフォローを確
実に実施します。

・昨年度から産業医の関わり
が明確化され、健診結果に指
導内容が記載されることにな
りました。
今年度に関し、大きな指摘は
ありませんでした。

実施出来まし
た。

④－2 新たに策定された「心
の健康づくり計画」に基づい
た研修等を通じて、職員のメ
ン タ ル ヘ ル ス に 取 り 組 み ま
す。

・上述のように、今年度から
健康診断結果について産業医
に見ていいただき、指導と助
言をいただけるようになりま
した。
その他、職員のメンタルヘル
ス等に関しては、必要な事例
が出た場合に助言をいただい
ています。

実施出来まし
た。

⑤－1 新たに策定された「感
染症と食中毒の発生と蔓延防
止 の 為 の 指 針 」 に 基 づ き 、
「 施 設 の 衛 生 管 理 （ 消 毒
等 ） 、 手 洗 い や う が い 、 換
気、３密の回避等」の感染予
防策を徹底します。

・計画に基づく感染症対策を
行うことができました。
新型コロナウィルスについて
は５月８日に国が感染症分類
を２類から５類（インフルエ
ンザと同様）に変更しました
が、花の家では基本的な予防
策は継続させ感染の予防に努
めました。
以降、コロナの感染状況を鑑
みつつ、少しずつ予防策のﾚﾍﾞ
ﾙを緩和させましたら、施設内
で感染が広がることはありま
せんでした。

実施出来まし
た。

⑤－2 防災対策では、実態に
即した訓練や地域と連携した
訓練、備蓄品の拡充に努めま
す。

・９月と２月に避難訓練、初
期消火訓練及び応急救護訓練
を実施しました。
避難訓練に関しては、バリ
エーションを増やして実施す
るよりも、基本的な避難方法
を全員が身に付けられるよう
にと昨年度と同じ経路での訓
練を実施しました。
また、２月の訓練は昨年度に
引き続き、近隣の障がい者施
設「ぐうし館」との合同訓練
を行いました。

実施出来まし
た。



⑤－3 ＢＣＰ（事業継続計
画）を策定し、計画に基づい
た訓練を実施します（年3回・
9～11月予定）

・ＢＣＰについて感染症及び
自然災害時の対応の２計画を
策定することができました。
ＢＣＰに基づく研修を次年度
に実施する予定にしていま
す。

実施できました
（計画策定）。
実施できません
でした（研
修）。

⑤－4防犯対策として、警察署
（交番）や地域、関係機関と
情報共有し連携を図ります。

・今年度は警察と連携を図る
等の具体的な行動は行えませ
んでした。
行政からも年間を通じて防犯
に関する情報提供もなく、改
めての施設内での周知は行い
ませんでした。

実施出来ません
でした。

行政や警察等か
らの情報提供や
注意喚起等がな
くとも、自発的
に防犯に関する
譲歩収集と周知
に努めるように
します。

安全衛生美化委員会

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①－1　日々の定期清掃の実施
各グループごと決められた箇
所の清掃を行うことができま
した。

実施できまし
た。

①－２ 『年3回以上の美化
DAY 』 と 『 外 部 へ の 清 掃 依
頼』を実施し、定期的に普段
行えない場所を清掃します。

年度内で6回、「美化デイ」と
称する日程を組み、職員全体
で普段行えない場所を清掃し
ました。

実施できまし
た。

①－３ 担当を配置し、機器
類（加湿器や捕虫器等）の管
理を徹底します。

各グループの加湿器や扇風機
については、グループごと時
期をみて設置するなど、適宜
管理をしました。ホール等に
設置した加湿器、捕虫器に関
しては、管理する担当を決
め、適切に清掃等を実施しま
した。

実施できまし
た。

機器類が増えた
際などは、管理
が適正に行える
よう、その都度
担当を配置しま
す。

①作業場や生活空間、施設全体の環境整備に努めます。
②感染症予防に努めます。
③事故時の迅速な対応と、事故件数、前年度比10％減を目指します。
④環境整備、保健衛生、リスクマネジメント等に関する研修を実施し、職員の意識向上に努めま
⑤医務部門と協力し、職員、スタッフ、ご利用者の健康を支援します。



①－４ 清掃や整理整頓に関
する啓蒙および指導を行いま
す。

清掃に関する研修は行いませ
んでしたが、美化委員主導の
もと、随時清掃の方法を職員
に伝えました。整理整頓につ
いては、ポスター等を靴箱等
に掲示し、常に意識できるよ
うにしました。

実施できまし
た。

①－５ 理美容の調整をし、
月１回程度実施します。

月の最終週の月曜日にカット
ボラを行いました。美容師資
格のある職員がカットを行
い、ご利用者からの評判も良
く、滞りなく実施できまし
た。

実施できまし
た。

②－１ インフルエンザ予防
接種の推奨します。

職員向けに助成金を設定し、
予防接種を推奨しました。

実施できまし
た。

より効果のある
勧奨方法を考え
つつ、来年度も
実施します。

②－２ 感染予防マニュアル
の周知徹底を図り、予防対策
を徹底します。新型コロナウ
イ ル ス の 動 向 に は 特 に 注 意
し、その時の情勢等を見極め
て予防対策を実施します。

感染症予防のため、空気清浄
機や加湿器、CO2計測器を設
置し、室内環境に十分注意を
払いました。新型コロナウイ
ルスに関しては、国からの濃
厚接触者の特定がなくなった5
月8日直後、感染が広がる事案
がありました。その後は施設
独自の対応を適宜行い、感染
の拡大を防ぐことができまし
た。また、施設内でワクチン
接種を行うなど、できる限り
リスクが軽減できるよう配慮
しました。

概ね実施できま
した。

随時状況を精査
し、引き続き感
染対策を実施し
ます。

②－３　ノロウイルス等感染
性胃腸炎対策については、栄
養部と連携し、HACCPや電解
水等を活用しながら食品衛生
管理を徹底します。

電解水、HACCP（食中毒など
の健康被害を引き起こす可能
性のある危害要因を科学的根
拠に基づき管理する方法）を
随時活用し、適切な衛生管理
を実施しました。

概ね実施できま
した。

職員全体が指針
の内容を把握、
理解できるよ
う、周知方法を
検討し、実施し
ます。



③－１ 事故・ひやりはっと
発生時の迅速な対応を行いま
す。

事故・ひやりはっと発生時は
各現場で迅速に行動し、当該
者への通院の促しなど、適宜
その事象にあった対応を行い
ました。

実施できまし
た。

③－２ 会議や朝礼等で気づ
き 報 告 、 KYT （ 危 険 予 知 ト
レーニング）研修などを、ひ
やりはっと等への意識を向上
さ せ 、 事 故 を 未 然 に 防 ぎ ま
す。

各グループ会議内でKYT研修
を常時行いました。KYT研修
を行ったことで、事故に対す
る意識づけが行え、支援の事
故減少に繋がりました。

実施できまし
た。

③ー３ 事故・ひやりはっと
の 記 録 と 管 理 、 周 知 を 徹 底
し、再発防止に努めます。

事故が起こった際は担当で速
やかに会議し、記録と関係者
への周知を徹底しました。。
また、３か月後に事故のモニ
タリングをし、その記録の記
載も徹底しました。ひやり
はっとに関しては、起こった
すべての内容を各グループ会
議で伝え、共有理解ができる
ようにしました。

実施できまし
た。

③ー4 上記の計画を行い、事
故件数、前年度比10％減を目
指します。

昨年度と比較し、支援中の事
故は約5割減、車両事故は約4
割減にすることができまし
た。ただ、市に報告が必須な
重大事故が3件と、安心安全を
提供するには至りませんでし
た。

概ね実施できま
した。

事故総数を減ら
すとともに、重
大な事故をなく
します。

④ － １ 様 々 な 媒 体 を 活 用
し 、 安 全 衛 生 等 に 関 す る 研
修、職員の派遣を行います。

手洗い研修やノロ研修などの
実地研修の他、オンラインや
e-ラーニングを活用し、安全
衛生に関わる研修を随時行い
ました。

実施できまし
た。



⑤－１ ご利用者、職員対象
の健康診断（年１～２回）の
実施と、アフターフォローを
確実に行います。

健康診断を計画通り実施し、
検査結果を管理者、産業医で
確認しました。その後、再検
査等のある職員に関しては声
掛けをし、アフターフォロー
を徹底しました。

実施できまし
た。

⑤－２ 腰痛予防PTを 設置
し、腰痛対策に関して継続的
に取り組みます。（アンケー
ト実施・腰痛ベルト支給、機
器類の配置等）

腰痛ベルトや膝・腱鞘炎サ
ポーターの助成を行いまし
た。また、昇降リフトの継続
的な使用や床走行リフトの導
入、電動ベッドの購入など、
腰痛予防への取り組みを強化
しました。

実施できまし
た。

⑤ － ３ 心 身 の 健 康 に 関 し
て、事業所の指針『心の健康
づくり推進計画』に基づき、
適切に対応します。

法人全体でストレスチェック
を実施して、職場環境の把握
に努めました。また、メンタ
ルヘルスに関する研修や指針
の周知、外部相談窓口のポス
ター掲示など、職員が相談し
やすい環境を整えました。

実施できまし
た。

メンタルヘルス
に関する指針を
職員全体に周知
し、今以上に相
談しやすい環境
を整えます。

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

① － １ 医 ケ ア 要 領 に 基 づ
き、毎月の委員会内で要医ケ
ア者の体調や手技、リスク、
変 更 事 項 等 の 確 認 を 行 い ま
す。

毎月の委員会にて、ご利用者
の健康状態や手技、事故やヒ
ヤリ等の確認をメンバー間で
共有することで、日々安心、
安全に医療的ケアを実践する
ことができました。

実施できまし
た。

①ー２　医療的ケアに関する
書類等を整備し、関係者で共
有します。

看護師が医療的ケア実施申請
書、医療的ケア指示書、指導
医健診記録、医療的ケア実施
通知書を整備し、委員会等で
共有することができました。

実施できまし
た。

医療的ケア委員会
（１）目標　
①医療的ケアを安全且つ適切に実施するための情報共有、検討を行います。
②医療的ケアや重症心身障害者支援に関する職員の知識や技術の向上、育成に努めます。
③認定特定行為業務従事者(以下、従事者)を1名増員し、ご利用者の生活の幅を広げます。



①－３ 最新情報をマニュア
ルに反映させ、周知徹底を図
ります。

注入や吸引、酸素吸入等の医
療的ケアに関して、各ご利用
者の手技や対応で変化があっ
た際は、看護師が随時マニュ
アルを更新しました。また、
マニュアル更新と同時に看護
師、支援職員で内容を共有
し、周知徹底が図れるように
しました。

実施できまし
た。

①－４ 新たなケアのご要望
に対して、主治医や保護者、
嘱 託 医 、 他 事 業 所 等 と 連 携
し、よりよいサービスを提供
します。

胃ろうを造設したご利用者、
将来的に給食注入を希望して
いるご利用者など、医療的ケ
アの内容に変更がある際は、
ご家族との話し合いや主治
医、嘱託医等との連携を通
し、ご利用者個々に適してケ
アを提供しました。

実施できまし
た。

②ー１ 医療的ケアや重症心
身障害者支援に関する研修を
企 画 ・ 実 施 し ま す 。 ～ 研 修
テーマ～「姿勢」

今年度はグループ職員の体制
が大きく変更したこともあ
り、医療的ケアに関する研修
を実施することができません
でした。

着手できません
でした。

研修委員会と連
携し、必要な研
修を適宜実施し
ます。

②ー２ ICT関連の知識を深
めご利用者支援に活かせるよ
う、専門知識を有する方への
アプローチを検討します。

ICT委員会を通じ、ご利用者
が能動的に活用できるスイッ
チ等を使用し、活動を行いま
した。ただ、慣れていないた
めか、ご利用者によっては意
識的な活動をするまでには至
りませんでした。

実施しましたが
結果が不十分で
した。

ICT委員会の中
で個々にあった
方法を模索して
実施します。

②ー３ 感染症等の状況を勘
案しながら、医療的ケアや重
症心身障害者支援に関する施
設の見学や外部研修等の積極
的 な 研 修 企 画 ・ 実 践 を し ま
す。

コロナウイルス感染症の影響
で、外部施設への見学や研修
企画等は控えました。

着手できません
でした。

次年度も継続し
ます。



③－１ 従事者らによる喀痰
吸引の実施対象者が増えるよ
う、計画的に実地研修を企画
します。

医療的ケアが必要なグループ
に新しく配属になった職員へ
の第三号研修、個々のご利用
者への実地研修を適宜行い、
喀痰吸引等が行える支援職員
を増やすことができました。

実施できまし
た。

③－２ 従事者が同一技術の
支援を維持できるよう、フォ
ローアップ研修を企画・実施
します。

第3号研修受講者全員を対象と
した、フォローアップ研修を
実施しました。吸引の手順の
振り返りと演習を行うこと
で、基本に立ち返り、正しい
手技の再確認をすることがで
きたのと同時に、日頃医療的
ケアに関わらない職員にとっ
ては再確認の貴重な場となり
ました。

実施できまし
た。

リスク管理委員会

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 避難訓練の想定を工
夫 し 、 実 効 性 の あ る 訓 練 を
行ってまいります。

新型コロナウィルス感染予防
に努めつつ、施設全体での避
難訓練を行いました。今年度
は年２回の実施をすることが
出来ました。

実施出来まし
た。

①－２ 心肺蘇生やＡＥＤ操
作など応急救護訓練を実施し
ます。

消防署に依頼をし心肺蘇生、
ＡＥＤ操作、誤嚥時の対応方
法など正規職員中心での訓練
を行いました。

実施出来まし
た。

（１）目標
①大規模災害や防犯対策等へのリスク管理を徹底し、ご利用者、職員の安全を図ります。また、
備蓄の充実、避難訓練や防災・防犯研修等を通じた職員やご利用者の防災意識の向上、関係機関
や地域ネットワーク構築を行います。



①ー３ 不審者などへの対応
を統一する防犯研修を行いま
す。

町田警察署とも話をし毎年行
わなくてもということだった
為、数年に一度の設定で行っ
ていくことを検討しました。

実施出来ません
でした。

①ー4　事業継続計画（BCP）
に基づく訓練を行います。

BCPの作成を行いましたが訓
練の実施は出来ませんでし
た。

実施出来ません
でした。

①－5 近隣の自治会や関係施
設等との連携を図り、エリア
全体で一体的に災害対策に努
めます。

桜美林町内会の協力も得つつ
近隣関係機関(ぐうし館）と訓
練の共同開催を行いました。

実施出来まし
た。

①ー6 町田市二次避難所とし
て、町田市と連携しながら、
地域貢献を図ります。

会議などもなく具体的なこと
は出来ませんでした。

実施出来ません
でした。

①－7 町田市の福祉施設情報
伝達訓練に参加し、災害時等
における市や関係機関との連
絡の強化を図ります。

計画通り、訓練に参加した
が、それ以上の発展はありま
せんでした。

実施出来まし
た。

①ー8 防災備蓄品について見
直し、消耗や賞味期限等につ
いて管理を行います。

備蓄食料の消費（給食で提
供）や期限管理、補充等は計
画通り実施できました。

実施出来まし
た。

①－9 防災マニュアル、災害
時対応マニュアル等の周知を
図ります。

防災マニュアルや災害時対応
マニュアルについて周知する
機会は特に設けることができ
ませんでした。

実施出来ません
でした。



①ー10 防災、防犯に関する
研修会に参加して最新の情報
を収集し、施設の防災対策、
職員の防災教育を行います。

防災研修（リスクマネジメン
ト）に参加をしましたが、他
職員への研修などは出来ませ
んでした。

概ね実施出来ま
した。

①ー11施設に合った、防災環
境対策を検討していきます。

現施設に合った防災対策など
を話し合うことが出来ません
でした。

実施出来ません
でした。

研修委員会

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①－1 階層別研修、事業所全
体 に 係 る 研 修 、 入 職 必 須 研
修、グループ会議内研、〇〇
強化WEEK等、昨年度の研修
アンケートを基に、楽しく学
べるような研修計画を立案・
執行します。

下半期にて、虐待防止・身体
拘束等適正化に関する報告研
修を支援職員が講師となって
全職員を対象に実施しまし
た。寄せられた意見に対し検
討を行うなどして改善に努め
ました。また、てんかん・ア
ンガーマネジメントの報告研
修に向けて、担当職員が企
画、実践中です。

概ね実施出来ま
した。

①ー２ 感染症等を考慮しな
がら、外部講師招聘研修を年3
回企画します。

7月に人権擁護、9月には強度
行動障害に関する学びについ
て外部講師を招いた研修を実
施しました。参加者より、基
本的な知識の習得に合わせて
「こんなときどうする」のよ
うな支援方法のヒントやアド
バイスを求める声が多く募り
ました。

実施出来まし
た。

強度行動障害や
自閉症に関する
内容に焦点を当
て、日々の支援
での悩みや困り
ごとが改善され
るような研修を
企画していく。

（１）目標
①職員が「知りたい！学びたい！」こころ☆おどる研修の企画・実践を通じて、職員のスキル
アップと仕事へのモチベーションアップを目指します。
②他の委員会と連動しながら、職員の専門性の向上を図ります。



①ー3 eラーニング視聴後は
ディスカッションやケースス
タ デ ィ 、 事 例 紹 介 等 を 設 定
し、取得した知識の定着化を
図ります。

7月にハタラスメント、9月に
メンタルヘルスについて各グ
ループ会議内で視聴しまし
た。基本的な情報の共有後に
意見交換をすることであらた
な気づきを得る者もいまし
た。またテキストを作成し、
各グループ会議での音読をす
ることで振り返りをし知識の
定着化に努めました。

実施出来まし
た。

②ー１ 摂食委員会による摂
食勉強会や医療的ケア委員会
による勉強会・第３号
研修、安全衛生委員会による
感 染 症 対 策 や 虐 待 防 止 委 員
会・身体拘束適正化委員会に
よる最新情報の共有やディス
カッション等を企画します。

各委員会内で計画された研修
が、漏れなく企画・実施が出
来るよう連携を図りました
が、医療的ケア委員会による
「姿勢」についての研修は委
員会内での検討が出来ません
でした。

実施しました
が、結果が不十
分でした。

委員会内での計
画的な検討が出
来ているか、随
時確認する。

広報委員会

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 年４回発行される法
人広報誌の紙面と適宜更新さ
れるホームページを利用て、
ニーズセンター花の家で行っ
ている諸活動等について、広
く地域に向けて発信します。

広報誌については、特集や時
宜に叶った内容で記事を掲載
できました。
ホームページの活用について
は、今年度から事務員が定期
的に行事等の報告を記載して
もらうようにしましたが、な
かなか定着しませんでした。

概ね実施できま
した。

ホームページへ
の掲載について
は事務員任せに
せず、管理者や
担当者からもタ
イミングを見て
声をかけるよう
にします。

（１）目標
①法人で発行する広報誌の紙面、ホームページ等を利用し、花の家の活動を広く地域に向けて周
知をします。



（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 行政や関係機関等か
ら送られてくる人権擁護や虐
待 防 止 に 関 す る 情 報 を 集 約
し、職員会議や掲示等を通じ
て施設内に情報提供し、周知
徹底を図ります。

行政や関係機関等から送られ
てくる人権擁護や虐待防止に
関する情報を集約し、職員会
議や掲示等を通じて職員に情
報提供しました。

実施できまし
た。

②－１ 運営会議の中で施設
内や近隣で生じた虐待事例等
の情報を収集し、運営者で対
応について協議、職員会議等
で方針について徹底します。

9月1９日に発生したご利用者
にﾄﾞﾗｲﾔｰの熱が当たって火傷
様になり虐待事案に認定され
た件につき、事後で保護者及
び職員アンケートや外部識者
の視察、活動見学会等を行
い、施設全体で再発防止に向
けた取り組みを実施しまし
た。
上記を踏まえ、職員会議の中
で討議し、新たな虐待防止ス
ローガンを「全ての土台は笑
顔から～元気に挨拶、コミュ
ニケーション」としました。

概ね実施できま
した。

②－２ 虐待防止月間（１０
月）にはポスター掲示をする
等して、人権や虐待防止への
意識付けを図ります。

上述した事案に対する再発防
止策に加え、毎年行っている
「虐待防止節句リスト」を用
いた虐待に関する知識や現状
に関する確認作業を行いまし
た。

実施できまし
た。

③－１ 人権擁護及び虐待防
止等における研修を全職員へ
実施し、職員の人権意識の向
上を図ります。

東京都が主催した人権擁護・
虐待防止研修に職員が参加
し、その報告研修を全職員に
対し行いました。

実施できまし
た。

人権擁護・虐待防止委員会
（１）目標
①国や都等における人権擁護や虐待防止に関する情報を収集し、施設内で情報提供、周知徹底を
図ります。
②施設内や近隣地域等の虐待に纏わる情報を把握し、施設内で周知、改善を図ります。
③人権擁護・虐待防止に関する研修を通して、職員の意識向上を図り、虐待や不適切な関わりの
根絶に努めます。
④定期的に身体拘束の状況について情報共有し、不適切な関わりの有無の確認や代替方法がない
か等についての検討を行います。



③ー２ 「不適切な関り」事
例を題材にした研修を通し、
人権擁護の視点に立った「適
切 な 支 援 」 に つ い て 学 び ま
す。

全職員を対象にして不適切支
援に関するグループワークや
ｅラーニングでの研修を実施
し、改めて支援のあり方につ
いて学び直しました。

実施できまし
た。

③ － ３ 定 期 的 （ ３ ケ 月 目
安）に支援方法、声掛けの仕
方等について確認作業を行い
ます。

不適切支援等に関する勉強会
を各グループ会議においてほ
ぼ定期的に行いました。
全体的に声掛けの仕方等につ
いての意識が改善されたよう
に思います。

概ね実施できま
した。

④ー１毎月の運営会議におい
て、身体拘束に関する各現場
の状況を確認します。

計画通り運営会議での状況確
認の他、対象者がいるグルー
プでは毎月対応について検討
を重ねてまいりました。

実施できまし
た。

④ー２　止むを得ず拘束する
必要がある場合は、マニュア
ルに照らしつつ、保護者への
確認、施設内での情報共有と
施設決定、３要件（切迫性、
一時性、非代替性）の該当等
の手順や条件を達成している
か確認します。

身体拘束に当たる対象者がい
るグループにおいて、毎月状
況（切迫性、一時性、非代替
性）や対応について、専門家
（ＰＴ等）の助言を受けるな
どしながら検討を重ねてまい
りました。

実施できまし
た。

④ー３　また、止むを得ず拘
束する必要がある場合は、専
門家等の意見や助言等も聞き
ながら代替方法について検討
します。

身体拘束に当たる対象者がい
るグループにおいて、毎月状
況（切迫性、一時性、非代替
性）や対応について、専門家
（ＰＴ等）の助言を受けるな
どしながら検討を重ねてまい
りました。

実施できまし
た。



サービス向上委員会

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①ー1ご利用者のご要望や意見
等については年6回行う保護者
会や毎年行うアンケートを通
じて、また、施設内関係者か
ら直接的な申し出の他、ご意
見箱を活用する等して意見や
提案等を収集し、事業運営や
支援に活かしていきます。

行政や関係機関等から送られ
てくる福祉関連の情報を集約
し、職員会議や掲示等を通じ
て職員に情報提供しました。

実施できまし
た。

②－1 行政や関係機関等から
送られてくる福祉関連の情報
を集約し、職員会議や掲示等
を 通 じ て 施 設 内 に 情 報 提 供
し、周知徹底を図ります。

今年度については主に感染予
防等に関する情報が多かった
ですが、適宜職員に情報提供
と意識づけを行いました。

実施できまし
た。

③－１ 運営会議の中で施設
におけるサービス提供に関す
る情報を収集し、運営者で対
応について協議、職員会議等
で方針について徹底します。

意見箱を通して意見を募る
等、サービス課題の把握に努
めました。意見が出た際には
運営会議等関係会議で取り上
げ、対応・改善の検討を持っ
た。検討・対応の結果につい
ては職員に周知をしていま
す。

実施できまし
た。

意見箱と会議報
告書での意見の
やり取りは直接
的な対話とは異
なり、どちらも
一方通行になり
がちで申し出た
者の気持ちには
不全感が残る可
能性がある。

④ー1 福祉サービスに関する
研修を実施し、職員の意識変
革、知識や技術の向上を図り
ます。

チェックリストを活用したり
グループワークを行う等して
虐待防止や不適切支援の防止
に関する取り組みを実施した
ほか、知識や技術向上に関し
ては、対外研修やｅラーニン
グ等を通じた学びをしていま
す。

実施できまし
た。

（１）目標　
①ご利用者や保護者、職員等の関係者からの要望や苦情、意見等を収集し、事業所運営や支援に
活かしていきます。
②国や都等における福祉関連のサービス提供に関する情報を収集し、施設内に情報提供、周知徹
底を図ります。
③施設内のサービス提供の実態を把握し、改善、向上を図ります。
④福祉サービスに関する研修を通し、職員の意識の変革やサービスの向上を図ります。



（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

① － １ 研 修 委 員 会 と 連 携
し、職員への研修（web研修
も活用）を設定します。

１１月に、入職３年目までの
職員を対象に、摂食の基礎知
識を含めた研修を行いまし
た。

実施できまし
た。

①－2 委員会のメンバーが率
先して研鑽し、知識と技術の
向上を図りました。

歯科医師からの摂食指導の
際、委員会のメンバーが必ず
同行し学ばせていただき、最
新の摂食に関しての技術・知
識が向上し、食事介助の際に
活用しました。

実施できまし
た。

②ー1 新規入所者、又は摂食
に課題のあるご利用者の摂食
指導を、歯科医師のアドバイ
スをもとに行います。

６月、１０月、２月に新規入
所者と摂食に課題のあるご利
用者の摂食指導を行っていた
だきました。

実施できまし
た。

②ー２ 摂食指導を撮影した様
子と、歯科医師からのアドバ
イ ス を 担 当 職 員 に フ ィ ー ド
バックします。

歯科医師からのアドバイスを
担当職員へ当日フィードバッ
クし、今後の活用方法などを
伝えました。

実施できまし
た。

③ー1 新規入所者と摂食に課
題のあるご利用者を委員会で
把握し、情報共有します。

摂食について課題のあるご利
用者のご家族へ、摂食指導が
ある日程の情報を提供しまし
た。

実施できまし
た。

①ご利用者が安心・安全に食事が摂れるよう、職員の知識と技術の向上を目指します。
②歯科医師のアドバイスをもとに、ご利用者個人に合わせた摂食指導を行います。
③保護者や歯科医師等との情報共有を図ります。

摂食委員会
（１）目標　



③-2ご家庭からの要望や摂食
状況を考慮し、食形態の見直
し・モニタリングをおこない
ます。

グループ職員からの相談を受
け、摂食委員会と情報を共有
し、速やかに食形態の見直し
をする為に、モニタリングし
ました。
普通食から後期食へ変更し、
安心・安全に食事ができるよ
うになりました。

実施できまし
た。

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ ICTに関する研修会
に参加したり、専門家や特別
支援学級等から情報提供をい
ただきながら、ICTの利用や
活 用 方 法 に つ い て 研 究 を 行
い、実践への適用を検討して
いきます。

ICTの知識豊富なアドバイ
ザーと契約をし、月2回、会議
やご利用者の状態像を確認し
てICTが活かせる方法を模索
しました。スイッチを活用し
た水やり器、陶芸機器等を作
成し、ご利用者のできること
が増えるよう取り組みました
が、職員、ご利用者が慣れて
いないこともあり、各機器を
継続的に使用するまでには至
りませんでした。

概ね実施できま
した。

スイッチを活用
した機器の他、
ご利用者が集団
活動の中で活用
できるPC作業等
を考慮し実施し
ます。

ICT委員会
（１）目標　
①学習や情報収集、専門家等の助言等を通じて、ICTの利用や活用方法等について研究していき
ます。



2023年度 花の郷　年間総括
部門別年間総括
１．支援部門
【全体】

（２）　　　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 理学療法士、臨床心
理士、言語聴覚士の専門職か
らアドバイスを頂き、ご利用
者に寄り添った質の高い支援
につなげます。

理学療法士、言語聴覚士、公
認心理士を島田療育センター
より派遣していただき、日常
的な支援のアドバイスを受け
ることができました。体に関
わること、食事、環境等ご利
用者が快適に過ごすための支
援につなげることができまし
た。

概ね実施できま
した。

食 事 支 援 の 中
で、ご利用者の
摂食機能の変化
に対応する必要
性を感じる出来
事 が あ り ま し
た。摂食評価を
もとにご本人、
ご家族と相談し
な が ら 、 楽 し
く、おいしく、
安全に食事をす
る環境を整えて
いきます。

①－２ 研修に参加し、また℮

－ランニングなど自己学習で
知識など向上させます。

強度行動障害基礎研修、実践
研修、虐待防止研修等、支援
に関する外部の研修を積極的
に受講しました。受講した職
員で研修報告会を企画し、支
援正職で学んできたことを共
有しました。

概ね実施できま
した。

継続していきま
す。

②－１ ご利用者の気持ちや
ニーズを大切にし、一人ひと
りのペースを大切にした活動
を提供します。

意欲、ペース、気持ちを大切
にし、無理なく活動に参加で
きるよう配慮しました。集団
活動が難しい場合は、個別対
応の設定をしました。

概ね実施できま
した。

今後も安全に、
安心して過ごせ
る環境づくりに
努 め て い き ま
す。

（１）　目標
①　支援者はプロとしての意識を持ち、専門職としての知識、技術の向上、ご利用者個々の障が
い特性を理解する取り組みを行います。
②ご利用者の思いに寄り添った、安心・安全な支援を行い、豊かで幸せな時間を過ごせるように
します。



② ー ２ 一 人 ひ と り の ペ ー
ス、方法を大切にした集団生
活 の 支 援 を 展 開 し て い き ま
す。

ご本人の得意なことや興味の
あ る こ と を 積 極 的 に 取 り 入
れ、集団活動に参加しやすい
設定を工夫しました。ご利用
者の得意なことを活動の中で
共有することができました。

概ね実施できま
した。

個別対応で安心
できる環境を整
えた後、集団の
中でも個々の力
を発揮していけ
るよう、引き続
き、環境整備に
努めます。

②ー３ 年度内に1回ご利用者
面談を行い、ご要望をお聞き
して、より良い支援につなげ
ます。面談方法は、対面、電
話のアンケートを取り、実施
していきます。

ご家族やご本人の要望を確認
し、面談の中で再確認できま
した。対面面談に限定せず、
電話での面談を実施すること
で幅広い時間設定の中で、無
理なく実施することができま
した。

概ね実施できま
した。

継続していきま
す。

②ー４ ご利用者の活動内容
をご家族に見学していただく
場の設定や活動の情報を提供
する機会を作ります。

感染症対策で中止していた活
動見学会を再開しました。ア
ンケートにて見学日や活動内
容をご希望を調査し、できる
限りご希望の活動見学ができ
るよう設定しました。花の郷
で生き生きと活動に参加され
る様子をみていただきことが
でできました。

概ね実施できま
した。

引き続き、実施
していきます。

②ー５ 感染症対策に向けた
取り組みとして、密を避けた
活 動 の 提 供 に 配 慮 し ま す 。
（手洗い、うがい、フェイス
シールド着用、換気など）

コロナは５類に移行しました
が、基本的な感染対策は継続
し、施設内で感染が広がらな
いよう配慮しました。濃厚接
触者の取り扱いについては、
徐々に緩和し、個別対応、自
主送迎での受け入れを実施し
ました。

概ね実施できま
した。

感染対策に配慮
しながら、安心
して通所できる
場を保障できる
よう努めていき
ます。



②ー６ コロナ禍で中止して
い た 活 動 を 安 全 に 実 施 し ま
す。また、それに代わる活動
や行事を検討します。

花の郷祭りの開催、活動時間
内 で の 外 出 等 を 実 施 し ま し
た。花の郷祭りでは久々に地
域の方々や市内の福祉施設の
ご協力の中大盛況でした。地
域とのつながりの大切さを再
確認する機会となりました。

概ね実施できま
した。

感染対策をしな
がら、地域との
つながりを大切
にした施設運営
を し て い き ま
す。また、ご利
用者の豊かな生
活の保障として
地域に出て行く
活動を設定して
いきます。

【Ａグループ】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ ご利用者一人ひとり
に応じた支援を行い、安心・
安全・安定した活動を提供し
ます。

ご利用者一人ひとりに合わせ
た支援を行いました。状況に
応じて、じっくりとお話を聞
いたり、個別での対応を行う
ことで、安心・安全に過ごす
ことが出来ました。

実 施 で き ま し
た。

今後も引き続き
継続していきま
す。

①－２ 支援者間で支援方法
の共有をし、グループ全体で
安全・安心な環境作りに努め
ます。

グ ル ー プ 日 誌 や 会 議 資 料 、
ケースカンファレンスを通し
て、支援方法の共有をし、安
全・安心な環境づくりに努め
ました。

実 施 で き ま し
た。

今後も引き続き
継続していきま
す。

②　心身の健康に配慮します。
③　一人ひとりのニーズやペースに合わせた活動の提供を目指します。

（１）　目標
①　安全・安心して過ごせるよう支援します。



①－３ 心の動きに配慮し、
一人ひとりのニーズに合わせ
た支援を行います。ホール・
グループ室を活用し、状況に
応じて個別での支援や、少人
数の支援を行ない、安心して
過ごせられるようにします。

ご利用者の心の動きに配慮し
たり、個々のニーズを汲み取
り 、 活 動 設 定 を し ま し た 。
ホールとグループ室を活用し
て、状況に応じて少人数での
支援を行いました。課題とし
てホール、グループ室が使用
できないときにエレベーター
前のスペースで活動すること
があり、活動に集中できない
様子がありました。

概ね実施できま
した。

今 後 は 1 階 の
ホールが活用で
きるよう、他の
グループと活動
を調整します。

②－１日々の生活（活動）の
中 で 、 看 護 師 、 ご 家 庭 、 グ
ループホームと連携を図りな
がら健康の維持・増進に努め
ます。

体調に変化があった場合は、
速やかに医務に報告し、ご家
庭・グループホームと情報共
有をしました。

実 施 で き ま し
た。

今後も引き続き
継続していきま
す。

②－２ 基礎代謝を高める活
動を行ない、健康の増進に努
めます。

園芸・散歩・ムーブメントな
ど、体を動かす活動や足湯を
設定し、基礎代謝を高めまし
た。体制が整わないため、ご
利用者の1週間の散歩の回数を
把握し、平等に設定できるよ
うにしました。

実 施 で き ま し
た。

今後も引き続き
継続していきま
す。

③－１ 一人ひとりの自主的
な行動や発言を受け止め、可
能性・経験の広がりに繋がる
よう支援します。

活動の中で、ご利用者の自主
的な行動や発言が引き出せる
よう支援しました。

実 施 で き ま し
た。

今後も引き続き
継続していきま
す

③－２ ご利用者が楽しく、
達成感を得られるような活動
の提供を行ないます。

グループごとの活動設定のた
め、２つの活動を設定するこ
とで、ご利用者が楽しく活動
参加できるようにしました。
今 年 度 体 制 が 整 わ ず 、 ク ッ
キーの設定はできませんでし
た。

実 施 で き ま し
た。

今後も引き続き
継続していきま
す



③－３クッキー、園芸などの
生産、販売活動を通してご利
用者の社会とのつながりを大
事に支援します。

園芸は定期的に実施し、収穫
物を販売しました。秋からア
グリハウスでの販売を再開し
ました。

着手できません
でした。

今後も引き続き
継続していきま
す

【Bグループ 】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 生産活動や療育的活
動の中で、個々の強みを活か
した活動設定をします。

個々の能力に合わせてパッキ
ン 以 外 に も パ ッ ク は が し 、
シール貼りを実施しました。
また、新し生産活動としてビ
ワの葉を使った草木染を取り
入れました。葉を採集すると
ころからはじまり、紙に色を
付 け て 干 す と こ ろ ま で と 、
色 々 な 作 業 に 取 り 組 み ま し
た。トランポリンではできる
方は揺られるだけではなく、
座位や立位を取って跳ねるな
ど新しいことにチャレンジし
ました。

実 施 で き ま し
た。

引き続き生産・
療育両方の活動
の中で、ご利用
者ができること
を模索し、得意
なことを伸ばす
内容にします。

①－２新型コロナウイルスの
感染状況に応じて納品や販売
等に参加し、社会とのつなが
りを大切にします。

新型コロナウイルスの影響で
実施することができませんで
した。

着手できません
でした。

新型コロナウイ
ルスの感染状況
など見ながら実
施します。

①－３ 新型コロナウイルス
の感染状況に応じて外出を設
定し、自ら選択する、購入す
る、金銭のやりとりを行う等
の機会を提供します。

新型コロナウイルスの感染状
況をふまえながら、短時間で
の外出を一回行いました。期
間が空いてから初めての外出
でしたがみなさん安全に楽し
く 外 出 す る こ と が で き ま し
た。

実 施 で き ま し
た。

新型コロナウイ
ルスの感染状況
など見ながら実
施します。

（１）　目標
①　一人ひとりのニーズに合わせた活動提供をします。
②　安全に楽しく食事ができるよう工夫します。
③　心と体の健康維持を図ります。



②－１ 摂食に関しての知識
を共有し、一人ひとりに合っ
た食事支援を行います。

日々グループの職員全員が摂
食支援（口腔周辺のマッサー
ジやレンゲのみ、かじりとり
など）に取り組みました。ST
カンファレンスではご利用者
の評価の確認、摂食支援の確
認を行いました。

実 施 で き ま し
た。

引き続き日々の
支援の中で摂食
支援にも取り組
んでいきます。

③－１ 安定して過ごせるよ
うに、その日の体調や気持ち
に合わせた支援を行います。

連絡帳の記載やご本人の様子
を見ながら、その日の体調や
気持ちに合わせて活動設定を
行いました。

実 施 で き ま し
た。

引き続き体調や
気持ちに合わせ
た活動調整を行
います。

③－２ てんかん発作や体調
不良時は、看護師やご家庭、
ホームと相談しながら迅速且
つ適切に対応します。

発作時は安全に注意して対応
しました。また体調不良やけ
が を 確 認 し た 時 に は 場 合 に
よっては看護師に相談し、連
携して対応しました。寝不足
の際は活動内容を変更し、安
静 に 過 ご せ る よ う に し ま し
た。

実 施 で き ま し
た。

引き続き発作、
体調不良時は適
切 に 対 応 し ま
す。

【Cグループ 】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

① － １ 支 援 者 が 連 携 し 合
い、環境整理をし、転倒事故
やその他事故防止に努め、安
全・安心な環境づくりに努め
ます。

他害事故等が１件起きました
が 、 原 因 を 分 析 し 、 話 し 合
い、共有し、実践し再発防止
に努め、安全安心な環境づく
りに努めました。ヒヤリハッ
トも共有しました。

概ね実施できま
した。

ヒヤリハットの
活用しやすい環
境作り、事故防
止の為の更なる
職 員 意 識 の 向
上。

（１）　目標
①　ご利用者が安全・安心して過ごせる環境を整えます。
②　充実した活動を提供します。
③　一人ひとりの健康維持を支援します。



②－1 創意工夫しながら活動
を設定し、充実した楽しい活
動 を 提 供 で き る よ う 努 め ま
す。

ご利用者の精神面、体調に合
わせて活動を設定しました。
グ ル ー プ の 小 集 団 だ か ら こ
そ、一人一人にスポットを当
て、ニーズに合わせた活動設
定をすることができました。

概ね実施できま
した。

ご利用者にあっ
た更なる活動の
工夫。

③－１　体の取り組みや散歩
を定期的に実施し、心身とも
に健康維持を図ります。

散歩は安全に出かけることが
できる体制を整えて実施しま
した。また、PTからアドバイ
スをいただくことで、ご利用
者の現状に合った体の取り組
みを実施することができまし
た。

概ね実施できま
した。

身体の取り組み
を行う時間、人
手の工夫。

③－２ ご利用者の様子観察
を行ない、健康状態や様子の
変 化 の 把 握 に 努 め ま す 。 ま
た、看護師や専門職との連携
を図り適切な対応をします。

記録表を用いて、てんかん発
作や排泄の記録等について、
ご家庭やグループホームと共
有しました。STの評価を受
け、できていること、現状の
課題、将来に向けて必要な支
援を理解することができまし
た。

概ね実施できま
した。

年齢と共に変化
する摂食機能の
観察。口腔内の
健康維持。

【Ｅグループ 】

　
（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 一人ひとりの体調に
合わせた生活ペースを大切に
します。

ご利用者個人の意思や体調、
ペースを尊重しながら、無理
のない範囲で集団生活を送れ
るように配慮しました。

実施できまし
た。

安全性の確保、
より快適なス
ペースの確保に
ついて考えてい
きます。

②　安全で楽しい食事を提供します。
③　充実した活動を提供します。

（１）　目標
①　障がい特性を理解し、健康面に配慮をします。



①－２ 看護師と連携し、認
定特定行為業務従事者が安全
な医療的ケアを実施します。

口鼻腔吸引、胃瘻、経鼻胃管
などの医療的ケアに関して、
第三号研修を実施し、看護師
と協力して安全に配慮した医
療的ケアを行いました。
また、カニューレフリーの気
管切開部の吸引も看護師のも
と支援職員も安全に実施して
います。

実施できまし
た。

積極的に医療的
ケア者との関わ
りをもち、看護
師と連携しなが
ら、添乗、フォ
ロー等に入れる
ようにしたいと
考えます。ま
た、他グループ
に異動になった
職員であっても
定期的に、手技
の確認を行いま
す。

①－３ 体調の変化や緊急時
には保護者、看護師と素早く
連携を図ります。

体調変化があった時や新型コ
ロナウイルスの疑いなど、緊
急時には保護者、看護師と連
携を取り合いました。

実施できまし
た。

継続します。

②－１ 安全に楽しく食事で
きるよう支援します。

決まった時間に食事をし、和
気あいあいとした雰囲気のな
かで食事を行いました。

実施できまし
た。

ご利用者を交え
た内容の会話を
心掛けていきま
す。

③ － １ ム ー ブ メ ン ト や 音
楽、スヌーズレンなど感覚を
刺 激 す る 活 動 を 大 切 に し ま
す。

ムーブメントではボールプー
ル、ブランコ、トランポリ
ン、サーキット、陣取り等
様々な取り組みを行いまし
た。朗読では沢山の本を読み
ました。朝顔やマリーゴール
ドの摘み取り等ガーデニング
も行いました。

実施できまし
た。

よりご利用者に
楽しんで頂ける
療育的活動を検
討していきま
す。

③－２ 常に活動の工夫をし
ながら安全に楽しく参加でき
るようにしたり、外出や季節
感のある行事を通し、豊かな
時 間 を 過 ご せ る よ う に し ま
す。

レクリエーションではご利用
者がより関わりやすく楽しめ
る工夫をしました。

実施できまし
た。

ご利用者に楽し
んで頂く活動を
検討していきま
す。



【Ｆグループ 】

　
（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ ご家庭と連携し、看
護師と相談しながら全職員で
安心して生活できる環境を作
ります。

毎朝、連絡帳や健康ノートで
体調やコンディションを確認
し職員間で周知して、支援し
ました。ご家族や看護師と情
報を共有しました。

実施できまし
た。

今後も引き続き
継続していきま
す。

①ー２ 一人一人に合わせた
形態で食事を提供し、安全に
食べられるよう食具や姿勢、
介助方法を全職員で共有しま
す。

安全に食事が出来るよう必要
に応じて給食を携帯食に再調
理して提供しました。食事姿
勢や食事介助の方法を職員間
で確認しながら行いました。
食具はご本人にあったものを
使い、周りの環境にも配慮し
ながら食事支援しました。

実施できまし
た。

今後も引き続き
継続していきま
す。

②ー１ 一人ひとりのニーズ
や興味に合った活動を設定し
ます。出来る事が増やせるよ
う支援しました。

ご利用者が自信を持って出来
る事が増えるよう活動を工夫
しました。。それぞれの得意
分野を伸ばし、苦手なことも
職員が寄り添って一緒に行う
ことで、積極的にチャレンジ
出来るよう支援しました。

実施できまし
た。

今後も引き続き
継続していきま
す。

（１）　目標
①一人ひとりの体調に配慮し、安定した生活、楽しく安全な食事を提供します。
②一人ひとりのニーズに合わせ様々な活動を設定し、充実した時間を過ごします。
③たくさんの人との関わりを楽しみ、人間関係を広げます。



②ー２ 安全に充実した活動
を設定し、楽しく過ごせるよ
う支援します

1人1人が安心して過ごせる環
境を整えました。また安全に
歩行できるよう、テーブルや
椅子がご利用者の歩行の妨げ
にならないようにしました。
また車椅子やベットで過ごす
ご利用者がベットや車椅子か
ら転倒、転落しないようサイ
ドレールやベルト、カット
テーブルを使用しました。

実施できまし
た。

今後も引き続き
継続していきま
す。

③ー１ 活動を通していろい
ろな人との関わりを楽しめる
よう支援します。

毎日沢山の職員とコミュニ
ケーションをとりました。職
員も担当のご利用者だけで
な、くグループのご利用者全
員に気を配りました。

実施できまし
た。

今後も引き続き
継続していきま
す。

③ー２ 外出する機会を設定
し、地域社会とつながる機会
を作ります。

今年度、ガストへランチ外出
に行きました。ご利用者がそ
れぞれお好きなものを注文
し、普段と違う環境での食事
を楽しみました。

実施できまし
た。

今後も引き続き
継続していきま
す。

④ー１ 必要に応じ、面談や
カ ン フ ァ レ ン ス を 設 定 し ま
す。また、関係機関との連携
を図り、地域生活を支援しま
す。

今年度STやPTの評価を行いま
した。カンファレンスは行え
ませんでしたが、その都度、
職員間での引継ぎをしながら
情報共有していきました。

実施しました
が、結果が不十
分でした。

２．生産活動部門
【クッキー】
（１）　目標
①　新型コロナウイルスの感染状況に応じた販売、納品を設定し、地域社会とのつながりを広げ
ていきます。
②　品質の向上、新製品の開発により花の郷ブランドの向上を目指します。
③　クッカ広場、 花の家と連携を図り委託販売、イベントへの参加など協力しあい販売を促進し
ます。



（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 新型コロナウイルス
の感染状況に応じて、販売、
納品の設定を検討し、ご利用
者が関われるようにします。

秋からアグリハウスでの販
売、テラスの販売を再開しま
した。納品はダリア園、しあ
わせハウスへ行きました。

実施できまし
た。

②－１ ご利用者の意見やお
客様の声を大切にし、品質の
向上に努めます。

ご利用者の意見やお客様の要
望により、一般に販売してい
ない特別注文として商品を作
りました。卒業式、お花見な
どのイベントで使用してくだ
さいました。

実施できまし
た。

②－２ 工房会議を定期的に
実施します。

定期的に実施しました。
実施できまし
た。

③－１ 花の家やクッカ広場
と 協 力 し 、 委 託 販 売 、 お 中
元、お歳暮を通して販売促進
に努めます。

贈答用BOXの押し花のシール
を日中の活動では作成できな
かったため、押し花をコピー
したシールに変更しました。
ご利用者が作業に入る機会が
少なく、ご利用者の意見を聞
くことができませんでした。

着手しました
が、達成できま
せんでした。

④ー１クッキー作りの作業を
見直し、支援職員、工房職員
とご利用者が参加出来る作業
方 法 を 考 え 、 環 境 を 整 え ま
す。

5月の工房会議で話し合い、ご
利用者と支援者が作業の見学
をすることから始め、作業方
法を見直すことになりまし
た。作業の見学は数回実施で
きましたが、作業方法の見直
しには至りませんでした。

概ね実施できま
した。

⑤　年間売り上げ300万円を目指します。
④　工房の作業工程を見直し、多くのご利用者の作業参加を目指します。



⑤－１ 新型コロナウイルス
の感染状況に応じて、委託販
売やイベントなどの出張販
売に参加します。

ハッピー夏祭り、花の郷まつ
り、赤い屋根まつりでクッ
キーの販売をしました。年間
の売り上げは400万弱となり
ました。

実施できまし
た。

⑤－２ 花の郷通信、ホーム
ページ、ちらし等を利用し、
クッキーに関する情報を発信
します。

イベント（クリスマス、ハロ
ウィンなど）用のクッキーは
チラシを配布しました。ホー
ムページの活用には至ってい
ません。

概ね実施できま
した。

【動物用クッキー】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 活動時間や参加人数
は、一人ひとりのご利用者の
特性を理解した上で最適な設
定・配置をします。

設定できませんでした。
着手できません
でした。

作 業 設 定 の 時
間、場所を確保
が難しい。

①－２ 道具や環境、身だし
なみを整え、安全で衛生的な
活動を提供します。

設定できませんでした。
着手できません
でした。

① － ３ 作 業 行 程 を 細 分 化
し、一人ひとりのニーズに合
わせてそれぞれの得意なこと
を 活 か し た 作 業 を 設 定 し ま
す。
（ 生 地 作 り 、 型 抜 き 、 袋 詰
め、買い物、パソコンでのポ
スターやラベル作りラベルの
スタンプ押し等）

設定できませんでした。
着手できません
でした。

（１）　目標
①　誰もが参加出来る環境を整え、一人ひとりが力を発揮できるよう作業設定を行います。
②　動物用クッキーの宣伝活動を行い、地域に根ざした活動を展開します。
③　年間売り上げ3万円を目指し、安全な商品を提供します。



② － １ 定 期 的 な テ ラ ス 販
売、花の家の納品を設定し、
ご利用者が関われるようにし
ます。

設定できませんでした。
着手できません
でした。

作業設定を確保
します。

③－１ 計画的な活動設定を
行い、安定した生産・販売を
行います。

設定できませんでした。
着手できません
でした。

計画的な活動設
定、活動場所を
設定します。来
年度は活動を見
合わせ、環境が
整い次第、活動
を再開します。

③－２ 動物の愛護及び管理
に関する法律（動物愛護管理
法）、食品表示法に基づき、
商品のラベルの作成、品質管
理に努めます。

設定できませんでした。
着手できません
でした。

【草木染】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１紙すきや紙の染色、紙
パ ッ キ ン や 紙 ち ぎ り な ど 、
様々な作業を行うことで個々
のニーズに対応し作業意欲を
高めます

各グループでご利用者の能力
に合った活動を提供しまし
た。出来ることが増えるよう
作業方法を工夫しました。

概ね実施できま
した。

①－2ちぎる、すくう、押す、
伸ばす、叩く、はがすといっ
た作業工程を通じてご利用者
のもっている力が発揮できる
よう支援します。

作業工程を細分化しご利用者
ができる作業から実施してい
くことで、作業能力を引き出
すことができました。

実施できまし
た。

①　ご利用者の作業意欲や持っている力を引き出せるよう支援します。
②　植物採集を通して五感に働きかけます。
③　販売を実施し社会参加を支援します。

（１）　目標



②－１ 植物を採集すること
で四季折々の草花に触れ、観
たり匂いをかぐことで様々な
感覚に働きかけます。

季節に応じて植物を育てた
り、採取したりすることで五
感に働きかけるよう支援しま
した。

実施できまし
た。

定期的な花の採
集、年間を通し
たに草花の栽培
を行っていきま
す。

③－１ ご利用者、購入者と
も に 満 足 の い く 製 品 を 作 製
し、社会参加意識と売上げ向
上 に つ な が る 支 援 を 行 い ま
す。

新型コロナウイルスの影響の
ため、販売は実施しませんで
した。

着手できません
でした。

【園芸】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ ご利用者のニーズ、
能力に合せた作業提供を行い
ます。

ご利用者のニーズ、能力、健
康状態に合わせ畑作業、室内
作業を行いました。室内作業
では、新たにポットでの種植
えを設定し、外作業が難しい
方でも園芸活動に参加できる
機会を提供しました。夏場の
暑さ、冬場の寒さ、雨天等、
天候や気候に考慮し、作業設
定しました。

実施できまし
た。

今後も引き続き
継続していきま
す。

① － ２ 土 運 び や 土 ふ る い
等、体を動かす活動を行いま
す。

土づくりや土ふるいなど、体
を動かす活動を設定し、ご利
用者の運動量の確保に努めま
した。

実施できまし
た。

今後も引き続き
継続していきま
す。

③　花の郷敷地内の土地の有効活用を行います。

（１）　目標
①　作業を通して、運動量の確保、健康の増進に努めます。
②　他の生産活動との連携を図り、生産活動全体の収入増を目指します。



②－1 クッキーに使う野菜の
栽培、ペパーミントの管理を
します。

クッキーに使用する野菜の栽
培をしました。今年度は落花
生、ゴマ、サツマイモを栽培
しクッキーに使用しました。
ペパーミントは、夏場は露地
で冬場は衣装ケースで、簡易
栽培を実施しました。

実施できまし
た。

今後も引き続き
継続していきま
す。

③－1 作業棟が園芸作業だけ
でなく、他の活動や会議に使
用できるよう、清潔な環境を
維持します。

定期的に作業棟内を掃き掃除
などを行うことで、清潔な環
境を整えることができまし
た。

実施できまし
た。

今後も引き続き
継続していきま
す。

③－2 花の郷内の敷地内の土
地を有効活用し野菜の栽培な
どを行い園芸収入アップとご
利用者の豊かな生活に繋がる
よう、年間を通して活用を試
みます。

限られた敷地を有効活用し、
一年を通して色々な野菜を栽
培することができました。ま
たご利用者へ収穫の喜びを得
ることができるよう、農繁期
に収穫できる作物を多く栽培
することで、収穫の楽しさを
感じる機会を多く提供できま
した。

実施できまし
た。

今後も引き続き
継続していきま
す。



３．医務部門

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１　健康にかかわる情報
を中心に支援職員と共有しま
す。

日々各グループに入り、健康
ニーズの把握及び健康観察に
ついて職員と共有しました。
特に睡眠・排泄についてニー
ズがあるご利用者・ご家族と
情報を一本化することで、検
討や課題が具体的になり、そ
の対応を提案、支援すること
ができました。ご家庭で、
サービス支援記録にある健康
面記載の周知他、健康のしお
りを改訂し、ご家庭に再確認
していただきました。

概ね実施できま
した。

連絡ノート等健
康に関する記載
事項について、
今後も「困りご
と」を少しでも
軽減できるよう
努めます。

①－２ 緊急時、災害時等、
非日常的な生活を想定し、災
害看護について学びを深めま
す。

預かり薬や医療的ケアに関わ
る備品、感染症対策備品の管
理を継続しました。特に災害
後の二次災害について共有し
ました。

概ね実施できま
した。

災害時に関わる
医療及び健康・
感染対策見直す
べき内容を確認
し、改訂しま
す。

②－１　専門職に関わる基礎
知識や技術を共有し、支援の
サポートに努めます。

相談事業では、各専門職から
の助言を支援に反映できるよ
う、支援職員が中心に実施で
きるよう協力しました。専門
職担当や看護師が相談に立ち
会うことが体制上困難だった
ため、来年度は総合的に関わ
れるよう取り組みます。摂食
嚥下勉強会をサポートしまし
た。

概ね実施できま
した。

支援職員がより
多く専門職の相
談に立ち会える
よう、体制等で
協力します。ま
た、記録を看護
師間で確認しま
す。

（１）　目標
①　ご利用者と支援の安全に配慮した環境を整えます。
②　ご利用者の個性を考慮した専門職との連携を強化します。
③　指導看護師として医療的ケアの安全な実施を継続します。
④　ご利用者の口腔衛生環境 向上に努めます。



②－２　看護の専門性を支援
に反映できるよう看護師会議
で共有します。

送迎添乗を調整し、朝に看護
師会議を実施しました。そこ
で看護技術に関わる最新のエ
ビデンスを共有したり、身体
拘束等施設としての取り組み
を共有しました。日常タイム
リーな情報共有として、送迎
添乗・検温終了後に毎日
ショートミーテイングを実施
しました。

実施できまし
た。

看護師会議は随
時、毎日の
ショートミーテ
イングを継続し
ていきます。

③－１ 指導看護師として計
画的に実地研修を行います。

実地研修対象者を明確にし、
日々支援体制の調整と協力を
得て、計画的に実施研修を実
施することができました。医
療的ケア委員会で確認できる
「ご利用者医療的ケア一覧及
び認定特定行為業務従事者の
取得状況一覧」を作成しまし
た。

実施できまし
た。

例年、認定特定
行為業務従事者
の演習・実地研
修は、花の郷の
医療的ケアには
欠かせない業務
のため、継続し
て計画的な実施
ができるよう努
めます。

③－２ 認定特定行為業務従
事者の研修マニュアルを作成
し、運用します。

認定特定行為業務従事者の研
修マニュアルを作成し、運用
しました。計画的にフォロー
アップ研修を実施しました。

実施できまし
た。

認定特定行為業
務従事者が安全
に実施できるよ
う、継続して計
画的な実施がで
きるよう努めま
す。

④－１ 口腔ケアに関する啓
蒙活動及び学習の機会を作り
ます。

歯科検診の結果及び悩みごと
のアドバイスや記録など、歯
科検診を実施したご利用者一
人ひとりに内容を還元しまし
た。検診内容のまとめから、
職員で共有したい内容をポス
ターで掲示（クイズ）し、職
員自ら学ぶ時間を作りまし
た。また、ご利用者向けに歯
磨きに関する読み聞かせ本を
購入し、活動等で歯磨きの大
切さを伝えました。

実施できまし
た。

摂食及び全身状
態に影響する口
腔ケアの大切さ
についての啓蒙
活動を継続し続
けます。



４．栄養部門

⑤　災害時に備え、防災食の備蓄します。

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１　季節の食材の使用や
行事食を取りいれ、季節の感
じられる食事を提供します。

野菜、魚、果物など旬の食材
を使用した献立を意識しまし
た。また、季節行事に合わせ
てこどもの日やハロウィン、
クリスマスなどのメニューを
献立に反映しました。

実施できまし
た。

今後も、お食事
を通して、季節
を感じられる行
事食を提供して
いきます。

①－２ 嗜好調査（5月・11
月）残食調査（8月・2月）を
実施します。

・残食調査
８月２1日～８月２5日
２月２６日～３月１日
・嗜好調査
5月２２日～５月２６日
１１月２７日～１２月１日
に実施しご利用者の嗜好の把
握や献立メニューに反映しま
した。

実施できまし
た。

今後もご利用者
の嗜好を把握
し、おいしく楽
しい食事時間を
提供できるよ
う、工夫してい
きます。

①－３ 献立会議を実施し、
献立や食事内容の改善を行い
ます。

花の郷栄養部門でその都度献
立についての話し合い、改善
を行いました。また、今年度
は、栄養会議を３回実施し、
厨房職員間で業務改善のため
取り組む内容を決めました。
マニュアル化されていなかっ
たものを見て確認できるよ
う、文章、表等にしたものを
共有しました。

概ね実施できま
した。

今後も、定期的
に話し合いを設
定していきま
す。

⑥　食品ロスを削減する取り組みを行います。

（１）　目標
①　季節感のあるメニュー、味付けや盛り付けの工夫、ご利用者の嗜好の反映等により美味しく
て飽きのこない食事の提供に努めます。
②　ご利用者個人にあわせた食物形態（形態食）での食事の提供に努めます。
③　食事環境の整備、職員の衛生の徹底を図り、衛生的で安全な食事を提供します。
④　ご利用者一人ひとりに快適な食事時間を設定し、ご利用者に適切な支援を行います。



①－４ リクエスト給食・保
護者向けの給食試食会を実施
します。

リクエスト給食は各グループ
ご利用者に、昼食時に食べた
いメニューなどアンケートを
取り、献立に反映させまし
た。
保護者向け給食試食会は、感
染予防のため実施を控えまし
た。

実施できまし
た。

感染予防を最優
先しながら、保
護者向けの試食
会の実施につい
ては検討してい
きます。

②－１ 個人個人にあった食
物 形 態 の 食 事 の 提 供 を し ま
す。［形態食（初期・中期・
後 期 ） 普 通 食 ・ ア レ ル ギ ー
食・○○なし食・ダイエット
食］

食札を使用してご利用者個々
に合わせた食形態食やアレル
ギー食など間違えが無いよう
に対応しました。

概ね実施できま
した。

提供できる食数
を超えているた
め、形態食を提
供できない分
は、各グループ
にて支援職員が
再調理し提供し
ました。

②－２　ニーズに応じた治療
食の提供をします。

治療食の必要のあるご利用者
については個別に作業指示書
を作成し、ご利用者に合った
栄養管理を実施しました。

実施できまし
た。

今後も必要に応
じ、対応してい
きます。

③－１ 大量調理マニュアル
及びハサップに則った衛生管
理を行います。

ハサップに準じた形の衛生管
理を実施しました。細菌検
査、手洗いの徹底、中心温度
測定、消毒、マスクの着用な
どを行い食中毒予防に努め安
心して食べられる食事を提供
しました。また、毎日の清
掃、業者による清掃、年末の
清掃など実施することができ
ました。

実施できまし
た。

引き続き、継続
していきます。

④－１　食事中の訪問やアン
ケートの実施、必要に応じて
支援職員と連絡を取り合い、
喫食状況の把握に努めます。

厨房職員が各グループを回
り、ご利用者の食事の様子を
観察する機会を作りました。
ご利用者が食事を楽しみにし
ている様子やおいしく食べて
いる様子、また、好み等を支
援職員と共有することができ
ました。

実施できまし
た。

引き続き、継続
していきます。



④ － ２ 各 グ ル ー プ と 協 力
し、よりよい食事時間・食事
環境を整えます。

毎日、一定の時間に提供しま
した。
2階フロアでの汁物の配膳に栄
養士が協力しました。安全に
食事をするため、汁物の配膳
内容の個別対応（とろみ、具
の刻み、具と汁を分ける等）
にも配慮しました。

実施できまし
た。

次年度は、1階
フロア配膳時の
再調理に栄養士
が協力します。

⑤－１ 防災食の備蓄をし、
災害時にも不安なく食事提供
ができるよう準備します。

ご利用者６０名分を想定した
防災食の備蓄をしました。賞
味期限を管理し、災害時に不
足のないよう補充しました。

実施できまし
た。

7日日から10日
分の備蓄ができ
るよう、準備し
ていきます。

⑤－２ 防災食の日を２回設
定し、食べる体験、提供する
体験を継続し、災害時に備え
ます。

年２回、防災食の日に昼食と
して提供し、食べる経験、提
供する経験をしました。給食
と同様の盛り付けで提供さ
れ、ご利用者も抵抗感なく、
食べることができました。

実施できまし
た。

引き続き、継続
していきます。

⑥ー１ 食品ロスを削減する
取り組みを行います。

ロスなく提供できるよう配膳
状況や喫食状況を確認しまし
た。
また、防災食の日を実施し、
備蓄食品が期限内に提供でき
るよう工夫しました。

実施できまし
た。

引き続き、継続
していきます。



委員会年間総括
１．虐待防止委員会

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１　虐待防止責任者を設
置し、虐待防止に取り組みま
す。

虐待防止責任者を施設長と
し、毎月虐待防止委員会の開
催を行い、ご利用者の呼称ポ
スターの作製や職員会議資料
にて虐待防止の啓蒙を実施し
ました。虐待防止委員会の中
で身体拘束についての適正化
に向けた検討を実施すること
ができました。また、職員に
虐待防止研修や強度行動障害
支援者養成研修（基礎、実
践）を受講してもらい、研修
で学んだことを職員にむけて
発表をしました。

実施できまし
た。

①－２　毎月最終火曜日に虐
待防止委員会を開催し、虐待
や身体拘束防止の検討を行い
ます

施設長中心に虐待防止チェッ
クリストの配布集計、ケアカ
ルテへの身体拘束の状況入力
を行いました。

実施できまし
た。

①－３　虐待防止アンケート
を実施し職員全体に虐待防止
に関わる啓蒙活動を行いま
す。

チェックリストを実施し、３
年分の意識の高まったところ
下がったところをまとめ、職
員会議資料として配布し啓蒙
活動に繋げました。

概ね実施できま
した。

（１）　目標
 ①　虐待防止や身体拘束廃止に取り組みます。



① － ４ １ ２ 月 、 ２ 月 に グ
ル ー プ 会 議 で 虐 待 に 関 す る
ケースカンファレンスを行い
ます。

１２月に各部署（全職員）を
対象に呼称は「○○さん」が
実施できているかを議題にし
た会議をしました。３月に強
度行動障害支援者養成研修
（基礎、実践）を受講した職
員が発表を行いました。

概ね実施できま
した。

①-5 会議録等は法令順守責
任者である理事長へ報告をし
ます。

会議録をデーターで所定の
フォルダーに入れ理事長時報
告しました。

実施できまし
た。

①ー６ 会議で話された内容
は職員会議を通して職員周知
を行います。

感染予防のため、グループ会
議は紙面により実施しまし
た。グループ会議の資料に虐
待防止標語を載せ、折に触れ
て確認できるようにしまし
た。

実施できまし
た。

２．安全衛生委員会

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 毎月定例の安全衛生
委員会を開催し、利用者・職
員の安全衛生及びひやりはっ
と事故防止に向けた取り組み
を 行 う と と も に 緊 急 の 課 題
（インフルエンザ対応など）
が発生した場合はただちに対
処します。

毎月定例の委員会他、随時開
催することでタイムリーに検
討、方針決定をしました。委
員会では課題と対応、周知な
どスケジュールを明確にしま
した。事業所における感染対
策指針、要項の作成及びBCP
見直しを行いました。

実施できまし
た。

感染症対策マ
ニュアル各論を
随時見直す必要
があります。

③　施設内の重大事故を未然に防ぐ事故防止に努めます。
④　ご利用者・職員が快適に過ごせる施設環境を整えます。
⑤　感染症対策を徹底し、感染予防に努めます。

（１）　目標
①　ご利用者・職員の安全及び衛生のための教育を実施します。
②　ご利用者・職員の健康の保持増進のための措置を行います。



①－２ 研修会、会議（感染
症 、 事 故 防 止 、 対 策 （ 年 ２
回）、腰痛、車いす操作）の
定期開催のほか、職場のニー
ズに応じた学びの場を作りま
す。

グループ会議や各部署での
ミーテイングでそれぞれの事
故防止について周知しまし
た。また、腰痛予防等の研修
を計画的に実施しました。

概ね実施できま
した。

職場のニーズに
ついて、事象前
に予防できる内
容を検討する必
要があります。

①－３ 職員が安全安心して
働ける労働環境の整備をしま
す。

看護主任を中心に職員の相
談、アドバイスを行いまし
た。また、安全衛生委員会で
検討が必要なケースについて
は随時検討、確認を行いまし
た。

実施できまし
た。

②－１ 嘱託医と連携を取っ
て安全・衛生面の向上に努め
ます。

年度途中で嘱託医の変更があ
りました。ご利用者の健康状
態や、医療・健康に関わる運
営規定や施設での対策等引継
ぎをしました。月1回の定期健
診や医療支援の相談等その都
度連絡をとり、安全に安心し
てご利用者が花の郷をご利用
いただけるように努めまし
た。

実施できまし
た。

③－１ 施設内での事故及び
ひ や り は っ と に つ い て 検 証
し、原因及び再発防止に努め
ます。

毎月月締めで月ごとのひやり
はっとの確認を行い、情報の
共有を図ることができまし
た。また、ドライブレコー
ダーによる事故検証及び事故
防止の啓蒙を行うことができ
ました。

概ね実施できま
した。



④－１ 施設内の安全、快適
な環境整備について維持し更
に改善します。

各事故検証会議において事故
の原因再発予防に努めまし
た。また、事故が多いときは
職員会議資料にて事故防止の
啓蒙を行いました。

実施できまし
た。

④－２ 事故につながる前の
ひやりはっとについて職員に
意 識 し て も ら う よ う に 啓 蒙
し、用紙に記入,分析したもの
を集計し、事故防止につなげ
ます。

ヒヤリハットの件数が減少傾
向にある際は各部署に再アナ
ウンスし、職員に意識を持っ
てもらうように努めました。

概ね実施できま
した。

委員会前のひや
りはっとの確認
及び件数減少に
ついて対策が必
要です。

⑤-１感染症対策を随時検討
し、対応していきます。

新型コロナウイルス感染症第5
類移行に伴い、施設感染対策
を随時確認しました。世間一
般の感覚で解除できない対応
策もありましたが、ご利用者
の健康及び集団感染予防を最
優先としました。

実施できまし
た。

来年度以降の感
染対策を継続的
に検討し、感染
対策指針等改訂
が必要です。

３．医療的ケア委員会

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 毎月１回、委員会を
開催し、適切に医療的ケアが
実 施 で き て い る か 確 認 し ま
す。

毎月１回開催し、認定特定行
為従事者、特例実施者の医療
的ケアに関する現状確認、要
医ケア者の現状確認、検討事
項として、たんの吸引等の実
施の為の研修内容の確認等々
検討し、また、医療的ケアに
関する研修に関しても情報を
共有するようにしました。

実施できまし
た。

③　認定特定行為業務従事者、特例実施者が安全・安心に医療的ケアができる環境を整えます。
④　第３号研修及び医療的ケア、緊急時対応の研修を実施していきます。
⑤　医療的ケアの啓蒙を行います。

（１）　目標
①　医療的ケアを適切に行うために委員会運営を行います。
②　実施者の知識、技術向上に関する教育を適宜行います。



①－２ 適宜、医療的ケアの
内容の確認や変更事項やご利
用 者 の 体 調 の 把 握 に 努 め ま
す。

看護師や各フロアの主任に医
ケアの内容や確認、変更事
項、体調把握に関する報告を
してもらい、内容によっては
検討し情報を共有し、安全に
医療的ケアができるように努
めました。

実施できまし
た。

②－１ 医療的ケアに関する
研修への参加の機会を認定特
定行為業務従事者及び特例実
施者に設けます。

正規職員、有期契約職員に対
して認定特定行為業務従事者
になるための研修を実施しま
した。また、異動した正職な
どの吸引、注入のフォロー
アップ研修を行いました。

実施できまし
た。

②－２ 医療的ケアを実施す
る場面で、手技や配慮する点
などの看護師によるOJTや確
認を実施します。

日常の支援の中で看護師と同
じ空間でご利用者支援をして
いるので、随時看護師による
ＯＪＴや確認を実施し、安全
に医療的ケアができるように
しました。また、送迎時のみ
吸引をする職員には別途看護
師の元、手技の確認を行いま
した。

実施できまし
た。

③－１ 職員にマニュアルの
周知徹底を図ります。

４月１３日特定職員研修、て
んかん発作時の座薬挿入研修
の実施しました。
認定特定行為業務従事者研修
は、５月１０日と９月１２日
に経験者、未経験者に分けて2
回実施しました。それぞれの
特徴に合わせて学習を深める
ことができました。

実施できまし
た。



③－２ 情報提供を行うこと
によって指導医と主治医の連
携の強化を図ります。

ご利用者の体調の変化や入院
等があった場合は指導医に必
ず報告し、また、主治医に意
見や情報を確認したい場合は
書面にて連絡を取り合い、ご
利用者の状態をしっかり把握
し、支援することができまし
た。

実施できまし
た。

③-3 法人の医療的ケア指要
項に基づいて花の郷医療的ケ
ア要領、細則の運用を行いま
す。

法人の医療的ケア実施要項に
基づいて花の郷医療的ケア要
領、細則の運用を行い安全に
花の郷での医療的ケアを実施
することができました。

実施できまし
た。

④－１ 計画的に研修を実施
し、健全、確実な運用を行い
ます。

年間計画に沿ってに実施しま
した。花の郷内部での認定特
定行為業務従事者の育成を計
画的に行うことができまし
た。

実施できまし
た。

④－２ 職員に認定特定行為
業務従事者の認定を取得して
もらい、ご利用者の生活の保
障等を目指していきます。

計画的に研修会を実施し、有
期契約職員にも認定特定行為
業務従事者の認定取得を計画
的に実施できています。その
ことでご利用者の支援に反映
することができました。

実施できまし
た。

⑤－１ 施設見学の受け入れ
や医療的ケアに関する研修や
連絡会に参加します。

今年度、希望があれば施設見
学や実習を実施しました。
積極的な受け入れや研修参加
はありませんでした。

実施しました
が、結果が不十
分でした。



４．送迎委員

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 車検以外にもディー
ラ ー に 依 頼 し 定 期 点 検 を 行
い、また花の郷でも定期的な
点検を実施することで、車輌
の安全確保に努めます。

ディーラーに依頼し、６ヶ月
点検、１２ヶ月点検、車検を
行いました。基本的に金曜夕
方の送迎後から日曜にかけて
実施することで送迎に支障が
出ないよう配慮しました。

実施できまし
た。

継続して車両の
安全確保に努め
ます。

①－２ 車中ではシートベル
トの他に、必要に応じて胸ベ
ルトをすることで更なる安全
対策に努めます。

ご利用者の特性や座る座席に
合わせ、シートベルト以外に
胸ベルトをするなど安全対策
を施しました。また、個別支
援計画にその旨を記載し、保
護者にも確認をとりました。

実施できまし
た。

継続してご利用
者の安全確保に
努めます。

①－３ 運転手は急ブレーキ
や急発進などをしないよう心
が け 、 安 全 な 走 行 に 努 め ま
す。

運転手はご利用者が安心して
乗車できるように安全な運転
を心がけました。

概ね実施できま
した。

継続して運転手
は安全な走行に
努めます。ヒヤ
リハットや事故
があった際は全
員で共有して
日々の業務改善
に努めます。

①―４ 車内では利用者の座
席配置に気を配り、安全に過
ごせるよう配慮します。

ご利用者の障がい特性に合わ
せた座席配置を行い、安全に
過ごせるように配慮しまし
た。

実施できまし
た。

継続して車内で
のご利用者が安
全に過ごせるよ
う配慮します。

③　総括を行い、送迎業務の見直しをします。

（１）　目標
①　ご利用者が安心して花の郷へ通えるよう、安全な送迎業務に取り組みます。
②　「基本ルート表」に沿って毎月送迎車の運行を行います。



① － ５ 緊 急 時 に お け る マ
ニュアルを作成し、対応の統
一を図ります。

緊急時の対応の統一化へ向け
「送迎引継ぎ表」を作成しま
した。

実施できまし
た。

来年度も継続し
て使用し緊急時
における対応の
統一化を行いま
す。

① － ６ 「 運 転 手 マ ニ ュ ア
ル」を継続して活用し、断続
的に見直しを行います。

昨年度作成した運転手のマ
ニュアル・添乗員のマニュア
ルを使用し、送迎車の運行を
行いました。

実施できまし
た。

来年度も継続し
て使用し業務の
統一化を行いま
す。

②－１ 送迎ルートは原則固
定とし、年度途中での大幅な
見直しは行いません。

新規ご利用者の追加を除き、
大幅なルートの変更は行いま
せんでした。

実施できまし
た。

来年度も原則、
ルートを一年間
固定します。必
要がある場合は
臨時の送迎会議
を行います。

②－２ 毎月１０日前後に送
迎連絡表（キャンセル表）を
ご利用者に配布し、翌月の送
迎ルート表に反映させます。

毎月送迎連絡表を配布するこ
とで円滑に送迎業務を行うこ
とができました。

実施できまし
た。

来年度も送迎業
務円滑化のため
送迎連絡表を毎
月配布します。



５．防災委員

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 年２回総合防災訓練
を実施し実際に火災が起きた
場合の自衛消防隊の動きの確
認、消火器の使い方、通報の
仕方、避難の仕方を確認し、
防災への意識を高めます。

年に２回、総合防災訓練を実
施しました。実際に避難訓練
を行い、防火管理者による消
火器使用の説明事務所内内線
を使い通報訓練を実施しまし
た。ご利用者、職員の防災へ
の意識を高めることができま
した。今年度設置したプロパ
ンガス式の発電機の説明を防
災訓練時に行いました。防災
訓練の前にBCPの見直しを行
いました。

実施できまし
た。

継続していきま
す。

②－１ 年１回炊き出し訓練
を行い、防災備蓄品の調理の
仕方の確認、ご利用者への適
切な食形態への対応の練習、
かまどなどの設置の確認を行
います。

新型コロナウイルス対応のた
め、炊き出し訓練は実施でき
ませんでしたが自家発電機エ
ネポの確認を定期的に実施す
ることができました。
防災食の日として、防災食を
安全に提供しおいしく食べる
経験を積むことを目的とした
取り組みを実施しました。

概ね実施できま
した。

炊き出し訓練の
実施や厨房で調
理ができないと
きの食事提供の
方法を検討して
いきます。

③－１ 防災備蓄品に二時避
難所として必要な物品を再確
認します。

防災備蓄食材を中心に購入
し、備蓄することができまし
た。（形態食含む）

概ね実施できま
した。

貯蓄量を計画的
に増やしていき
ます。

⑤　災害時のマニュアル等の整備を行います。

（１）　目標
①　花の郷関係者の防災への意識を高めます。
②　災害時の食事を体験します。
③　応急救護訓練の実施をします。
④　災害備蓄品の見直しを行います。



④ － ２ 用 途 別 、 期 限 の 有
無、追加備品などの整理を行
います。また、内容について
管理していきます。

備蓄食材の在庫管理を行いま
した

概ね実施できま
した。

貯蓄量を計画的
に増やしていき
ます。

⑤－１ ９，２月に防災委員
会を開き、施設及び設備の点
検、防災倉庫の整理、花の郷
災害マニュアルの作成、花の
郷二次避難所開設マニュアル
の整備等を行います。

事前に防災倉庫点検及び清掃
を実施しました。衛生品を増
やせるよう棚を造設しまし
た。防災委員会では施設点検
をしました。各種防災関連の
引継ぎ時に確認を行いまし
た。

概ね実施できま
した。

二次避難所開設
マニュアルの見
直しが必要で
す。

６．花の郷祭り

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ ステージ企画や模擬
店を通じて地域の方々との交
流の機会を設けます。

４年ぶりに開催しました。ス
テージ企画はスティームパン
演奏、バンド演奏の２団体の
他、町田ゼルビアのマスコッ
トキャラクターにも出演して
もらい楽しいステージとなり
ました。近隣の少年野球チー
ムや他事業所の模擬店、キッ
チンカー等にも出店してもら
い、地域との交流を深めまし
た。

実施できまし
た。

ステージ出演団
体の選定、依頼
法。

（１）　目標
①　年一回の施設の開放と大きな地域交流の場として花の郷関係者及び地域の方々にも楽しんで
いただけるようにします。
②　地域の方々に来ていただくためにＰＲ活動を行います。
③　安全に楽しめるように企画します。



①－２ 他団体に声をかけ、
イベントや外の販売ブースな
ど充実できるようにします。

法人内のクッカ広場、他事業
所の赤い屋根、森工房、少年
野球チームの鶴川イーグルス
ターズ等の他団体に声を掛
け、販売ブースを充実させる
ことができました。

実施できまし
た。

収益を得るため
の販売の検討。

②－１ ポスターやビラを作
成し、近隣へ配ります。

近隣へのビラ配りは行わず、
ポスターを大蔵町町内の回覧
板や掲示板に掲示してもらう
ように依頼しました。他事業
所や関係者にも案内文と併
せ、ポスターの掲示依頼を郵
送しました。

実施できまし
た。

②－２ ご利用者の活動とも
連携し、計画的にビラの配布
を行います。

上記の為、ビラ配りは実施し
ませんでした。

着手できません
でした。

③－１ 花の郷祭り実行委員
会を開催し、企画の立案と安
全かつ効率的に運営できるよ
うにします。

新型コロナウィルス感染防止
対策の為の安全対策について
検討を重ね、屋外開催につい
ての企画運営を進めました。
他、定期的に実行委員会で話
し合いを重ね企画準備を進め
ました。

実施できまし
た。

経験の少ない職
員含め、実行委
員外の職員とも
準備の業務を分
散しながら、主
体的かつ効率的
にに進めるこ
と。

③－２　ご利用者、職員全体
が主体的に楽しく、達成感が
持てる関わりができるよう企
画します。

ご利用者、保護者、職員に対
し、４年ぶりの祭りへのモチ
ベーションを高めてもらうた
め、祭りに先行してTシャツ販
売を行なったり、玄関前にス
テージ出演者の情報を掲示し
情報共有を図るなど、各自が
主体的に参加できるように工
夫しました。

実施できまし
た。

ご利用者、職員
が準備段階から
主体的にかかわ
るための工夫。



９．日中一時支援

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－1 今までの日中一時支援
に つ い て 改 善 点 を 検 討 し ま
す。

職員が送迎業務が入ることが
多く、受け入れ体制が整わな
かったが、ご家族の通院な
ど、緊急時のみ、日中一時を
実施しました。

実施しました
が、結果が不十
分でした。

体 制 が 整 い 次
第、コロナ禍前
にように受け入
れできるか検討
する。

① － ２ 日 中 一 時 支 援 の 内
容、業務について改善点を検
討します。

実施出来ませんでした。
実施出来ません
でした。

体 制 が 整 い 次
第、コロナ禍前
にように受け入
れできるか検討
する。

②－1 日中一時支援検討委員
会の中で送迎の実施について
検討していきます。

実施出来ませんでした。
実施出来ません
でした。

体 制 が 整 い 次
第、コロナ禍前
のように受け入
れできるか検討
する。

①　今まで日中一時支援の仕組みを再考します。
②　日中一時支援中のご利用者の過ごし方及び送迎について検討します。

（１）　目標



0.経営計画

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）ー① ダイレクトメー
ル作業を通じ、各ご利用者の
技術向上を図りながら、より
高 い 工 賃 を ご 提 供 で き る よ
う、取り組みます。（就労継
続支援B型）

ご利用者の得意な作業を提供
しつつ、苦手な作業にも挑戦
して頂く等の取り組みを行い
ました。機械操作など、職員
が行っていた作業にも少しず
つ挑戦してもらった結果、多
くの作業に携わって頂きまし
た。

実施できまし
た。

継続して支援し
ていきます。

ー② ご利用者ご自身の体力の
低下や情緒面等に考慮し,楽し
く 働 け る 環 境 を ご 提 供 し ま
す。ご家族の状況等を鑑みて,
相 談 支 援 事 業 所 や 支 援 セ ン
ターと協力して適切な対応を
とってまいります。(生活介
護)

体力の維持向上に繋げられる
レクリエーションも取り入れ
ました。ご家庭やＧＨでの様
子も参考にし、生活で悩み事
がないか確認し、相談支援事
業所や支援センターに繋ぐ取
り組みも行いました。

実施できまし
た。

継続して支援し
ていきます。

ー③　SDGSを意識した取り
組みを行います。

17のSDGSの取り組みの中の
「あらゆる年齢のすべての
人々の健康的な生活を確保
し、福祉を推進する。」に注
目し、健康的な生活に重点を
置き、作業やレクリエーショ
ンを提供しました。

概ね実施できま
した。

継続して取り組
みます。

（１）目標　

 2023年度 ボワ・アルモニー　事業報告

①　障がいのある人の「働くこと」と「自立生活」を支える為に、工賃向上を図ります。（就労
継続支援B型）
②　地域資源としての施設の有効活用を行います。
③　適正収支を確保します。



（２）－①子どもの貧困問題
等の収入格差問題のみなら
ず、ひとり親世帯における生
活環境の不安定要素やヤング
ケアラー問題等、子供たちを
取り巻く厳しい環境に対し、
地域の方々の協力を頂きなが
ら子ども食堂を開設し、児童
福祉支援活動を実施します。
小中学校や地域からの情報を
調査し、食材の提供や、おや
つ・お弁当の配布、食事の提
供と徐々に取り組みの幅を広
げていきます。

子供食堂についての実施にむ
け、各事業所の取り組みの見
学や会議に参加しましたが、
実施には至っていません。

実施できません
でした。

町田市や子供食
堂を運営されて
いる事業所に対
し、アルモニー
で協力できるこ
とを中心に取り
組んでいきま
す。

ー②　二次避難所として整備
をしていきます。

二次避難所として有事を想定
した整備に取り組みました。

実施できまし
た。

引き続き、食
材、飲料水等の
確保、BCPを基
に有事の想定に
取り組んでまい
ります。

（３）ー①　人件費率を７
５％以内にします。

離職者も多い状況という理由
でアルモニーとしての人件費
率は達成できています。

実施できまし
た。

予算も念頭に置
きつつ、健全な
人件費率を保て
るよう運営して
まいります。



ー②　事業活動収支差額を１
０，０００，０００とする予
算管理を目指します。

出勤率の100％を目指しなが
ら運営に取り組みました。

実施しました。

ご利用者の体調
や情緒面の様子
を確認しなが
ら、出勤率を高
めます。ランニ
ングコストの見
直しも含め、今
後は削れるコス
トを洗い出し予
算管理に努めま
す。

ー③　水道光熱費、事務消耗
品（白黒印刷、ペーパーレス
化等）の無駄を省き、コスト
カットを徹底します。

水道の水漏れや無駄と思われ
る光熱費にも注目し節約に取
り組みました。ペーパーレス
を基調とし、できるだけ紙を
出さないよう、メールでの対
応や可能な範囲で裏紙でのプ
リントアウトに心掛けまし
た。

実施できまし
た。

継続して取り組
みます。

１．支援部門
（１）目標

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

（1）－①日々の健康状態の把
握（健康観察票による出勤時
の確認）、毎月の体重測定、
半年ごとの体脂肪率測定、口
腔ケア（休憩時のうがいの実
施・口腔ケアの職員補助）、
健康診断、歯科検診、問聴診
を実施します。

　健康診断、歯科検診、ブ
ラッシング指導を実施しまし
た。
 コロナ対策に昼食前検温、適
宜換気の実施。

実施できまし
た。

　高齢化に伴
う、健康管理・
身体機能低下の
把握。診断結果
を保護者と共有
し、治療などに
結びつけてい
く。歯科通院に
繋げ、治療の開
始となりまし
た。

ボワ・アルモニー事業計画 （就労継続支援Ｂ型）　

①心も体も健康に働き続けられるよう支援します。
②地域との関わりを持って生活できるよう支援します。
③集団の中で個別支援をチームで実施します。
④職員の専門性の習得、資質の向上を図り、サービスの質の向上に努めます。



ー②生産活動において、ご利
用者の体力、腰痛などの身体
への負担に配慮して役割分担
や作業を提供します。

　腰痛、体力低下の防止のた
め、長い時間座位にならない
よう、立位での作業時間を組
みました。

実施できまし
た。

継続して支援し
ていきます。

（２）－①行事を通して地域
の方々の交流の実施。みんな
の会で実施する美化活動を通
しての地域貢献を行ないま
す。

コロナの影響により行事は実
施できませんでした。
美化活動は、生活介護にて実
施。

概ね実施できま
した

コロナの状況に
合わせて計画の
見直しと代替え
案の検討をしま
す。

（３）－①生産活動を通し
て、ご利用者の状態像や目標
に合わせた作業内容や作業環
境を職員で検討、共有を適
宜、対応します。

　その日々のご利用者の状態
に合わせ、適宜、作業環境を
調整・設定しました。

実施できまし
た。

次年度も継続。

（４）－①各職員の目標管理
に基づいて、外部研修に参
加・研修報告を会議などで実
施し専門職として必要な知識
や専門性を身に付け、適切な
支援が出来る様に努めます。

　目標管理に則った階級別研
修に参加し、専門職として知
識を身に付けるため、内部研
修を行い、外部研修にも参加
しました。

実施できまし
た。

次年度も達成に
向け、計画を行
い継続。



2．生産活動部門
（１）目標

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

【全体】（１）－① 毎月の作
業 実 績 ・ 売 上 を グ ラ フ で 表
し、仕事の達成感を共有しま
す。

グラフ化し、支援会議での報
告、検討、食堂の掲示板に掲
示し、みんなの会にて報告を
しました。

実施出来ました

次年度も継続。
1日の封入、宛
名貼りの部署ご
とに目標数を作
業場に掲示し
て、達成を共有
できるようにす
る。

② ご本人のスキルや目標、作
業の納期や作業量に合わせ、
ご 利 用 者 の 作 業 分 担 を 検 討
し、個々に設定し実施してい
ただきます。

ご本人の能力に合わせ、封入
点数を調整し、質を高めペー
ス良く行なえるようにしまし
た。

実施出来まし
た。

次年度も継続。

（２）－① 作業状況を本体・
分場の支援職員間で共有し、
納期や作業量に応じて臨機応
変に職員体制を調整して授産
収入および工賃アップを実施
します。

ほぼ固定の職員でしたが、状
況に合わて職員の配置を適宜
実施しました。

概ね実施出来ま
した。

職員の欠員の改
善

【就Ｂ】（１）－①ご利用者
が毎日意欲を持って、個々の
持つ力を大いに発揮していた
だけるよう、作業の組立・工
程の工夫、作業ジグの開発、
また個別スペースを活用し、
作業を実施します。

的確に個人の能力に合わせた
作業工程や環境を整備しまし
た

実施できまし
た。

次年度も継続。

②　授産収入を上げ、工賃アップします。
①　“働く”ことから「生きがい」「やりがい」が実感できるよう支援します。



（２）－① 受注量150,000通
/ 月 以 上 、 収 入 月 平 均 1, ２
00,000円/月 以上を目標とし
ます

平均工賃３５，０００円を下
回らないように職員欠員の中
達成しました。

実施できまし
た。

　次年度も継
続。職員による
事前準備、後処
理で残業があ
る。売上、ＤＭ
Ｓとの関係性な
どから受注量を
維持するのか残
業削減の為受注
を減らすのか課
題。

（１）目標

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）－① 毎朝バイタル
チェックを行い健康状態の把
握　毎月の体重測定、半年ご
との体脂肪率測定、口腔ケア
（休憩時のうがいの実施・口
腔ケアの職員補助）、健康診
断、歯科検診、問聴診を実施
します。

看護師との連携の元、毎朝の
バイタルチェック健康状態の
把握のほか、毎日の口腔ケ
ア、ブラッシング指導、月例
の体重測定、健康診断・歯科
検診・問聴診を実施しまし
た。結果については各ご利用
者に個別にお伝えしていま
す。コロナワクチンの集団接
種を行ないました。

実施できまし
た。

次年度も継続。

－② 生産活動において、ご利
用者の状態像に合う作業を提
供し、無理なく取り組めるよ
うな作業を提供します。

工程ごとに分けるなど、各ご
利用者それぞれのペース・方
法で作業に携われるよう作業
提供をしました。機械操作に
も積極的に取り組んで頂いて
おります。

実施できまし
た。

次年度も継続。

ボワ・アルモニー事業計画 （生活介護事業）
１．支援部門

①　心も体も健康に働き続けられるよう支援します。
②　地域との関わりを持って生活できるよう支援します。
③　職員の資質の向上を図り、サービスの質の向上に努めます。
④　余暇活動を設定し、充実した時間を過ごします。



（２）－① 行事を通して地域
の方々との交流を実施しま
す。みんなの会で実施する美
化活動を通しての地域貢献を
行います。

感染症等のリスク回避等の理
由により、地域交流は出来ま
せんでしたが、社会貢献の一
環として美化活動に取り組み
ました。

実施できまし
た。

2024年10月に
地域交流イベン
トを計画中で
す。

（３）－① 各職員の目標管理
に基づいて、外部研修に参
加・研修報告を会議などで実
施し専門職として必要な知識
や専門性を身に付け、適切な
支援が出来るよう努めます。

　目標管理に則った階級別研
修に参加し、専門職として知
識を身に付けるため、内部研
修を行い、外部研修にも参加
しました。

実施できまし
た。

外部研修、リ
モート研修を増
やせるよう取り
組んでまいりま
す。

（４）－① ご利用者のご希望
を取り入れながら、毎月2回余
暇活動を計画、実施します。

月2回のレクリェーションを計
画、実施しました。実施内容
をポスターなどで掲示して事
前にお知らせする事や製作活
動での作品を展示、自分でや
りたいものを選択できる機会
も設けました。また体力維持
向上の面からレクリェーショ
ンにストレッチ、ボールやゴ
ムチューブを使用した運動、
ダンス、エアー卓球、グラン
ドゴルフなど身体を使ったプ
ログラムを多く取り入れまし
た。月2回のレクリエーション
に加え、11月に本体分場全体
での日帰りレクリエーション
も行いました。

実施できまし
た。



（１）目標

計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）－① ＤＭＳからの作業
を中心として、平均工賃
7,200円を目指します。

適宜個別スペースを活用し、
集中して作業に取り組めるよ
う環境を設定しました。

実施できまし
た。

目標工賃に関し
ては達成できま
した。レクリ
エーション等も
含め、ご利用者
の体力維持に繋
がることを意識
しながら作業提
供をします。

－② 個々のご利用者により
合った方法で作業を提供し、
生産性を高めていきます。

作業内容により、席の配置変
更を行いながら、ご利用者が
安全に動けるように作業の提
供を行いました。

実施できまし
た。

－③ 働くことの大切さをご利
用者と一緒に考えていきま
す。

個々の特性にあわせた仕事の
しやすい環境を提供すること
やご利用者自身が取り組みた
い作業の提供を行い、働くこ
との意識が高まりその結果、
目標工賃を達成出来ました。

実施できまし
た。

2.生産活動部門（生活介護）

①　”働く”ことを大切にします。



３.栄養部門
（１）目標

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）－① 一人ひとりに適正
な栄養目標量を設定して献立
作成を行います。

個別の栄養目標量を4月、１０
月に設定して必要な栄養が摂
取できる献立作成を行いまし
た。

実施できまし
た。

次年度も継続。

－② ご利用者の嗜好調査、ア
ンケート、健康診断の結果、
食事中の訪問を通して利用者
の摂食機能や食事状況の把握
に努めて、支援職員、看護師
と連携を図り、必要な栄養素
を摂取出来る食事量、食事形
態を考慮した給食を提供しま
す。
また、肥満の方（ＢＭＩ25％
以上）には、カロリー33％減
で食物繊維が豊富なマンナン
ヒカリ入りごはんを提供しま
す。

アンケート調査の結果や個人
の嗜好への配慮、健康診断や
通院の結果を踏まえて個別の
計画を立て食事提供を行いま
した。
肥満傾向のある方にはマンナ
ンヒカリ入りご飯を提供しま
した。

実施できまし
た。

次年度も継続。

－③ 季節の行事食の提供、ご
利用者一人ひとりの誕生会を
誕生者のリクエストメニ
ューで実施します。毎月、選
択メニューも実施します。

リクエストをご利用者全員に
お聞きし、誕生会とリクエス
トが多い時には、その月中に
実施して喜んでいただけまし
た。選択メニューは月２～３
回実施しました。

実施できまし
た。

次年度も継続。

④　災害時を想定した献立を、喫食者数に応じ対応出来るように訓練を行います。

①　日本人の食事摂取基準に基づいて、ご利用者一人ひとりに適正な栄養のある食事、年間を通
して飽きの来ない美味しいランチ提供を目指します。
②　HACCPに基づいた衛生管理の徹底をし、安心・安全な食事提供をします.
③　年間でテーマを決め、食事と健康の大切さを理解していただけるように食育指導をいたしま
す。



－④年間を通して飽きの来な
いように、旬な食材を用いた
新メニューを取り入れて提供
します。

旬の食材を使用した季節感の
ある、色彩豊かな食事の提供
を行いました。また、ご利用
者から、さまざまなリクエス
トをいただけて、新メニュー
の開発にもつなげることがで
きました。

実施できまし
た。

次年度も継続。

（２）－①「食材の品質」
「冷蔵庫・冷凍庫の温度」
「調理員の健康管理や衛生的
な作業着の着用」「調理中の
重要管理のポイント」など
HACCPの考え方を取り入れて
立てた衛生管理計画の表に、
毎日記録をつけて確認をしま
す。

出勤時や調理中に、それぞれ
の書式にもれなく記入をし
て、ＨＡＣＣＰの考え方を取
り入れた衛生管理の徹底をし
ました。

実施できまし
た。

次年度も継続。

－②　昨年度に引き続き、コ
ロナ禍に伴い密をさけてパー
ティションを設置し、２交代
制での給食提供をし、酸性水
やアルコールを用いて常に消
毒を行います。
※国の定める感染症法上の分
類の引き下げ等を鑑み、給食
提供方法を検討します。

６人掛けのテーブルに互い違
いに３名の席をご用意して一
人づつにパーディションで仕
切り、食堂の準備時、ご利用
者の入替時、食事終了後には
必ず消毒を行いました。コロ
ナが５類になってからは、
パーティションや交代制は中
止して、セルフ方式配膳に戻
しました。

実施出来まし
た。

感染状況等に合
わせて、食事を
する環境を整え
ていきます。

－③ 清掃チェックリストに基
づいた清掃の他、５月と１１
月に厨房内、食堂の大掃除を
実施します。

出来る限り通常業務を早く終
わらせるように努力をして、
５月、１１月に一カ月をかけ
て、厨房内、食堂、ベラン
ダ、窓、外回り、トイレ、各
種フィルター等を丁寧に掃除
をしました。

実施できまし
た。

次年度も継続。



（３）－①　春夏秋冬に合わ
せ年間で４つの食育のテーマ
を決めます。食事のマナーを
守って、落ち着いて正しい食
事が取れるようにご利用者に
伝えていきます。

テーマにそっての実施はせ
ず、食事姿勢、食器の持ち
方、ゆっくり噛んで食べるこ
と、静かに食事するなどのマ
ナーを、日常的に食事中にお
伝えしました。

概ね実施できま
した。

次年度も継続。

－②　食事のありがたさを改
めて感じられるように、「食
べ物に感謝」「食事を作る人
への感謝」の気持を感じてい
ただけるようにご利用者に伝
えていきます。

給食ができるまで、いろいろ
な人がかかわっていること。
また、防災食メニューで備蓄
食品の時は、いつもの食事の
ありがたさ等をお伝えしまし
た。残食はほぼないので、食
品ロスにも勤めています。

実施できまし
た。

次年度も継続。

－③　「日本の冬のお祭り」
をテーマに各地の郷土料理を
含んだお祭りニューを提供す
る食育週間を１月に実施しま
す。食事をとりながら各地方
の伝統食等
について学ぶことが出来るよ
う取り組みます。

1/22～1/26に５都道府県の
お祭りを行っている地域の郷
土料理を実施しました。お祭
りや郷土料理のスライドを見
ていただき、その土地の食材
を使用した料理を提供してわ
かりやすくご説明いたしまし
た。

実施できまし
た。

次年度は、ご利
用者の希望の多
かった食育への
取り組みを実施
予定です。



（４） －①今年度に賞味期限
がせまっている備蓄食材を、
召し上がっていただいて、作
り方やご利用者が食べやすい
かなどを確認します。新たに
備蓄食材を購入する時の参考
にして備蓄食材を選びます。

備蓄食品を召し上がっていて
いただく時は、蓋や袋を開け
る、まぜるなど、ご利用者の
できることはやっていただき
ました。備蓄食品の入ってい
るパックのままで食べらずら
くないか、おいしく食べられ
ているかなどを、見て、聞い
て、新たな備蓄食材を購入し
ました。

実施できまし
た。

次年度も賞味期
限が切れる備蓄
食品があります
ので、防災食訓
練を計画しま
す。

②炊き出し窯やカセットコン
ロを使用して、給食でローリ
ングストックしている食材で
食事作りをします。

給食食材在庫の乾物類、缶
詰、冷凍庫にある食材を使用
して作る献立を、炊き出しか
まど、カセットコンロを使用
して食事提供を実施しまし
た。普段から食べなれている
食材の料理なので美味しく召
し上がっていただけることが
出来ました。

実施できまし
た。

給食の在庫食品
を増やして、災
害時により多く
の食事提供が出
来るように災害
時マニュアルを
作成します。

みんなの会
（１）目標

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

（1）ー①ご利用者の意見を反
映させ、良い行事となるよう
みんなの会で話し合う時間を
作ります。

みんなの会でやりたいことや
行ってみたいところを話し合
う場をつくりました。

実施できまし
た。

話し合いを行い
多くのご利用者
の意見取り入れ
られるようにし
ます。

①　みんなの会でご利用者に関わる行事内容などを話し合う機会を設定し、ご利用者を中心に決
定します。
②　ご利用者一人ひとりが自己表現・自己決定できる機会とします。
③　地域交流活動をします。



（2）ー①行事の内容や参加を
ご利用者自らの意思で、選択
する、設定するなどの自己決
定ができるようにします。

実施できまし
た。

意思決定できる
機会を増やしま
す。

ー②年度末にみんなの会役員
選挙を通じて、立候補するこ
とや他のご利用者を推薦す
る・されるなど、自身の自己
表現・自己決定ができるよう
にします。

立候補者を募り立候補者の中
から、選挙によりみんなで役
員を決めることができまし
た。

実施できまし
た。

継続します

（3）ー①地域の中で共に生活
する一員として、地域貢献と
して美化活動を実施します、

作業の合間に美化活動を実施
しました。

実施できまし
た。

来年度は今年度
よりも美化活動
の回数を増や
し、地域に貢献
していきます。



保健衛生
（１）目標

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）ー① 希望されるご利用
者のみ健康診断を施設にて実
施します。

産業健診センターに依頼し、
検診車来訪 希望者に対して健
康診断を実施しました。
今年度は、成人病予防の観点
からHBA1ｃの測定も追加し
ました。

実施できまし
た。

来期についても
産業健診セン
ターに実施依頼
していく予定。

ー② 毎月体重・血圧測定を行
ないます。

基本的に月末に本体、分場と
分けて測定しました。

実施できまし
た。

次年度も継続。

ー③年に１度体脂肪率測定を
行ないます。

健康診断受診時に体脂肪測定
を行いました。

実施できまし
た。

次年度も継続。

ー④殺菌効果のある酸性水を
使用し,うがいを行なうよう支
援します。

毎日の休憩時に行なっていま
す。

実施できまし
た。

次年度も継続。

③　家庭支援としてご家族からの健康相談に応じます。
④　感染症の予防に努めます。

①　ご利用者の安心・安全を目指した健康支援を行います。
②　歯科衛生に努めます。



ー⑤服薬管理を適切に行ない
ます。
・常備薬の内容の把握
・災害時用の３日分の服薬管
理（４月・10月に差し替えを
行ないます）

日々の服薬管理については、
誤薬なく実施しています。常
用薬の管理についても、ご家
庭と連携を取り、把握した分
については効能書の控えを管
理しています。災害時の預か
り分については、定期的な入
れ替えを含めて実施できてい
ます。また、返却したくすり
の潰れや変性が確認されたた
め、必要な対策を取りまし
た。

実施できまし
た。

次年度も継続。
必用なら対策の
変更も考えてい
く。

（２）－①昼食後の歯みがき
支援は、コロナウィルス感染
予防を徹底しながら必要な方
には仕上げ磨きを行なう。

毎食後の歯磨きは感染対策を
行いながら、ブラッシング指
導内容を参考に必要な方に磨
き直しを行ないました。

実施できまし
た。

継続していきま
す。

－②歯科衛生士によるブラッ
シング指導を実施します。
（６月予定）

６月、全員を対象に障がい者
歯科の歯科衛生士によるブ
ラッシング指導を４回に分け
個別に行いました。結果を受
けて食後の歯磨きを徹底し、
必要な方には磨き直しを行い
ました。

実施できまし
た。

次年度も継続

ー③原則全員のご利用者に成
人歯科健診を実施します。

１２/12に実施しました。そ
の結果必要な方には医師受診
を進めました。

実施できまし
た。

次年度も継続

（３）－①嘱託医による問聴
診を実施します。

西島医院と調整し2/8に実施
しました。

実施できまし
た。

次年度も継続



（４）－①施設内のインフル
エンザ流行を防ぐため、ご利
用者・職員の呼びかけ、希望
者に予防接種を実施します。

今年度は、嘱託医の西島医院
と調整し1０/２5日実施しま
した。

実施できまし
た。 次年度も継続

－②コロナウイルス感染予防
のため非接触のアルコール消
毒と常時マスクの着用を徹底
します。（必要時以外）

毎日手指消毒器の清掃点検を
行い、アルコール液の残量も
確認した。

実施出来まし
た。コロナワク
チン接種も6回
と7回を実施し
ました。

次年度も継続。

ー③手洗いチェッカーを施設
に設置し、７月、１１月、３
月に手洗い確認を実施しま
す。ご利用者の皆様に正しい
手洗い方法を習得していただ
きます

３回／年の手洗いチエック実
施できました。手洗いが不十
分な方に対してはネットやブ
ラシを利用して洗っていただ
くように蛇口横に準備しまし
た。使用後は酸性水で洗浄後
乾燥させるようにしました。

実施できまし
た。

次年度も継続

実習・ボランティア
（１）目標

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）－① 特別支援学校、福
祉、一般学生からの実習受け
入れを年間スケジュール、現
場の状況から勘案し、計画的
に受け入れます。

特別支援学校、一般学生の依
頼に沿って実習の受け入れを
しました。

実施できまし
た。

介護等体験実習
について、要請
に基づいて受け
入れます。

①　職場体験・実習生の受け入れをします。
②　ボランティアの方が楽しく作業や行事補助ができるよう配慮します。



（２）－① ボランティアセン
ターと連携を取り、積極的に
受け入れを行います。また、
ボランティアの方との意見交
換を実施して、受け入れにつ
いての改善点などを見つけ定
着を図っていきます。

ボランティアセンターとは連
絡は十分ではなかったが、現
在受け入れているボランティ
アの方とは、意見を交換しな
がら活動協力をいただくこと
が出来ています。

実施しました
が、達成できな
かった。

ボランティアセ
ンターと連携し
ましたが結果に
結びついており
ません。引き続
き取り組んでま
いります。

－② ボランティアの方が楽し
く作業補助や行事補助が出来
ように環境作りします。

ボランティアセンターと連携
し、人材を探しました。

実施しました
が、達成できな
かった。

今後もボラン
ティアセンター
と連携し、取り
組んでまいりま
す。

法人広報誌
（１）目標

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）- ①年４回発行される
法人広報誌の紙面と適宜更新
されるホームページを利用し
て、ボワ・アルモニーで取り
組んでいる活動等について、
広く地域に向けて発信します.

　ボワ・アルモニーで行った
行事や日々の活動の様子、取
り組みを広報誌やホームペー
ジに掲載し、お知らせするこ
とが出来ました。特にホーム
ページ掲載の頻度を上げてい
く必要があった。

実施できまし
た。

今後も、ご利用
者の日常や活
動、作業の様子
が常にわかる
様、ホームペー
ジの掲載数を増
やしてまいりま
す。

－②ご利用者の個人情報に配
慮し、行事を通してボワ・ア
ルモニーのご利用者の様子を
広くお知らせします。

個人情報等に配慮し、ホーム
ページ、広報誌を媒体とし
て、日々の活動等を広く、お
知らせすることができまし
た。

実施できまし
た。

個人情報に配慮
し、日常のご利
用者の活動や、
特別な行事等も
含め、幅広くお
知らせしてまい
ります。

① より多くの方々にボワ・アルモニーの行事やお知らせに興味を持っていただけるよう編集し
ます。



虐待防止委員会
（１）目標

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）－①虐待防止責任者を
設置し,虐待防止に取り組みま
す。

虐待防止責任者を設置し、虐
待と思われる案件や繋がる案
件について話し合いました。

実施できまし
た。

虐待に繋がる無
意識の行為につ
いて、常に話し
合いができる環
境を作ります。

ー②虐待防止についての研修
を５．１０月に実施し,職員の
質の向上・人材育成を行ない
ます。

アルモニーや他事業所の虐待
に繋がる案件等を例に挙げ、
職員全員で意見交換をし、虐
待に繋がらないような支援に
ついて話し合いました。

実施できまし
た。

ー③虐待防止についてのアン
ケートを全職員に実施して、
職員の人権意識の向上を図り
ます。

自身の行為や他の支援者の行
為言動についてアンケート
で、意識を高められるよう実
施しました。

実施できまし
た。

アンケート結果
のデータを基に
傾向と対策に取
り組める努め、
虐待0に向け取
り組みます。

防災委員会
（１）目標

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

（１） －①　避難訓練（火
災、地震、水害被害想定）を
実施します

火災、地震を想定し実施しま
した。また滑り台を使用した
避難についても実施しまし
た。

実施できまし
た。

①　災害時に備え、防災意識を高めていけるよう、避難訓練、点検を実施します。
②　災害などが発生して事業継続が危機的状況に陥った際に、より重要な業務への影響を最小限
に抑え、できる限り迅速に業務を再開できるように、復旧対策の手立てを事前に策定するBCP計
画を基本に災害時の対応を進めて参ります。
（BCPとは災害などが発生して事業継続が危機的状況に陥った際に、より重要な業務への影響を
最小限に抑え、できる限り迅速に業務を再開できるように、そのための復旧対策の手立てを事前
に策定しておく計画）

①　虐待防止研修を実施しサービスの質の向上をします。



－②　起震車体験、初期消火
訓練を実施します。

計画を立てましたが、コロナ
ウィルスの影響により実施で
きませんでした。

着手できなかっ
た。

新型コロナウィ
ルスの状況を鑑
み、消防署と相
談しながら行い
ます。

－③ 　防災備蓄品の確認を年
に１回行ないます

賞味期限管理を含めて実施
し、新たに購入も行いまし
た。

実施できまし
た。

－④　年２回、専門業者に委
託し、消防設備等の点検を行
ないます。

予定通り2回実施しました。
実施できまし
た。

－⑤　防火管理責任者が、施
設・設備の総点検を行ないま
す。

施設内の設備点検とともに防
災設備および防災の視点での
点検を毎月１回実施しまし
た。

実施できまし
た。

　

－⑥　自主検査チェック票
（日常）[閉鎖障害等」を毎日
確認、記入します。

本体・分場職員により自主点
検を毎日実施しました。

実施できまし
た。

（２） －①　BCP計画に基づ
いたマニュアルを作成しま
す。
自然災害に見舞われた際、迅
速に行動するために、訓練・
定期的な見直しを行ないま
す。

ＢＣＰ計画書を作成に着手致
しました。今後は職員、ご利
用者と計画に基づく訓練に結
び付けて参りたいと思いま
す。

実施しました
が、結果が不十
分。

有事を想定した
訓練の計画を立
て、実施できる
よう取り組む。



安全衛生委員会
（１）目標

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）－①施設内の安全、快
適な環境整備を維持する為
に、日々の消毒、清掃を実施
します。

施設内に於いて、不要なもの
は処分・片付けを行い整理整
頓を心掛け、清潔な環境が保
たれるよう消毒、清掃に力を
注ぎました。

実施できまし
た。

次年度も継続。

（２）－①感染症に関する適
切な情報収集による早め予防
対策を随時検討し、対応しま
す。

コロナウイルス感染症やイン
フルエンザ、ノロウイルスに
おける感染予防を徹底しまし
た。発熱がない場合でも鼻
水、咳、のどの痛み等の体調
不良の訴えがあった際は、抗
原検査を行い、早い段階での
発見に心掛けました。陽性が
出た際は適切に対応すること
ができ、クラスター等は防げ
ました。

実施できまし
た。

次年度も継続。

－②感染者発生時対応訓練
（１１月）を実施します。

コロナウイルス感染症のみな
らず、あらゆる感染症の発症
時の対応手順を看護師を中心
に取り組みました。

実施できまし
た。

次年度も継続。

①　ご利用者・職員の安全及び衛生的な環境で過ごせるための環境整備に努めます
②　感染症対策を徹底し、感染予防に努めます。
③　安全衛生に関する研修を実施し、職員の知識の向上、育成に努めます。



（３）－①感染症及び食中毒
等の防止の対策を、内部、外
部研修で実施（適宜）しま
す。
外部研修の情報は、職員全体
に周知して共有します。

感染症に対応する手順や発生
を未然に防ぐ対策を内部研修
で学びました。手指の消毒は
通常の消毒液を使用し、うが
いは酸性水を提供し、感染防
止に取り組みました。

実施できまし
た。

次年度も継続。

日帰りレクリエーション
（１）目標

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）―①　楽しい余暇活動
出来るよう、みんなの会と連
携し、何処で何をしたいか話
し合い、実施します。

みんなの会と連携して、何処
で何をしたいか話し合いまし
た。多数決で行きたい場所を
決定し、実施しました。

実施できまし
た。

―②　ご利用者の意見や状態
を把握し、皆さんが楽しめる
企画を検討します。

バーベキューやスイーツバイ
キングなどの企画を検討しま
した。

実施できまし
た。

（２）―①　心身のリフレッ
シュを図れる企画を立て、実
施します。

スカイウォークや、スイーツ
バイキングなどを実施しまし
た。

実施できまし
た。

日帰りレクリ
エーションにお
いて、晴天の予
定で計画を立て
たため、楽しめ
なかった行程も
あったので、天
候不良を想定し
た屋内でできる
企画も検討しま
す。

①　日頃の作業を離れ、余暇活動を提供します。
②　ご利用者が楽しく笑顔になれる時間を提供します。



内部研修
（１）目標

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）－①内部研修として虐
待防止についての研修を10月
に実施し、職員の質の向上・
人材育成を行ないます。

全職員に虐待自己点検シート
をアプリケーション通じ、ア
ンケートをとり、虐待に繋が
る状況や環境、メンタルにつ
いて意識できるよう取り組み
ました。身体拘束についての
内部研修を行い、ご利用者が
不穏時の対応について深く議
論しました。

実施できまし
た。

①　虐待防止研修を実施しサービスの質の向上をします。



１．支援部門
【ボワ・ミニヨン】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

1-① 日中活動や余暇活動な
どの個別活動に合わせた食事
の提供や入浴の時間割等を行
います。

出勤時間に合わせ朝食提供を
6:30に行いました。余暇活動
に合わせた夕食提供を行いま
した。
入浴時間は日々の在寮者に合
わせて順番に声掛けを行いま
した。

実施できました

1-② カラオケレクや外食、
クリスマス会など、ご利用者
が一体となって楽しめる余暇
活動を行います。

新型コロナウイルス感染症や
インフルエンザウイルスの流
行により、当初予定していた
ホームごとの余暇活動は、8月
以降の活動を中止しました。

実施できません
でした

1-③ 個別の余暇活動では外
出日や外出先について、関係
先との連絡調整を行います。

青年学級、ドレミのなかま、
プール活動や電車鑑賞などの
外出時に、ご家庭やご本人と
連絡を取り合い、ヘルパーの
手配や活動日時の調整を行い
ました。

実施できました

2- ① 主 任 が 中 心 と な り e
ラーニングの年間計画に沿っ
て研修の実施と報告会を行い
ます。

年間で4テーマのeラーニング
研修の受講と研修報告の作成
を通じて、知識を学び定着す
る取り組みを進めました。シ
フト勤務の都合上、報告会の
開催には至りませんでした。
職員会議内での研修報告につ
いても実施できないことがあ
りました。

概ね実施できま
した

2023年度 ボワ・ミニヨン　年間総括

（１）　目標
①生活リズムに合わせた支援、余暇活動を充実します。
②eラーニングの積極的活用と目標共有面接を通して職員育成を行います。
③事業継続計画、他マニュアルの立案・見直し、各種訓練を実施します
④安定した事業継続のための職員確保や介護機器の導入を行います。



2-② 年3回以上の目標共有
面接を行い、年度目標を管理
者、職員双方で計画し、達成
状況についての確認を行いま
す。

正規職員を対象に行いまし
た。
1回目を5～6月に行い、目
標、計画を共有しました。
2回目を9～10月に行い、目標
達成に向けた行動の進捗状況
を確認しました。
3回目を2～3月に行い達成状
況について確認しました。

実施できました

2-③　東京都社会福祉協議会
階層別研修、グループホーム
世話人研修など、各種研修に
参加します。

東京都社会福祉協議会階層別
研修（チームリーダー研修）
や東京都グループホーム制度
説明会、東京都障がい者グ
ループホーム従事者人材育成
事業研修等、各種研修をオン
ライン受講しました。また、
主任・指導職層はコーチング
／メンタルヘルス等の研修を
オンライン受講しました。
研修後は報告書の回覧や職員
会議を通じたフィードバック
を行うことで、内容の周知を
図りました。

実施できました

3-①　11月のマニュアル見直
し月間を中心とし、年間を通
してマニュアルの立案見直し
を行います。

11月に支援マニュアルの上書
き作成を中心に、マニュアル
の見直しを進めました。
各種マニュアルも多岐にわた
り、管理の在り方の見直しの
必要が出ました。

概ね実施できま
した

3-② 初期消火訓練、地震・
火災避難訓練、救急救護訓練
(AED訓練)、無線電話訓練を
行います。

5月に初期消火訓練及び停電時
の電源確保訓練、6月、10月
に避難訓練をそれぞれ実施し
ました。9月の救急救護訓練
(AED訓練)避難訓練について
は、コロナ感染拡大の時期と
重なり、中止としました。無
線電話訓練も同時に実施した
他、身の守り方や避難につい
てご利用者と確認しました。

概ね実施できま
した



4-①　webでの求人を継続し
て行います。派遣や紹介会社
を通した職員募集を行いま
す。

株式会社リレイティブに依頼
し、エンゲージやインディー
ドなどのwebサイトで通年募
集を行いました。
リレイティブには人材紹介の
依頼も行いました。
正規職員、有期職員ともに採
用できましたが、目指す採用
人数には至りませんでした。

概ね実施できま
した

4-② 入浴時や移乗時に支援
をサポートする機器を導入し
ます。

入浴リフトの導入検討のため
に福祉機器展で機器の情報を
集めました。
東京都の補助金事業「障害者
支援施設等デジタル技術等活
用支援事業」を利用して入浴
リフトを購入しました。
導入したことで浴槽への出入
り等の支援がご利用者だけで
なく、職員も安心、安全なも
のになりました。

実施できました

１．支援部門
【であい】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

1-① ご家庭、通所先（日中
活動先）と連携し、精神面や
体調面における、ご本人の状
態把握に努め、安心して安全
に過ごせる支援や環境作りを
します。

服薬の確認等、必要に応じ
て、ご家庭や通所先と連絡を
取り合いました。事故等な
く、安全に過ごすことができ
ました。
また、初めてであいのショー
トステイを利用された方につ
いては、家庭からの引継ぎの
ほか、通所先などほかの利用
事業所に情報提供を求めなが
ら、支援マニュアルの作成を
進めました。少しずつ利用に
も慣れ、安全に過ごすことが
できました。

実施できました

 2023年度 短期入所であい　年間総括

（１）　目標
①生活リズムに合わせた支援をします。
②利用目的に沿った支援をします。



1-② 定時の検温など、健康
観察を行います。体調に変化
が見られる時や薬についての
確認など、必要に応じてご家
庭、通所先（日中活動先）、
その他関係機関と連携するこ
とで、迅速で適切な対応をし
ます。

健康など、必要な情報は連絡
帳や電話などを通じて通所先
と共有を図りました。利用さ
れたご利用者は安定して過ご
されている様子でした。

実施できました

1-③ 入浴時や移乗時に支援
をサポートする機器を導入し
ます。

入浴リフトの導入検討のため
に福祉機器展で機器の情報を
集めました。
東京都の補助金事業「障害者
支援施設等デジタル技術等活
用支援事業」を利用して購入
しました。
リフトを導入したことで入浴
調整をすることも少なくなり
サービス提供が広がりまし
た。

実施できました

2-① グループホーム入居な
ど将来の生活に向けた取り組
みを支援します。

ご家庭との連絡において、将
来の生活への見通しに関する
お話を伺う機会がありまし
た。ご本人及びご家庭が安心
してショートステイを利用で
きることがまず第1歩である事
を共有しながら、家庭連絡等
をふくめた支援にあたってい
ます。

概ね実施できま
した

2-② レスパイトケアを通し
て、ご家庭や保護者の生活を
支援します。

ショートステイの予約がすぐ
に埋まってしまう都合上、個
別の事案についての対応はし
かねるものの、ご家庭に安心
してご利用いただけるよう取
り組むことで、レスパイトケ
アにつながっています。

概ね実施できま
した



１．支援部門
【全体】

　計画 実施状況 評価 今後の課題

（1）-①　一人ひとりの得意/
不得意、好き/苦手を理解し、
持っている力を十分に発揮し
活動できる環境を整えます。

児童一人ひとりの好みや得手
不得手を把握し、対応や活動
設定の工夫をしました。こだ
わりや、切り替えの難しさな
ど生活に困難が見られるとき
は、できるだけこだわりの原
因（きっかけ）になる事象を
取り除くと同時に、原因の分
析や統一した対応を検討し、
試行しました。環境を整える
ことで、不適切行動のきっか
けが減り、活動や行動に落ち
着きがみられることもありま
した。

実施できました
次年度も継続し
ます

（1）-②　遊びや活動、人と
の関わりを通して、安心して
チャレンジできる環境を整え
ます。

年間を通じてクッキングや制
作など様々な活動を設定し、
いろいろな素材に触れること
や経験をすることを大切にし
ました。活動内容を分かりや
すく伝え見通しを持てること
や職員からの励ましや適切な
介助をすることで、安心して
チャレンジできる環境を工夫
しました。連絡帳やアンケー
トを通じて「楽しかった」と
いう意見を多く聞くことがで
きました。

実施できました
次年度も継続し
ます

⑤収支のバランスを整えます。

④児童支援部の各事業所が連携し、円滑な運営を行います。
（２）目標
①児童一人ひとりに寄り添った支援を行います。
②職員は専門的な視点で発達や成長を捉え、質の高い支援や活動を提供します。
③児童の障がいや特性に合わせ、サービス提供を行います。
④ご家庭、学校、地域との連携に積極的に取り組みます。

 2023年度 　　児童支援部　年間総括
部門別年間総括

（１）運営方針
①安心、安全な活動ができる場を提供します。
②いろいろな人との関わりや、発達段階に応じた楽しい遊びを提供します。
③遊びを通して社会性を育みます。



（2）-①　児童の表情や様子
だけでなく、環境や前後の状
況、言葉かけのタイミングや
内容など多角的な視点で、行
動のきっかけや原因を探り解
決策を考えます。

日々の打ち合わせや振り返
り、職員会議等の中で児童の
行動についての気づきやを職
員間で共有しました。周囲の
環境や言葉かけに対する反応
について集めた情報をもと
に、行動のきっかけや原因を
探りました。思い当たる（考
えられる）原因を減らすな
ど、対応を工夫し、行動の変
化を観察しながら改善に向け
て取り組みました。

実施できました
次年度も継続し
ます

（2）-②　児童の「今」を大
切にすると同時に、将来必要
となる力にも目を向けて活動
や支援を考えます。

児童の要求を受け止め、「願
いがかなった、自分が尊重さ
れた」という自己肯定感を感
じられる関りや支援をすると
同時に、必要な場面では待つ
ことや我慢をすることも経験
できるような対応を工夫しま
した。自己決定や自己選択に
ついても、選択決定できる環
境を整えつつ、選択範囲が広
がり過ぎないよう、一定の範
囲を考え対応しました。可能
な範囲の中で満足できること
も大切にしました。

実施できました
次年度も継続し
ます

（2）-③　研修やケースカン
ファレンスを通して、障がい
や個人についての理解を深め
ます。対応や手立てについて
も、専門的な視点を持って検
討します。

年二回、外部講師による心理
研修（カンファレンス）を行
い、直面している対応課題に
ついて学びました。障がい特
性や固有感覚について理解を
深め、個人の感覚世界を理解
した上で対応や手立てを検討
しました。ケースカンファレ
ンスや相談支援のモニタリン
グ対応の際は、「できること
や苦手なこと」だけでなく、
個人の状態を把握したうえで
「見立て」や「具体的な対
応」についても伝えることを
意識しました。

実施できました
次年度も継続し
ます



（3）-①　３事業所を学年で
分けることで、生活年齢を意
識した活動やサービスを提供
します。

体力や興味、その年代で必要
な経験や取り組みについて検
討し、活動を設定しました。
戸外活動についても、年齢や
個人の状態、体力に合わせ
て、時間や活動内容を工夫し
ました。自分でできること、
選択することなどを活動に取
り入れ、それぞれの年齢に合
わせた「主体性」を大切にし
ました。

実施できました
次年度も継続し
ます

（3）-②　法人内看護師と連
携し、医療的ケアが必要な児
童が利用しやすい環境や体制
を整えます。

生活介護の看護体制が整った
時は、やや安定した利用をす
すめることができました。看
護師の離職や、生活介護事業
所の看護ニーズの高まりによ
り、児童の医療的ケアまで手
が回らないこともあり、医療
的ケア児が安定して利用する
状況には至りませんでした。

実施しましたが
結果が不十分で
した

看護師の配置や
車両借用の調
整、空間の使用
調整を積極的に
行い、医ケア児
の安定した利用
に取り組みま
す。

（4）-①　保護者向け事業所
見学会や保護者懇親会を実施
し、学校卒業後のイメージを
持つことや保護者間の交流を
持つことができる場を提供し
ます。

感染症の状況に配慮しつつ、
事業所見学会、保護者懇親会
を実施しました。見学会は多
くのご希望をいただき、2回に
分けて実施しました。利用し
ている児童だけでなく、兄弟
児の卒後の参考にされるご家
庭もあり「見学できて良かっ
た」「イメージを持つことが
できた」とのご意見を多くい
ただきました。懇親会だけで
なく、見学会も保護者間交流
の機会となりました。

実施できました
次年度も継続し
ます



（4）-②　個別面談の実施と
合わせてオンラインで話を聞
けるよう「おはなし広場」を
開設し、個人の発達や生活に
関する疑問や悩みについて相
談しやすい環境を整えます。

各事業所で面談期間を設定
し、希望者を対象に面談を実
施しました。オンラインでの
「おはなし広場」の利用は多
くはありませんでしたが「話
を聞ける場」として面談、
メール、電話などのツールと
合わせて幅広い選択ができる
環境を整えました。話を聞く
だけでも、少しの安心や次の
展開に向かう力を与えられる
ことが感じられました。

実施できました

定期的に案内を
しながら、相談
ツールの一つと
して位置づけが
できるようにし
ます。

（4）-③　放課後等デイサー
ビスガイドラインの遵守及び
自己評価の結果を公表しま
す。

保護者、事業所双方の自己評
価を実施しました。プリン
ト、メールでの案内を複数回
行い、より多くの意見を集め
られるようにしました。ガイ
ドラインに沿って、まとめ、
検討、公表を行いました。

実施できました
次年度も継続し
ます

（4）-④　下校時に児童の様
子や学校での過ごし方につい
て積極的に確認し、学校との
連携した支援を行います。

その日の状況や体調、排泄の
有無などについて、下校時に
確認し、必要な対応や配慮が
できるようにしました。同時
に事業所で気になることにつ
いても確認し、学校と事業所
での違いに気づけるようにし
ました。学校とギャップがあ
ることに関しては、その原因
を考え、対応を検討、工夫し
ました。

実施できました

支援会議等に積
極的に参加し、
情報共有や一体
的な支援につい
て検討できるよ
うにします。

（4）-⑤　関係機関との連絡
会や支援会議に積極的に参加
し、地域の情報を集めます。

設定された支援会議にはでき
るだけ参加するよう調整しま
した。時間や体制が整わない
時は、担当の方と連絡をと
り、資料の提供を行い、会議
後には議事録を送ってもらう
などの対応で、全体像を理解
したり、足並みを揃えた対応
を意識しました。会議や電話
連絡を通して、情報共有しや
すい関係を作ることができま
した。

実施できました
次年度も継続し
ます



（5）-①　豊かな時間の提供
を工夫しながらも、収支バラ
ンスの取れた事業所運営をし
ます。

収支バランスを考え、職員の
配置や稼働率を調整しまし
た。以前より少ない職員体制
で支援を行うこととなりまし
たが、活動内容や職員の動き
を工夫し、戸外遊びや制作、
クッキング活動など様々な活
動の設定も大切にし、実施し
ました。

概ね実施できま
した

利用率の低下に
よる、収入減少
がありました。
限られた職員で
も様々な活動が
できるよう工夫
しまし、取り組
みました。

（5）-②　法人内複数事業所
契約や固定日の調整などによ
り利用しやすい環境を整え、
稼働率の安定を図ります。

一人の児童がコンサールとフ
ルール/フルールとエールの2
事業所を利用できる仕組みを
整え、より多くの利用受け止
めができる体制を整えまし
た。事業所間の調整を丁寧に
行い、円滑な実施をすること
ができました。

実施しましたが
結果が不十分で
した

2事業所契約に
より一定の効果
をあげることは
できましたが、
全体的に予約の
少なさがみら
れ、また、感染
症等により利用
率が低下する時
期がありまし
た。

１．虐待防止委員会

　計画 実施状況 評価 今後の課題

（1）-①　運営会議と合わせ
て虐待防止委員会を開催し、
虐待や身体拘束防止の検討を
行います。事業所ごとの状況
を把握し、情報共有したうえ
で適切な対応を検討し、児童
支援部として共通認識が持て
るようにします。

毎月運営会議の際、責任者が
中心となり、月1回虐待防止委
員会を設定し取り組みの検
討、情報共有を行いまし
た。。事業所ごとの状況の確
認、検討事項の検討も合わせ
て行い、適切な支援について
検討しました。
3か月ごとの身体拘束適正化委
員会も実施し、事業所ごとの
状況を確認し情報共有しまし
た。
虐待防止研修の内容や進め方
の検討を行い実施しました。

実施できました
次年度も継続し
ます

委員会年間総括

（１）目標
①虐待防止や児童の安全と権利擁護に向けて取り組みます。



（1）-②　１０月、全職員を
対象とした虐待防止研修を行
います。権利擁護や虐待防止
について学び理解を深めま
す。また、虐待防止チェック
リストの結果をもとに、児童
支援部としての対応を検討
し、事業所ごとに改善方法を
検討します。

職員会議内で全職員対象で研
修を行いました。虐待防止研
修前にチェックリストを実施
し、集計結果を含め全職員に
周知しました。回答が分かれ
る項目に関しては、全体の会
議内で対応方法や課題の検討
を行い改善策の話し合いを行
いました。
研修の中では虐待防止の手引
きの確認と、eラーニングにて
研修を行いました。欠席者に
も個別で説明を行いました。

実施できました
次年度も継続し
ます。

（1）-③　気づきを共有でき
る、風通しの良い職場環境を
整えます。事業所ごとの打ち
合わせ等で、支援方法や関わ
り方などに関しても意見交換
できるようにします。状況に
応じて児童支援部全体の会議
でも取り上げ、支援の不安や
悩みを共有し、一人が抱え込
まない環境を作ります。

事業所ごとに、支援前の引継
ぎや打ち合わせを実施しまし
た。支援の根拠を明確にし必
要性を共有すると同時に、他
に手立てがないかということ
について、職員間で話し合
い、より良い支援のあり方を
工夫しました。
各事業所で検討されたことや
上がった意見に関しては委員
会内で議題として提案し、検
討し結果の報告を全体に行い
ました。

実施できました
次年度も継続し
ます

１．虐待防止委員会

　計画 実施状況 評価 今後の課題

（1）-①　3ケ月に一度身体
拘束委員会を開催し、身体拘
束に関わる現状把握、見直し
等について検討します。

予定通り委員会を開催し、必
要な内容について確認、検討
しました。個別の対応につい
て、丁寧に情報共有し、適正
についての検討を深めまし
た。

実施できまし
た。

次年度も継続し
ます。

①事業所内での身体拘束廃止に向けた取り組みを実施します。
①安全確保のため、やむを得ず身体拘束をする場合の検討を行い、記録を徹底します。

2023年度 児童支援部全体　委員会年間総括

（１）目標



（1）-②　虐待防止と合わせ
て身体拘束に関する研修を実
施し、身体拘束廃止に向けた
基本方針や取り組みに対する
理解を深めます。

10月の虐待防止研修を合わせ
て、身体拘束に関する研修を
行いました。車いすのベルト
など、ご本人の安全を守るた
めのものでも身体拘束にあた
ることもあるという事実を理
解し、その必要性や実施につ
いても丁寧に考えられるよう
にしました。

実施できまし
た。

次年度も継続し
ます。

（2）-①　安全確保を目的と
した身体拘束について、事業
所内での定期的な見直し、改
善を検討し、身体拘束適正化
委員会の中でさらに検討を深
めます。

会議において実施の状況や個
人の様子、ご家庭との連絡に
ついて確認しました。定期的
な見直しの中で、身体拘束で
はない方法で安全を確保する
方法について議論し、対応を
検討しました。個人の安全を
守るために必要なもの（取り
組み）については、その必要
性についても十分に議論しま
した。

実施できまし
た。

次年度も継続し
ます。

（2）-②　安全確保を目的と
した身体拘束を行う際は、ご
利用者、保護者への説明を丁
寧に行い同意を得ます。ま
た、実施の際は状況や必要性
について丁寧な記録を徹底し
ます。

車内での補助ベルトなど、そ
の必要性については、児童の
状況や行動を含め、丁寧にご
家庭に伝え確認を行いまし
た。自主送迎の実施など代替
策も選択肢として提示し、よ
り適切な対応についてもご家
庭と検討しました。
実施については、ケアカルテ
にて日々の状況を記録しまし
た。

実施できまし
た。

次年度も継続し
ます。

２．安全衛生委員会

　計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）目標

①児童・職員の安全及び衛生のための取り組みを実施します。
②事業所内の重大事故を未然に防ぐ事故予防に努めます。
③児童・職員が健康で快適に過ごせる施設環境を整えます。



（1）-①　運営会議と合わ
せて安全衛生委員会を開催
し、児童・職員の安全衛生
及び労務環境についての検
討、整備を行います。

月に一度、安全衛生委員会
を実施し児童の健康状態や
職員の健康、労務環境につ
いて検討、情報共有しまし
た。

実施できまし
た

次年度も継続
します。

（1）-②　11月、全職員を
対象とした感染症研修を実
施し、感染症予防、衛生環
境についての理解を深めま
す。

11月に、全職員を対象とし
た感染予防研修を実施しま
した。感染症対応マニュア
ルの確認を中心に行い、必
要な対策について周知しま
した。各事業所に設置して
いる、感染症対応セット
（吐物処理セット）の内容
を確認し、必要時には迅速
に対応できるよう整えまし
た。

実施できまし
た

引き続き、基
礎的な知識や
実践的な技術
を学べるよう
な研修を工夫
します。

（2）-①　事業所内でのひ
やりはっとについて検証、
必要な対策を講じることで
重大事故を予防します。

それぞれの事業所で気づい
たひやりはっとや安全衛生
に関わることについて、安
全衛生委員会の中でも検討
し、必要な対応について、
職員会議で周知できるよう
にしました。社会的に
ニュースになった事故につ
いても、自事業所に置き換
えて危険やリスクについて
検討し、事故防止に努めま
した。

実施できまし
た

ひやりはっと
の抽出方法を
工夫し、より
安全な支援が
できるよう検
討します。



（2）-②　事故検証では、
直接的な要因だけでなく背
景となる要因にも目を向
け、環境改善を含めた再発
防止に努めます。

事故発生の際は、各事業所
で原因、対策について検討
しました。児童に関わる事
故については、本人の行動
特性や得たい刺激、支援の
あり方、空間環境などさま
ざまな視点から検証し、解
決策を模索しました。安全
衛生委員会の中でもさらに
深め、再発防止に努めまし
た。

実施できまし
た

次年度も継続
します。

（2）-③　防犯研修や訓
練、マニュアルの整備等を
行い、防犯に対する意識を
高めます。

研修やマニュアルの整備に
は至りませんでしたが、不
審者の侵入などの際に、児
童、職員の安全を守ること
堂について話をし、意識を
持てるようにしました。社
会的な事件や事故について
も情報を集め、防止や抑止
への意識を高めました。

概ね実施でき
ました

次年度も継続
します。

（3）-①　定期的に設備や
備品、玩具等の安全を確認
します。

備品や玩具の点検を定期的
に実施し、破損や不具合が
みられるものについては適
切に修理、破棄しました。
備品や玩具の破損による事
故は発生しませんでした。

実施できまし
た

次年度も継続
します。

（3）-②　定期的な換気や
季節に合わせた温度湿度に
配慮し、健康に快適に過ご
せる環境を整えます。

感染症に気を付け、定期的
な室内の換気や温度調節を
行いました。感染症の対応
については市や保健所との
やり取りをしながら適切な
対応ができるよう努めまし
た。

実施できまし
た

感染症対応に
ついては、学
校等の対応に
準じた対応が
できるよう検
討します。

３．防災委員会



　計画 実施状況 評価 今後の課題

（1）-①　火災想定の避難
訓練、地震想定の避難訓練
を1回ずつ、1週間を通して
実施します。

火災（５月）、地震（１
月）を想定した避難訓練を
実施しました。一週間を通
して設定することで多くの
児童、職員が避難訓練に参
加し安全意識の向上に努め
ました。

実施できまし
た。

年間予定、連
絡帳、広報、
HPなどで保護
者へお知らせ
をしています
が周知しきれ
ていない様子
が伺えている
ので周知のあ
り方について
検討します。

（1）-②　避難訓練の振り
返りを行い、必要な備品や
人の動きを確認し、適切な
防災環境を整えます。

訓練実施後に各事業所ごと
で振り返りを実施しまし
た。備品や避難のあり方を
再検討し、実際に避難が必
要な場面でスムーズな避難
ができるよう環境を整えま
した。実施内容については
報告書を作成し次年度に活
かせるようにしました。

実施できまし
た。

次年度も継続
します。

（2）-①　年間計画で日程
を整え、計画的に実施しま
す。

年間計画（児童支援部共
通）で決めた日程で計画的
に実施しました。年間計
画、連絡帳、HPなどを通し
て実施状況を保護者にも周
知しました。居住支援部、
児童支援部合同での初期消
火訓練やAEDの取り扱いに
ついて研修形式で訓練を実
施し防災、応急救護への意
識を高めました。

実施できまし
た。

次年度も継続
します。

（１）目標

①災害に備え、避難訓練を実施し、職員・児童の防災意識を高めます。
②消火訓練、応急救護訓練、AED研修を実施します。
③災害備蓄品の適正な管理や補充を行います。



（3）-①　各事業所で必要
な防災備蓄の確認をしま
す。賞味期限を確認し、無
駄なく消費、追加をしま
す。また、備蓄内容につい
てリスト化し、分かりやす
く管理します。

各事業所ごと必要な防災備
蓄品の確認を進めました。
賞味期限を確認しながら、
活動の中で（おやつ、昼食
など）無理なく消費してか
らの購入を進めました。備
蓄内容、消費期限リスト化
し見やすいところに掲示す
るなどして管理しました。

実施できまし
た。

次年度も継続
します。

４．送迎委員会

　計画 実施状況 評価 今後の課題

（1）-①　半年に一度の定
期点検を行います。また各
事業所での走行前点検を行
い、安全に走行できるよう
車両を整備します。

各事業所で半年点検、車検
を実施しました。また送迎
実施前には全車両点検を行
い、安全に走行が行えるよ
うに車両の整備を行いまし
た。

実施できまし
た。

次年度も継続
します。

（1）-②　運転者チェック
リストや健康確認等、運転
者の適正を確認し、安全に
送迎業務を行います。

運転手の健康確認や適正に
ついては運転手に直接確認
を行いまいした。運転手か
らの申し出により勤務日の
変更や運転車両を限定する
など、安全な送迎が行える
ように努めました。

実施しました
が、結果が不
十分でした。

次年度も継続
します。
運転者チェッ
クリストの整
備を行う。運
転前の健康確
認を行える
ツールを整備
する。

②災害や事故に備え、マニュアルの作成や災害対応訓練を実施します。

（１）目標

①安全な送迎を実施します。



（1）-③　運転者は、交通
ルールを遵守し安全な走行
に努めます。

送迎実施中の人身事故・違
反はなく、交通ルールを遵
守した安全な送迎が実施で
きました。

実施できまし
た。

次年度も継続
します。

（1）-④　車内では児童の
座席配置に配慮し、安全に
乗車できるようにします。

乗降順や児童同士の相性や
特性を考慮して座席を配置
しました。また、置き去り
防止装置を全車両に設置
し、児童の置き去りが無い
ようにしました。車内での
大きなトラブル・事故はな
く、安全な送迎が実施でき
ました。

実施できまし
た。

次年度も継続
します。

（2）-①　事故時における
マニュアルを整備し、迅速
な対応ができるようにしま
す。

事故対応マニュアルを各事
務所に設置しており、いつ
でも閲覧できる環境を整え
ています。年に１度、災害
対応訓練の際に確認をし、
事故が起きた際に迅速な対
応ができるように努めまし
た。

実施できまし
た。

次年度も継続
します。

（2）-②　災害時に備え、
実際に車両を運行させた災
害対応訓練を実施し、適切
な判断ができるようにしま
す。

年に１回、送迎に関わる職
員（運転手、添乗員）を対
象にして、災害対応訓練を
実施しました。実際に車両
を走行させ、安全確保と連
絡の訓練を行いました。

実施できまし
た。

次年度も継続
します。

５．広報委員会

　計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）目標

①広報誌にて、児童支援部の取り組みや活動の様子を広く伝えます。
②ホームページを活用し、活動の様子や必要な情報を発信します。



（1）-①　広報発行に合わ
せて、原稿を構成し地域や
保護者に向けて活動の様子
や取り組みを紹介します。

今年度の広報発行（4月、7
月、９月、1月）に合わ
せ、原稿のテーマを受けて
記事を作成しました。事業
所ごとの活動の様子や取り
組みを写真を使用して紹介
することができました。

実施できまし
た。

次年度も継続
します。

（1）-②　写真使用につい
て、毎年、個人情報同意書
にて同意の有無について確
認をします。個人情報の取
扱いに厳重に注意します。

写真使用について同意があ
るご利用者のみ掲載するよ
うに広報誌やホームページ
を作成しました。
広報発行前、HP掲載前には
決裁にて内容や写真の使用
可否の確認を行いました。

実施できまし
た。

次年度も継続
します。

（2）-①　保護者会資料や
年間予定など、必要な情報
をホームページ上で確認で
きるようにします。

ホームページの児童支援部
専用ページにおいて、保護
者会資料や年間予定などの
情報提供を行いました。ま
た、法人ホームページにて
２０２３年度児童支援部事
業所自己評価集計及び検討
結果を掲載しました。

実施できまし
た。

次年度も継続
します。

（2）-②　事業所での活動
について、定期的に記事を
投稿しお知らせします。

各事業所ごとに定期的に
ホームページの記事を作成
し、更新をしました。活動
の様子を写真を交えて紹介
することができました。

実施できまし
た。

次年度も継続
します。

6．苦情解決委員会

　計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）目標

①利用児童、保護者、地域からの苦情や要望に対して、適切な対応を検討します。



（1）-①　苦情や要望の内
容を正確に把握できるよう
丁寧な聞き取りを行い、適
切な対応を検討します。

年間を通して苦情の発生は
ありませんでした。要望に
ついては傾聴姿勢を意識
し、丁寧に話を聞くと同時
に、具体的な要望を確認
し、事業所としてできるこ
ととできないことを明確に
お伝えしました。会議にて
情報を共有し統一した対応
ができるよう整えました。

実施できまし
た。

次年度も継続
します

（1）-②　苦情、要望、相
談については、迅速に対応
します。

寄せられた要望、相談につ
いては、職員、主任、園長
など対応職員について判断
し、時間をあけずに対応し
ました。判断の内容につい
ても全体で共有し、ズレの
ない対応を心掛けました。

実施できまし
た。

次年度も継続
します

（1）-③　苦情の内容や対
応の経過、検討結果につい
て、必要に応じて情報開示
できるよう、透明性の高い
対応をします。

苦情の発生はありませんで
したが、苦情につながりそ
うな事故については苦情解
決第三者委員会へも報告し
ました。委員会でいただい
たご意見を活かし、より良
い対応やサービスを工夫し
ました。求めがあった場合
には当事者へも開示できる
内容で報告書を作成しまし
た。

実施できまし
た。

次年度も継続
します



１．支援部門
【ボワ・コンサール】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

（1）-① 個人の発達の段階や

特性を理解し、成長を促せるよ
う適切な支援を検討・実施しま

す。研修やケースカンファレン
スを通して、多角的に個人を理

解し柔軟な視点で支援を検討し
ます。支援方法の根拠を明確に

持ち、統一した対応ができるよ
うにします。

好きなことや興味を持てること
を探りながら、活動や関りを工
夫しました。好きな遊びをじっ

くりと楽しんだり、好きなこと
をきっかけに、職員や友達との

コミュニケーションをとること
を楽しみました。友達や職員、
集団を意識できるような活動も

取り入れ、「友達と遊ぶこと」
「みんなで楽しむこと」ができ

るよう工夫しました。ごっこ遊

びやすごろく、トランプ、ビン
ゴ大会等集団遊びを楽しむ様子

が多くみられました。児童同士

のトラブルには、職員が介入
し、解決することやトラブルに

繋がらない遊び方を経験しまし

た。

実施できました

個人の障がい特性の理解や成

長を促す支援について、更に
専門的な視点で支援ができる

ようにします。

（1）-② 児童一人ひとりの得

意や苦手を把握し、「見て分か

る」「単語で分かる」「行動で
伝える」など、個人にとって分

かりやすい方法で情報を伝えま
す。文字や視覚的な手がかりな
ど様々なツールを工夫し意思表

示をしやすい環境を整えます。

個人に合わせた言葉の量や視覚

的な手がかりの使用など、分か

りやすい情報の伝え方を工夫し

ました。言葉の影響を受けやす
い児童に対しては、なるべく言

葉を減らし、耳からの情報に振

り回されない対応を心掛けまし
た。また、玩具カードや文字盤
の使用、言葉やジャスチャーな
ど、伝えたいことをできるだけ

正確に伝えることや受け止めら

れることができるよう支援しま

した。

実施できました

相手にしっかりと伝わる情報

の伝え方や受け止め方を工夫

し、できるだけ正確に気持ち
の疎通ができるよう工夫しま
す。

2023年度 ボワ・コンサール　年間総括

（１）　目標

①一人ひとりの障がい特性や発達、性格を理解し、個人に合わせた適切な対応をします。

②安心できる環境の中で、好きな遊びや得意な遊びに取り組み、楽しい時間を過ごせるようにします。



（1）-③ 児童の思いを理解
し、寄り添いながらも善悪につ

いては明確に伝えます。気持ち
をしっかりと受け止めているこ

とを伝えつつ、意志を貫くため
の激しい行動に対しては揺れな

い対応をすることで信頼関係を
築きます。信頼関係をもとに、

気持ちを伝え方やより適切な行
動を促し、成功体験を増やしま

す。

表現される感情や表出される行
動の本質を理解しつつ、表現や

表出の方法については適切に行
えるよう支援しました。「善い/

悪い」「できる/できない」こと
を端的に明確に伝え、納得を促

しました。職員の反応を伺うよ
うな行動については揺れない対

応をし、適切な関係を築きまし
た。気持ちを適切に伝えられる

環境や関係を整えました。

実施できました

個人の思いや気持ちを受け止

め、尊重しつつ、気持ちや意
志の伝え方については、その

適正さについても伝えること
ができるよう支援します。

（1）-④ 行動のきっかけや原

因となる事象や環境について丁

寧に分析します。複合的な要因
を視野に入れ、対応や環境を工

夫します。視点や対応について

PDCAを繰り返しより精度の高

い分析を目指します。不適切な

行動につながる要因を減らすこ
とで、持っている力を十分発揮

して生活できるよう支援しま

す。

行動前、行動中、行動後の様子
を丁寧に観察し、本人がどのよ

うな結果（効果）を得ているの

か分析をすることを大切にしま
した。「注目」「感覚」など、

同時に複数の結果（効果）を期

待している行動も多く、不適切
な行動で得られるものを最小限

にできるよう対応を工夫しまし

た。必要に応じて、刺激の少な

い場所で個別の活動設定をする

などし、穏やかな気持ちで遊び
や人との関りを楽しむ経験を積

めるようにしました。

実施できました

児童の様子を丁寧に観察し、

行動のきっかけや本人が得よ

うとしていることを正しく把

握し、適切な対応（支援）が

できるようにします。

（2）-① 一日の活動の中で動
きのある遊びと、ゆっくりじっ
くり楽しむ遊び、また集団で楽

しむことと、少人数で安心して
過ごせることを、バランスよく

行えるよう活動や環境を設定し

ます。

一日の活動を2チームに分け、

「戸外遊び」「室内遊び」を交

互に設定しました。戸外では職
員体制を整え、安心して好きな
遊びを楽しめるよう活動を行い
ました。室内の人数も半数にな

ることで、集中して自分の好き

な遊びに取り組める環境を整え

ました。個人の興味や得意なこ

とに合わせて、活動場所を設定
するなど、遊びやすさを考える
ことを大切にしました。

実施できました

大人数でも安心して、満足し

て遊べる環境や活動設定を工
夫します。



（2）-② 一人ひとりの興味や
できることを把握し活動に取り

入れ、楽しめることや自信を
持って取り組めることを大切に

します。同時に、苦手なことに

対しても取り組みやすい環境や
「できそう」と思える設定、安

心できる人からの励ましを工夫
し、チャレンジすることを大切
にします。

個人の好みや得手不得手を把握

しながら活動や遊びを設定し、
遊びやすい環境を整えました。
個人の様子を観察し、どのよう

な感覚をどのように楽しんでい
るかを知り、遊びを提案しまし

た。遊びを通して「楽しむ」

「チャレンジする」「合わせ
る」などの経験ができるよう活

動内容や支援を工夫しました。
遊びの中で得られる達成感や満
足感を大切にし、褒める、認め

るなどの方法で気持ちに寄り添
える支援を行いました。

実施できました

チャレンジしやすい環境や関
りを工夫し「やってみよう」
と思えることを大切にしま

す。職員らの働きかけだけで

なく、児童を同士の刺激（自
分もやってみたい！と思える

こと）も大切にします。

（2）-③ 児童がしっかりと力
を使う（発揮する）場面を設定

し、児童自身が「がんばった！

できた！」と感じられるような
経験を増やします。個人の力が

最大限に発揮できるよう「やり

すぎない、やらなすぎない支

援」を検討し、実施します。が

んばったことやできるように
なったことを褒められる（認め

られる）経験を通して、多くの
満足感や達成感を得られるよう

支援します。

活動の中に工作を設定し全員が
取り組むことを大切にしまし

た。「今日の工作は何？」と楽

しみにしている児童も多く、意
欲的に取り組む姿がみられまし

た。「見本を見て一人で作る」

「職員が説明をして作業する」

「職員が手添えで作業する」な

ど、児童に合わせて取り組み方
や支援量を調整し、達成感や満

足感を得ることを大切にしまし

た。

日常生活の中でも「自分ででき

ること」を見極め、「やってみ

よう！」と思える環境を整えま

した。

実施できました

「持っている力をしっかりと

使う」「正しくエネルギーを

使う」ことを計画的に活動に

取り入れ、本人ががんばった
と思えることで褒められるこ

とを大切にします。



１．支援部門
【ボワ・フルール】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

（1）-① 障がい特性や発達段
階を理解し、一人ひとりにあっ
た適切な支援をします。ケース
検討会議を通して児童の様子、
行動の背景を正確に捉え支援方
法の検討、振り返りを実施し児
童が穏やかに楽しく過ごせるよ
うにします。

特性や発達段階を踏まえ、ケー
ス検討会議や支援前の打ち合わ
せを行いました。児童の様子や
行動の背景などを探りながら支
援方法の検討、共有に努め統一
した支援に繋げました。

実施できまし
た

（1）-② 興味のあることに集
中して取り組む時間と、集団活
動で皆と一緒に取り組む活動を
バランスよく設定します。

エアポリンやフィットネスシー
ソーなどの集団活動と興味のあ
ることに集中して取り組む活動
をバランスよく設定しました。
児童の興味、関心があることに
ついても職員間で共有し、楽し
く過ごせる環境を整えるなど工
夫して取り組むことができまし
た。

実施できまし
た

（1）-③ 得意や苦手を職員間
で共有し、遊びの幅や他者との
関係性を拡げていけるよう支援
方法の検討、工夫をしていきま
す。苦手なことにも遊びを通し
て無理なく挑戦し成功体験を重
ねていけるように支援します。

児童が苦手なことなどについて
も職員間で共有し、無理なく挑
戦できる環境を整えました。必
要に応じて職員が間に入り苦手
なことにも遊びながら挑戦し、
成功体験を重ねることで自信に
繋げました。失敗に繋がってし
まう場面でも、次は頑張れるよ
うな関わりを続けました。

実施できまし
た

（1）-④ 安心、安全に活動で
きるように施設設備、玩具の整
理整頓、清掃、感染症予防（消
毒、換気など）に努め衛生的な
環境を整えます。

玩具、扉、窓、送迎車の車内な
どの清掃、消毒、換気を徹底
し、施設の美化衛生や感染リス
クの軽減に努めました。遊具は
定期的に点検し安全に使用でき
るようにしました。食事、おや
つを食べる時の距離や座席に配
慮し感染防止に努めました。

実施できまし
た

2023年度 ボワ・フルール　年間総括

（１）　目標

①一人ひとりの気持ちに寄り添い、個人に合わせて適切な支援をします。

②安心して活動できる環境を整え、遊びながら社会性を育みます。



（2）-① 身の回りのこと、で
きることは自分で最後までやり
きることを大切にします。でき
たことを認められる、褒められ
る経験を重ね、達成感を味わい
他者との適切な関わりを支援し
ます。

必要に応じて職員が手伝いなが
らも、身の回りのことやできる
ことは最後までやりきることを
大切にしました。できたことや
お手伝いをしたことは褒められ
たり、感謝される経験を重ねる
ことで達成感や次の意欲に繋げ
ました。

実施できまし
た

（2）-② 季節に合わせた制作
やクッキングを年間スケジュー
ルに沿って計画的に実施しま
す。作る、食べることを通して
達成感を味わい、友達と協力す
る経験を大切にします。また、
児童が主体となり相談しながら
やりたいことを決定し、活動に
取り入れます。自分たちで活動
を決めることで楽しみや達成感
に繋げます。

年間計画に沿って、季節の制作
やクッキングを実施しました。
制作は、季節を意識できる内容
や自然物を取り入れながら日本
の風習も感じられるようにしま
した。児童が「どこまでできる
か」を見極めながら集中して取
り組める環境を整えました。
クッキングでは皆で協力して作
る体験を味わいました。夏休み
中には昼食（焼きそば）作りや
買い物（おやつ）、水遊び、夏
祭りなど夏休みにしかできない
活動を設定し楽しみました。

実施できまし
た

（2）-③ 移籍対象の児童が、
移籍後も安心して楽しく活動で
きるように、環境を整え情報を
共有しながら必要な支援を継続
します。児童の気持ちを受け止
め、相手に認められる経験を重
ね信頼関係を築きます。

児童の移籍に関しては、移籍前
の利用や個別支援計画などを利
用し情報共有をしながら引き継
ぎを行いました。新しい環境で
も移籍児童が安心して楽しく過
ごせるように気持ちに寄り添い
ながら信頼関係を築きました。

実施できまし
た

（2）-④ 安心、安全に活動で
きるように施設設備、玩具の整
理整頓、清掃、感染症予防（消
毒、換気など）に努め衛生的な
環境を整えます。

支援前後に保育室の清掃、整頓
を行いました備品や玩具につい
てものアルコール消毒を行い衛
生的な環境を整えました。活動
中にも保育室の換気を心がけ感
染症予防に努めました。

実施できまし
た



１．支援部門
【ボワ・エール】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

（1）-① 一人ひとりの障がい
や行動の特性、心と体の状態を
理解し、個々の気持ちに寄り
添った支援を行います。行動の
背景を含め、不適切な行動の要
因となり得ることの検証を行い
支援の手立てや環境の設定を検
討・実施します。

支援前に職員間で一日の活動の
内容、支援での留意点や個人に
関する振り返りを行い、情報共
有をしました。対応方法で迷う
ことや困っていることに関して
は、職員会議や打ち合わせで具
体的にどのような対応をしてい
くかを全体で検討し、実施しま
した。全体で検討することで、
職員が共通の認識をもって支援
することができました。

実施できまし
た

次年度も継続します。
障がい特性を理解したうえで、
適切な支援ができるようにして
いきます。
見える行動だけでなく、行動の
背景を探り具体的な支援方法を
見つけていきます。

（1）-② 活動の中で、体を動
かす活動や、のんびりリラック
スした気持ちで過ごせること、
集団で活動することをバランス
よく設定します。

集団活動、個別活動をバランス
よく提供しました。制作、クッ
キングなどの行事を設定し、季
節を感じたり、みんなで協力し
ながら取り組むことを大切にし
ました。
外出などについても、それぞれ
の体調等を考慮して活動の組み
立てをしました。

実施できまし
た

A部門児童とB部門児童が一緒に
過ごしているため、体調面には
留意し各個人にとって無理の無
い活動の提供をしていきます。

（1）-③ 活動の狙いや目的を
明確にし、児童の特性に合わせ
た活動を提供します。

室内活動の制作やクッキング、
夏休みには夏休み用の制作を用
意し、季節行事を意識した活動
設定を行いました。手先に意識
を向け、作業に集中しやすくな
るように環境整備を行いまし
た。同じ制作物でも児童の個々
の特性に合わせて作業工程を見
直しを行い、適切に取り組める
ように工夫をしました。屋外活
動では散歩を積極的に取り入
れ、屋外の空気に触れ、季節を
感じながら体を動かす機会を多
く設けることができました。

実施できまし
た

次年度も継続します。
引き続き児童の個々の特性に合
わせた作業工程の見直しを行
い、適切に活動に参加できるよ
うにしていきます。

２０２３年度　ボワ・エール　年間総括

（１）　目標
①一人ひとりが、安心して楽しく過ごせるように支援します。
②社会性を育む支援を行います。



（1）-④ 医ケア・肢体不自由
児の支援の充実を図ります。
体を動かすこと、体をほぐすこ
と、リラックスできる環境を整
えます。体を動かしたり様々な
感触に触れたりすることを通し
て、心の動きを感じながら感情
を豊かに表現できる支援をしま
す。

看護師の体制により、吸引を必
要とする児童の受け入れが年間
を通して継続的にできませんで
した。医療的ケア児の受け入れ
に関しては、まだ制限のある状
態がありましたが、スポットで
の対応の場合は花の家の看護師
の協力を受け、受け入れができ
ました。
車いす利用の児童も外に出て全
体の活動に参加したり、車いす
から降りてリラックスできる時
間も設定しました。クッキング
や制作も行い、みんなと一緒に
活動することも大切にしまし
た。

実施できまし
た

次年度も継続します。
医療的ケア児・肢体不自由児の
安定した利用ができるよう受け
入れ体制を整えていく必要があ
ります。
体調面に留意しながら、様々な
刺激や感覚を楽しめる活動の提
供を検討していきます。

（1）-⑤ 季節の制作やクッキ
ングを年間のスケジュールで計
画し、季節を感じること、伝統
行事に触れる機会を大切にしま
す。手先を使って集中するこ
と、様々な感触に触れる経験、
他児と協力することを通し、満
足感や達成感を味わいます。

年間予定に沿って実施しまし
た。クッキングは感染防止対策
をしながら、なるべく個人で工
程を進められるような手順にし
たり工夫しながら実施しまし
た。
季節に合わせて制作をしたり、
外の活動も夏は水遊び、冬は氷
を触ったりと季節を感じられる
活動を意識して設定しました。

実施できまし
た

次年度も継続します。
年間計画に沿って活動設定を行
います。季節感を取り入れなが
ら満足感や達成感を味わえる活
動設定を行います。

（1）-⑥ 玩具や備品の整理整
頓と衛生管理を徹底し、安心・
安全な活動ができるよう環境を
整えます。

支援前後に保育室の清掃、感染
予防として備品のアルコール消
毒を行いました。また使用する
玩具についてもアルコール消毒
をしながら破損や危険がないか
確認し、安全に使用できるよう
にしました。
保育室内も、車いすでも動きや
すいようにレイアウトの変更を
適宜行い保育室内での移動や活
動スペースを有効に使えるよう
に工夫しました。

実施できまし
た

次年度も継続します。
保育室内の環境整備、衛生管理
については継続していきます。
全ての児童が安全に過ごせるよ
うな環境を整えていきます。



（2）-①　集団活動を通して、
周りに合わせる力を身に付けら
れるようにします。自分ペース
で物事を進めるだけではなく、
周囲の意見を聞くこと、全体で
話し合って決めたことに納得し
て合わせることの経験を積める
ようにします。

児童の呼称や介助時の留意点を
確認し、生活年齢に応じた対応
を心掛けました。
個人の課題も理解しながら声掛
けの工夫や集団に合わせて活動
するための支援の手立てを検討
して情報共有しました。児童一
人一人の力を伸ばしていくこと
を大切にし、身の回りのことが
できるようにそれぞれに合わせ
た支援をしました。

実施できまし
た

定期的に児童の呼称については
確認を行い、職員一人一人が意
識をもって接することができる
ようにします。
職員が先行してやってしまうこ
とが多くなってしまうため、児
童が行動を獲得・定着できるよ
うな支援を検討し必要な支援を
していきます。

（2）-②　身の回りのことを自
身で行う意識付けを行い、でき
ることを増やし、定着できるよ
うにします。個人が持つできる
力を伸ばす支援を行っていきま
す。

各自で荷物の管理ができるよ
う、必要に応じて職員から声掛
けを行いました。また、排泄時
や更衣時にも自分で出来ること
は自分で行い、必要に応じて職
員に声を掛けられる環境を整え
ました。更衣の際の協力動作な
どについても本人の動きに職員
が合わせることでお互いの負担
を軽減させることができまし
た。

実施できまし
た

次年度も継続します。
自身で出来る事を大切にし、必
要な場面で適切に助けを求めら
れる環境整備を引き続き行って
いきます。

（2）-③ 困ったこと、不安な
ことなどの自分の気持ちを周囲
に伝え、解決できた・対処でき
たことの経験を積み重ね、対処
する力や気持ちをコントロール
する力を身に着けていけるよう
にします。

活動で内容を決める時や、児童
同士で相談し合う時に、児童の
意思を確認しながら「どのよう
にしらよいか」を考えられるよ
う、複数の選択肢や決定の仕方
を提案しながら児童自身が選
択・決定することを大切にしま
した。
行動の問題があった時は、その
理由を確認し、児童が自身の行
動を振り返れるようにしまし
た。感情や行動を言語化しなが
ら、気持ちに寄り添いつつ正し
い行動を促す支援をしました。

実施できまし
た

学校の行事や年度の変わり目な
ど様々な要因で気持ちの波が生
じることもあるため、行動の背
景を含めて適切な対応をその都
度検討して対応できるようにし
ていきます。
行動や感情を言語化し、気持ち
に共感し、望ましい行動を伝え
ていきます。


